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- 静か~に、すlぎやく施工/ 締付作業に習熟の必要がありません。

- 締 付 け ト ル ク の 制 御 は ボ ル ト セ ッ 卜

自 体 で 行 わ れ る の で 、 締 付 器 具 の 調

整 、 検 定 は 一 切 不 要 で あ る 。

2 . 工期の短縮・施工 費の低減ができる

・ 締 付 器 具 の 調 整 、 締 付 け 後 の ト ル ク

チェ ッ ク が 不 要 の た め 工 期 の 短 縮 が

図れる 。

・ 締 付 器具 の 取扱 い な ど 締 付 作 業 に 習

熟を要せず、 工 期 の 短 縮 に よ る 施 工

費 の 節 減 も 可 能 で あ る 。

3 . 騒 音 が 出 な い

・ 静 的 な 力 で 締 付 け る の で 、インパク

卜レンチに比べ騒音が少ない。

建 築 物 が 大 型 化 の 傾 向 に あ る 反 面 、 人 件 費 の 高 騰 、 熟 練 工 の 不

足 が 深 刻 で す 。 こ う し た 状 況 に 対 し 、 住 友 で は 強 靭 で 経 済 的 な

「住友 ハ イ テ ン シ ョ ン ボルト 」を販売してお りますが、 更 に こ の

た び 住 友 独 自 に 特 殊 型 高 力 ボ j レ卜 i S P ボルト」を開発。 同 系 統

の i S  S ボルト」ともども併せて発売しておリます 。i S P ボ ルト」

i  S  S ボルト 」はナ ッ トの 締付 け ト ルク の 反 力 を ポノレ卜 の ピ ン テ

ー j レでl 受 け 、 静 的 に 締付 け る も の で 、 ボルト とピンテー ル は 所

定 の トルク で 破 断。 ボ ル卜 に 所 定 の 軸力 が 導 入 さ れ る 機 構 に な

っ て い ま す 。 従 来 、 締 付 け ト ル ク を コ ン ト ロ ー ル す る 機 能 は 締

付器具にもたせていましたが、 S P ボ ル ト 及 び S S ボ ル ト は ボ

ル ト セ ッ ト 自 体 に ト ル ク コ ン ト ロ ー ル 機 能 を も た せ て あ る わ け

で す。 画 期 的 な シ ス テ ム の S P ボ ル ト 及 ぴ S S ポ j レ卜を、ぜひ

ご 指 定 の 上 ご 採 用 く だ さ い 。

。 住 友 金 居

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

ss ボ ル ト の 特 長

I  . 施 工 管 理 が 容 易 で あ る 。

・ ボ ル ト の 締 付 け 完 了 は 、 ピ ン テ ー ル の 破 断 に よ り 目 視 確 認 で

きるので、締め忘れが防止できる 。

・ ピ ン テ ー ル の 破 断 強 度 が 一 定 で ボ ル ト 軸 力 が 安 定 し て い る の

で 、 ト ル ク レ ン チ に よ る チ ャ ッ ク が 省 略 で き る 。
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所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

栂 造 規 模

工 期

兵庫県芦屋市奥池

2，448.80m' +ぉ( 崖部分 600m'・)

391. 08ぱ (プール 5 mX 15m)

407. 80m' +車庫 54m'

R C . B 1. 1 F  

1973年 6月 - 1974年7月

す
」
い

市'J A カ ラ ー 外観東南面

1.  7 プ ロ ー チ 夜f量

2 . 外観西面

3  玄関 より' ) ピングルームを箆む( l F )

4  地下サロン ( B 1 F )

蒼白く濡れた肌

ゆ る や か な 稜線 を背に 映 える白い家は、 低 く

l選に突 出 していて 長 い。

緑に恋まれた 広 大な敷 地、 述くに ｉｾｾ む灯は 神

戸港と 、 飯 めて 優 れた環境 に提案されたこの

住 居 は 、 モ ダ ン で 開放 的 な 嬰 紫 を 十 分 貯 え て

ファ ッショ ナ ブ ル な 存 在 を 誇 示 す る こ と に あ

った。

光 .1 ( 日射 し ) に 固 執 し た 白 い 壁 は 痛 く 目 を

射る 。 光 、灯 ( 夜 間 投 光 機) に 映 える蒼白い

鋭 利 な白い壁は、望書状に陰を縦にして夜空に

浮ふさ。このハーモニ ー は演 出 された ｾｾ 台であ

る。

発想は冷奴であり 、 あの i需れたような感触 が

た ま ら な く 欲 し か っ た 。 プ ー ル の 水 は 月 光 を

たたえ 、ふ さ わ し い ソ ウ ル ミ ュ ー ジ ッ ク が聞

こえるのである 。 安井忠生
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設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 室

安井忠生 担当聖書鴻祥

施 工 池 工 務 底

担 当 池 秋 夫

所 在 地 神 戸 市 北 区 道 場 町

敷 地 面 積 515・975m'

建 築 面 積 140. 52m' + 車庫 37m'・

4茸造規模 R  C. 平 家

工 期 1975年 11月- 1976年 6月

すh-

1.  7 プローチより 東側をみる

2  リピングル ームを望む

3  北 京より全長をみる

週末を生かす条件

都 心 の生活から放たれて 、仲 間 や家族と 過

ごす週末。 それは 静寂であり 、一 時 の 親 密

な C ommuni cat ion と団綴がある 。

空は透けるように育〈 、i盆か見おろす灯は

至 近 に 有 馬 - 宝 塚 あ り で、 す ぐ 生 活 文化 と

Connec t i ngで、きるのがよい 。 中国 縦1'r で 大

阪より 30分 。

ここには 、限 想 に ふ け り 瀬 を た し な む、あの

くつ ろぎがあるという 。

発泡 ｾ はクライアン卜の方から 怠 ｉ ｊ られ 、 むし

ろ 設 計 が 従 が う よ う な 形 で進 め ら れ た 。

寒 い 冬 の 日 な ど 木枯しの音も 、 いろりを囲

んでの麻雀のパイの音が気をまぎらわして

くれるだろう 。

よく手入れして 使 って項きたいものである 。

務 ｩｾ ｈ 祥
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設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 室

安!t-.'，ι 生 m当 平 手1' 8次

施 工 不 二 建 設

m当 l五件1賢二

電 気 近 後 電 気工 事

空 調 三 晃空 調

衛 生 斎久 工業
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D 邸

設 計 監 理

施 工

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

惰造規模

工 期

-H子

安 井 建 築 設 計 室

不 二 建 訟

大 阪 市 北 区

245. 9m'  

138. 8m'  

351. 4m'  

R C . B 1. 3 F  

1975年 10月 - 1976年 7月

l .  ドレスルーム

2 . 応 機 室

3 .  2 - 3 F階 段

4.  2 - 3 F階 段

掛彬ょl ! 1i'，m彦

内に秘めたる豪華な演出

場 所 は 密 集 し た 商 業 地 域 で あ り 、 お よ そ 住 宅 を 計 画 す る に 程 遠

い 環 境 に 戸 惑 い を 感 じ な が ら も 、 ク ラ イ ア ン 卜 の 社 会 活 動 を 助

成 す る 意 図 に あ え て 計 画 し た も の で あ る 。

したがって 、 内 に 秘 め た る 各 部 屋 の 演 出 は 、 顧 客 を 頻 繁 に 迎 え

るに十分な効果( 兄せ場) を、従来の住宅にない商業性のある舞

台として取りキill んでいる 。

各部屋に仕組まれた調度は、 一 々 外 国 か ら 輸 入 し た 選 抜 で あ り

ク ラ ッ シ ッ ク 形 式 と モ ダ ン 形 式 の 二 刃流にお よぶ 構 成 は 、 環 境

の 不 利 な 点 を イ ン テ リ ア に よ って 充 足 す る 配 慮 か ら で あ る 。

人 生 の 活 動 期 に 入 って い る 家 族 た ち に 、 は た し て 土 足 の 生 活 が

融 合 す る か ど う か と い う 問 題 を 残 し て い る 。 安 井 忠 生



山一ビル

施 工 井 上 組

設計監理 湾建築主宣言十事務所

所 在 地 大 阪 市 西 区 靭 本 町 3- 45

敷 地 面 積 275.  96m'  

建 築 面 積 212. 28m'  

延 床 面 積 l ，389. 19m'  

+ 蕎造規模鉄骨造 6階 、t菩屋

工 期 1975年 11月 - 1976年 6月



‘ 芦屋市民センターの見学会

静かな芦屋川のほとりに、文化都市芦屋市が10有余年の歳月をか

けて市民のための総合施設を完工されました。去る 5 月に竣工した

福祉文化セ ンターを 含めて、今回芦屋市のご厚意により、話題のル

ナホール、市民会館など一連の芦屋市民セ ンターを見学いたします。

多数ご参加下さい。 また、この見学に際し、坂倉建築研究所および

大林組殿に大へんご協力をいただきました。

. 芦屋市民センターの大要

芦屋市民セ ンターは、県道を積断する空中通路によ って連絡され

たふたつの建築物か らなっています。一方は 13年前の 1 期工事から

2 期 3 期 ( ルナホール) と拡充されてきた市民会館 ・公民館で、他方

はこの 5 月に竣工した老人福祉会館 ・福祉会館 ・公民館であります。

今回の新築別館と本館改修と空中通路の設置によ って、市民の福祉

と文化のための延 1 万耐をこえる効率的な施設 とな ったわけです。

別館の敷地は、既設市民会館横の県道に面した元屋敷跡で、既存の

土塀や庭園樹木をできるだけ残し、本館建築物外観との連続性や、

隣地への日影規準の制約を配慮しながら、既存施設内容との関連で

多角的な機能与件をプラ ンニングしています。本館には会館の管理

部があり、集会室 、会議室、レストラン、展示場になるロビー等と、

ルナホール部分からなり、別館には、 2 万冊の開架図書室、 60人の

オーケストラ練習可能な音楽室、天窓のある防音構造の美術室・工

芸室、固定机椅子の変形平面の講義室、舞台のある大広問、コート

のある浴室、障害者のための授産施設、 ショーウインドウや可動の

展示パネルのある常設展示場、砂場テラスのある児童室、それに隣接

する料理室、障害者の利用を配慮、したエレベーター ・便所・各部の

詳細、視聴覚教材を製作する録音室 ・作業室、健康相談室、各種団

体事務室、 談話室 、グループロ ッカ一、売広、中小会議室、社会福

祉協議会事務室などなど多彩な内容が蟻りこまれております。

( 坂倉建 築研究所大阪事務所 矯 本健 治 記 )

日 時 9 月 8 日(水) 集合 14: 0か→解散16 :  30 

集合場所 芦屋市民会館、 ルナホール入口付近 ・目標会旗

(芦屋市業平町 8 番24号)

〔参 考〕集合所までの交通貨 は各自 負担 のこ と

・図鉄「芦屋」 阪神氾鉄「芦屋 J ・阪急 電鉄「戸魁 III J のいずれの駅よ リL 徒歩 5

分 - 8分ぐらい. 芦屋川にそって 旧阪神国道 よ り北に向 かつてすぐ 東側。

定 員 40名

会 貸 200円

申 込 往復ハガキにて 1 名に 1 枚限りとします。氏名 ・勤務先

名 ・部課名・連絡電話番号 ・返信用宛名・郵便番号を記

入し、「芦屋市民セ ンタ一見学」と明記の上 9月 2 日( 木)

までに建築協会事業譲へ。 ただし定員に達した時は抽せ

んにて決定し、ご通知いたします。

別館の建築概要

建 物 名 締 芦屋市民セ ンター別館(仮稿 芦屋市福 祉文 化セ ンター)

所 在 地 芦 屋市業平町 8 番 5 号

建 築 主 芦 屋 市

設 計 監 理 側 坂倉建築研 究所大阪事務所

施 工 附 大 林 組

精 進 ・規模杭なし布基礎、 鉄筋コ ンク リー ト造、 空 中通路 鉄骨造

地上 4 階、 Z菩昼 l 防、軒高 さ14. 700m、般 向の向き 19. 700m

敷 地 面 積 3，024 .06m'

建築 延面積 3，474 .46m'  

建 築 面 積 1，413. 28 m'

空中通路面積 46 .34 m'  

施設の内容 1  F  機械室、駐車 場 (30台) 2  F  老人福 祉会館・福祉会 館

3 F  公民館 4  F  公民 館 Ｈｾ 中通路 にて 既 設 本館 Ｒ F と連絡)

工 期 昭和50年 2 月→ 昭和51年 4 月( 15ヵ月)

‘ 住友不動産京都ビル

新築工事の見学

日本建築協会会告

四条河原町交叉点の一角に、京都の代表的高庖街の核として住友

不動産京都ピルが間もなく竣工する 。 これは、百貨底、飲食庖街、

銀行を主要テナントとするいわゆる綾合建築である。

計画は、その立地条件(角地) を活かして競合する機能を明快に構

成すること、このような建築が特に求められる防災避難の面で建築

空間のあり方そのものの中に解決を計ることを大きなテー? として

いる。

外装は京都の街並と調和し、優しさと品格のある表情を持つアル

ミ押型材のスダレ状のカーテンウオールが採用され、百貸盾の外壁

としての要求を充たしつつ避難パノレコニ一、非常進入口などをキ¥I l み

込んだディテールが工夫されている 。

(K K . 日建 設計第 2 設 計 監理 部長 大西 孝夫記)

今回は日建設計、竹中工務底、鴻池組殿のご厚意により、京の目

抜き通りにふさわしいユニークな建物を見学いたします。 多数ご参

加下さい。

日 時 9 月11 目的集合14 : 00→解散16 ・00

集合場所 向上ビル南側出入口付近 ・目標会旗

( ただし京都 ・四条河原町交叉点 ・東南角)

〔参 考 〕 ・集合所 までの交通貨は各自負担の こ と.

阪急電 鉄 ・京都 線終点「河原町J 下 草地上へ出てす ぐ、 高 島屋百貨庖の 束向かい{則

定

. 6.  

. ".  

員 40名

貸 200円

申 込 往復はがきに限ります。ハ yゲキ 1 名に 1 枚限りとし、氏

名 ・勤務先名 ・役職部課名・連絡電話番号 ・返信用宛名

・郵便番号を記入し、「住友不動産京都ビル見学」と明記

の上 9 月 3 日幽までに建築協会事業課へ。ただし定員を

超過した場合は抽せんにて決定し、お知らせいだします。

建築概要

所 在 地 京都 市下京区四 条河原町東 入ル其町68

建 築 主 住友不動産妹式会社

江主計監 理 株式会社 日建設計

総 工 鮒 竹 中工務宿、側鴻池組共同企業体

敷地面 検 3，165. 000 m'  

建 築 面積 2，752. 710  m'  

延床商機 28，934.658 m'  

構 造 規 模 鉄 骨 鉄 筋 コンク リー ト造

地上 8 階 、地下 3 階、第屋 3 階

軒 高 S GL + 31. 000 m 

最 高 部 町 S GL +  42 .200 m 

基 礎 深 さ S GL - 15.990m 

外 装 外 国産 、御影本膳およ びアルミ 押 出し型材、自然発色

テナ ン ト 阪急 百 貨庖、住友銀行、その他飲食l苫18庖

工 期 昭 和48年 8 月 9 日→昭和51年 9 月30 日( 解体工事を 含む)

建築と社会/ 1976年 8 月号 9  



‘ 第 13回「よろず、相談住宅展」

( 潤いのある住まい) 開催

‘ ヒゾレ用水の再生プラントを見る

一 一 「都市と水」その 1一 一

日本建築協会会告

昭 和51年 9 月 2 日( 木) - 7 日( 火)

松坂屋百貨庖 6 階催場

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

大 阪 府 ・大 阪 市 ・住 宅金融公庫大阪支所 ・日本住 宅公 団

朝 日 新 聞 社

(イ) 専門家による ( 無 料) 住宅よろず相談所

(ロ) プレハブ及び分譲住 宅会 社 の 相談 コーナ-

N  新建材及び設備の展示 コーナー

じ) 住まいに関する資料コーナー

(ホ) 住まいの修理、実演コーナー

期

場

催

援

会場内容

会

会

主

後

‘ 関西地方建築積算実技教室のご案内

社団法人 日本建築積算協会関西支部は、このたび建築積算技術者養

成を目的として 「建築積算実技教室」 を開催することになりました。

主に、 建築 初 級 技 術 者 を 対象 として行いますの で、社内教育 に も 適

していると思います。

期 日 昭 和51年 9 月 18 日( 土 ) - 11月20 日( 土 )

開 催 日 毎 週 土 曜 日 午 後 1 時~午後 5 時

会 場 大阪市東区博労町 2 - 41中博ビル

大 阪 府建 築 士会 1 階 101号会 議室

4  (} 名

1 名につき会貝25，000円 一般30，000円

社団法人日本建築積算協会関西支部

近 畿 地 方建 設局 ・大 阪 府 ・大 阪 市 ・日本建築学 会近畿

支 部 ・大阪府建築士 会 ・日本建築協会

第 1 回 9 月18 日 一 般事項 基本数学 ・慨 論 内藤謙 男

2  25 日 仮設 ・土 工 事 杭 槻 算 細 野野雄

3  10月2 日 コンク リー ト 型枠 内 総溝型J

4  9 日ー 鉄筋 肉秘書t ; !TJ

5  16日 鉄骨 昆野二日11

6  23 日 外 部 仕 上 中 川 茂

7  30日 内部仕上 西 川部-

8  11月6 日 内 部 集計 及内 釈明細 菌川嘉一

9  13日 独兵・ ガラス ・塗装 ・金属 ・ 維工 事 庁、田 稔

10  20日 建築積 算の 新 しい考 え方 生 刷宜容

受 講修了者には審査の上、受講終了 証 書 を授与する。

詳細は、大阪市南区安堂寺橋通 1 - 34- 14 ( 社) 日本建築積算協会

関 西 支 部 ( T E L 06- 261- 0823) へお問い合わせ下さい。

定 貝

受 講 料

主 催

後 援

科 目 講 師

近年、種々の資源不足について論議を呼んでおりますが、わたく

したちにと って、も っ とも大切で身近かな 「水」についての問題も

大きくクローズア ップされてきました。

今回、若い会員の集い小委員会て。は、限りのある水資源の現状を

よく見極めて 、いたずらに恐れたり、また逆に無視したりするだけ

でなく、実際に取り組んでお られる専門家の方がたの発言に耳をか

たむけ、水資源、の現状と将来計画を 学 んで、行きたいと企画を進めて

おります。

その第一 固として、ビルで使用された洗面、食堂 炊事などの水を

浄化し、水洗トイレ、洗車、ビル冷却などの雑用水として実用化し、

限りのある水資源の有効利用をはかろうとしている大阪府庁別館の

循環式下水再生の試作プラントを見学し、運用状況や、 一般 的 な 水

問題について説明をうかがい、意見を交わす催しを企画いたしまし

た。 多数ご参加下さい。

日 時 9 月28 日( ; } ( ) 集合13 :  30→解散16 :  30 

集合場所 大阪府庁 ・別 館 ・正面玄関前付近 ・目標会旗

(大阪市東区大手前之町、府庁 T E  L941 - 0351 )  

〔参巧〕 大阪府庁への最寄 駅

地下鉄、谷町線 r天満」駅または 「谷町 4 丁目 J 駅より徒歩にて 7 、 8 分

別館→ 本館の西南側 、知事官舎の向かい側

師 大阪府衛生部公衆衛生研究所主任研究員

大阪府企 画部水資源謀関盤係長

定 員 4 (} 名

会 費 3 (} (} 同 ( 会 場 費 、 そ の 他)

スケ ジュール

14 :  0か→15 :  00 講 演 ( 大阪府職貝会館にて )

(1)ピル用水の排水利用 大 森 講 師

(2)水需給の現状 椋 本 講 師

15 :  O(}→16 :  00 見 学 ( 大阪府別館の節水 システ ムモ デノレプラントを 見る)

16 :  00→ 16 :  30 質疑応答

申 込 往復はがきに限ります。 はがき 1 枚に 1 名限りとし、氏

名・勤務先名 ・役職昔日課名 ・連 絡 電 話 番 号 ・返信用宛名

. 郵便番号を記入し、「ビル用水の再生フ・ラントを見る」

と明記 の 上 9 月15 日制まて'に建築協会事業課へ。 ただし

定員に達したときは抽せんにて決定いたします。

. 実験計画

1. 実験期間1

2. 実験原水

3 . 笑 験

大森英昭氏

椋 本 宏 氏

講

:人亙極紫般 ソー ダ

バキューム単による汚泥織出汚泥貯留柵汚泥沈澱槽

原水系統 国ーーーー

空気系統 ー一一- -

処理水呆統 ・・園田・

汚泥系統 =

昭和51年 1 月ー昭和 52年 3 月

別 館洗聞 手洗排水及び食堂俳水

・別館 1 階水洗便所への給水

・洗車場及び洗. t l I 機 への給水

・冷房機器への影響実験

・ 各般 障笹笑験 Ｈ ｉｻ ｾ 触、スライム、 ス ケール等 Ｉ

4  地設規悦 (給水能力) 20m'/ 日 「ーー一一一ーーーーーーーーーー・・「

5  水処理 7 ローシ ー ト rーで

Ａ ｾ＠
油分分服装置 : プロア

可

既訟マ ンホール手洗脱水



日本建築協会法規委員会

の装 ;if を設けなければならない。

2  符! 市が定常速度より明大した場合には、プ

レーキ装 iif 、ガパナー装置さ年を設けて定'1;1; .iAJ交

を超えないよう 1こしなければならない。
ー ナ

町民主 どのJ宝仙をお l r . ちしております.

3  イ ｊｍｉ 伝中に ｉ ｬ ｨ 圧が災状にｬＮＧｾくな っ た場合、

104 

1111圧系機株を保護するため、定絡圧力の 1. 25倍

をこえないように油圧を雌保できる安全弁を設

けなければならない。

ロ 刊11のキ占j立は、温度によリ変化するが、 lil l混

5 ・C- 6 0・C は、装遣の運転1 ' ' 1 : 能が保証できる範

囲である 。遊戯施設は屋外に設泣きれ過冷却さ

れる場合が多いので、保温材喜平て寸111 i旦を -11刻I1fl 在

以上に維持させる必要がある 。

4  非常止めが作動した場介は、安全を硲かめ

た後、来幸子を ｪ 己の位 ｦ ｄＧの来場まで ｾｩ ｬｊかし数 ｬ も で

きる手動ハンドル装世を設けること、また、 ll.5

架の地設で、手助ハンド ｪ レ袋泣のみで放 ｕ ］ ｾ が困

時f I なものは、全周にわた って 、手すりつきの安

全歩腕を設ける。

第 4 安全禍

遊 戯 施 設 に 関 す る 告 示 の 運 用 に つ い て
l  利用者以外の人が可動部分の一吉11にふれる

おそれのないよう安全確保の距雌をとり、また

遊戯地設そのものが地上 2 m以上あり来客 ( 利

用者) が+ 王子存するおそれのある施設には、日さ

遊戯地設は ｪ 生到 ｊ を伴う工作物で、純 ｭｩ が ｾＱＧＱ 日に

多〈、主として児童、幼児が利用するものであ

るため、安全上、述行 Ｑｊ Ｚ ｊ｝ Ｑ に依存する ｉ Ｈｲｩ が非，［［ｾＮ

に大きい 。遊戯施設に| 刻する現行の令U1l 44粂の

￞ Ｎｑｾ は安全を確保するための最低の ｊ 主権を定め

ているが、近年、逆行仕活! 上の欠陥に起! 却する

事故が発生していることから、運行1J: 里II という

人的嬰紫に依存する部分をできるかぎり構造上

の11' ，: t l ( に置き替えることも必要であるとの観点

から、本告示がflj リ定されたものである 。以下台

示の 111i ' i 序に従 って、その運用を紹介することに

します。

( 大阪市住築}"J.ill 築桁持m1'1IF1f"* 小林健彦 )

建設省告示第558号 ( 1昭和50年 4 Ｉｾ＠ 1 日純i行 )

第 1 主索、鎖、綱車及び巻胴

1  イ 使用ロープは、建設大臣の指定する

JI S  G  3525に定める規定に適合すること 。

ロ ロープは、あまり絢|いものが佼われないよ

うili lll lJえしている。すなわち、摩撚! 駆動万式のも

のにあっては、 10mm以上 、また、巻胴駆動方ず

にあっては 8 mm 以上とする 。

ハ 巻胴式のものについては、ロープの峨耗 が

少ないので 2 本吊以上とされているが、殿様駆

i J i l J 方式は巻胴式に比べて j筆機力が大となリ、ロ

ープの疲労度も多くなるので、 3 本吊以上が標

準とされている 。

ニ f，Yi i;' C j : 必ずしもソケ ソテイングの必品目ーはな

く、タリ y プ( クランプ ) J l : めを認め、この場令

y ンプ l レを使用して 3 問所以上止めなければな

らない。クリップの IMI 隔は 80mmを燃準とする 。

2  イ チェーンは、 J I S B  1801  ｲｦ 云ｾ￮ｽ ｊｭ ロー

ラチェーン 」およびJ IS F  Ｒ Ｑ ＰＶｲ￭ｬＨｾ 周 一 般チェー

ン」の Ｒ 純 ｾｮ を規定しているが、いずれも ｲ ｊ ｉｓ G  110cm以上の柵を設ける 。

3525 ロープ」の倣さ ( 保証破断力 )と 同様に構 造 2  安全相1I は、縦倒椛巡のものとし、 横倒 等 子

等が考えられている。 ijL が谷易に来リ越えられるものは illi けなければ

ロ チェーンの本数等についても 、 ロー プと 同 ならない 。縦棚の問! 擦は 10cm以下とする 。

機の考え方で決められている 。 3 安全棚の出入口の構造は、誘碍棚を含めて

3  綱 '11および巻11同の l丘径とロープの直径の比 考慮すべきであリ、その tH入口には J豆、または

について 40倍と規定されているのは、綱111 ( 巻 鎖等によリ逆転中に出入りできない椛jiE とする 。

1I 阿) の 径が小さいとロープの曲げ半径が '1、さく 第 5 運転室

なり、ロープに繰返し摩耗が起こりロープの存 運転宅は、原l ! 11 としてその遊戯地設ごとに設け、

命を短くするか らである。ま た、巻胴式の笑|λl その位世は逆転"1' たえず民税できる位出でなけ

111 (滑J li ) で、比較的峰微な使用のところでは、 ればならない。むしむ、五If 転室より監視で きな

20倍以上と決められている 。

第 2 油圧装置

1  1111圧式の駆動装位を用いる場合、油圧バワ

ーユニットおよびその制御装置は、遊戯施設 l

台に各 ｈｾ づっ設けなければ危険である。たと

えば、 l 法のバワーユニットで 2 機艇の遊戯地

設を運転すると、ｦｉｾｊ￭，同 ｬ パルプ等の構造が複雑に

なり、相互にインターロックしながら運転する

必要があるなど、安全上問題があるので好まし

くない 。 ｉ､ ｬ タンクも、 ｈ ， ｾ 1  7 ' ンクにすること

が望ましい 。

2  定位訟に停止せず、行き過ぢた場合にプラ

ンジャーがシリンダーから抜けることを機械的

に防止する、離脱防止装置を設けなければなら

ない 。 なお離脱防止装世が作動する前にプラン

ジャーの動きを{ 亭止させるリミットスイッチを

設けることも 望ましい 。

3  パワーユニットには、圧力計が必要である。

ここでいう圧力配管は、ポンプの出口からンリ

ンダーの入 口 までの配ｾ｜Ｚをいう。圧力配管に設

ける圧力討のうち l つはポンプ出口における l止

出圧力を測定できるものでなければならない 。

第 3 安全装 置

l  来主主に注意を促すな l床から、運転開始 ( 起

iJi)J ) 、運転終了 ( 停止 ) の信号( ブザー 、ベ J レ等 )

い書11分が生じた場合は、パ y クミラ一等を設け

日九千J/.{;本i!i ll の'W{t. を図らなければならない 。

第 6 定常走行速度等および第 7 構 造 計 算

第 6 、第 7 における、表に示す遊戯施設の別名

称を 1/;¥げると次のものが該当する 。

l (ー) モノレール( ハイウェ一、スカイシーフ¥

コスモカ一、 ミニレール)

( コ子供汽111 ( 地表面を走行するものを除< )  

(ヨ マッドマウス( ジャングル、 7 ウス)

ウォータ- ; / ュート ( ; 急訴しすべり、シューター )

(凶 コースター( ジェ y トコースター、ジャイ

アン トコースター)

2  (ー) 回転プランコ( 宇宙線 y ャワ一、チエンタ

ワ一、ターンバイ 7 )

( 斗飛行俗( 単式飛行塔、彼式飛行塔、人工衛

星塔)

(三) ;1 リーゴーラウンド、ティカップ、テイ

ルタワー

(凶 鋭 ｾ￯ ｬＩ Ｑ Ｈ 単 式、複式、府 ｊｩ ｬ ＡｲＮ展望書答、ワンダー

ホイル)

同 ム ー ン ロ ケ ッ ト ( 受 と _ h内館)

(六) ロータ一 、ラウンドア y プ( バラトルー ノマ

tり オクトパス、トラノ〈ンド ( アス トロジェ ッ

ト)

建築 と社会/ 1976年 811サ 11 



ナショナ7レは、理想の換気・送風設計に、確かな総合送風技術で応えま京

本 社会と共に歩む技術の#: l i1I#' 6.

12  



すみずみに生きる流体技術

風量は多く、静圧は高く、 騒音は低く、

しかも効率は高く… ナショナル送風技

術陣がめざす風のテーマはどん欲です。

ファンには、スムーズな流れをつくる

独創の翼形= エアーホイル> J > J 恨を。l以

込口は、抵抗の少ないベルマウス構造

にするなど、どんな用途、使用条件に

もマッチした、効率の高い送風性能を

発揮できる製品づくりに挑んでいます。

厳しい品質管理態勢

厳密な使用テストや耐久テストなどか

ら得られた貴重なデータは、製品の均

質化、t支術開発、品質向上などに生か

されています。例えば、豊かな風量、高い

静庄は、徹底した風量測定から生まれ

ます。また、騒音発生の原因究明や低

騒音の製品づくりには、騒音測定チャ

ンパーや騒音・振動自動分析装置によ

るデータの収集・分析が、大きな支え

になっているのです。

豊富な陣容、巾広い用途

ナショナ )l遠 心送風機は、定評のシロ

ッコファンから超大型まで80機種。どん

な換気・空調設計にもお応えできる豊富

な陣容です 。＿ しかも、非 ＲｾＣＶ のキュー

ピックタイプは、いつでも即納できる

態勢で、好評を得ています。

- こ相談は、お近くの営業所へ

暖める風、冷やす風、公害防止に働く風 、

風のことなら何でもお気軽にどうぞ。専門

の係員がお待ちしています。

・資料 を進呈( 〒486) 春日井市鷹来町丸の内4811 松下精工 ・

送風樋事業部 T  E  L 0568( 81) 1151 ・お問い合わせは 、

松下電器 ・特償、または住宅股備機器営業所 札幌 (241 ) 9271  

(251) 4211 膏 森 (22) 1211 仙台 (25)8111 宇都宮 (37) 2231  

( 37) 2251 大宮(65) 1521 木戸 (25) 6421 千葉 ( 43) 2985・(42) 8521

東京 (437) 1111 ・(437) 1121 立川 (24)6701 捕浜 (681 ) 3945 ・

侍41) 1261 新潟 (46) 211 1  金沢 ( 61) 2151 松 本( 26) 2515 ・

(26) 2510 静岡 (45) 1241 名古屋 (951) 6211 京都 (231) 8851

大 阪( 346) 5151・(909) 1201・( 908) 3 α m神戸 (391)7821・(391) 2405 

広 島(43)7711 ・(48) 1195 岡山 (25) 1311 高松 (21) 1121 ・(51) 3333 

北丸州 (531) 5221 福岡 (271) 1131 ・(431) 1101 

量習ョ昔j畠

闇
鰭

13 



〈新 建 材 制 介 No. 8

外 装 磁 器 タ イ ル 先 付 工 法 用 IFK R C ゴ ム ベ ー ス 』

栗 山 ゴ ム 株 式会 社

本主i 干532 大 阪 市 淀 川 区 内 '1'1::，1 - 12- 4 T E L 06- 303- 1212 

東 京 干150 *' 江町Ili!' ，作l垣市、ド f;HI f15- 13( ，品開i渋 谷 ビ J レ) T E  L  03- 463 ー 1841

松 j丘、 外袋タイノレの浮きおよび争IJ 百五な ど が問 題

に な っ て お り 、 そ の 解 決 方 法 の 一 手段として、

先 付 工 法 が 考 え ら れ ま す。 先十i 工法のタイノレ悶

定 方 法 に は い く つ か の 手 法 が あ り ま す が 、 タ イ

ノレ固定に使用する施工性の良いいゴムベース W ず

栗山コ・ム株式会社によ っ て IJ f. J発 さ れ ま し た の て

ご 紹 介 い た し ま す。

製 品 は 、 芯 材 に 特 殊 セ ン イ を サ ン ド イ y チ し た

r. J l i ' i ' l コ。ムシート ( 1写み 4 mm- 5  mm) を使用し、

白 地 部 分 に は 軟 質 ゴ ム が 使 用 さ れ て お り ま す。

目 地 ゴ ム に は 逆 テ ー パ ー が つ け ら れ て お り 、 は

め 込 む タ イ ル の ・J- 法 の バ ラ ツ キ を で き る だ け 吸

収するように自己 ｊＮｾ されております 。

ゴ ム ベ ー ス の セ ッ ト は 現 場 打 込 、 ま た は P C 版

.n込 い ず れ の 場 合 で も 、 j一日枠而に ]1. 占付・釘 1.] ち

で匿l定 す る こ と が で き 、 だ れ に で も fi1j l ji .に 施 工

で き ま す。

特長としては、

1. 繰り 返 し 使 用 が で き る

現 場fl 込 工 法 で は 7 - 10 回、 P C 版 打 込 工 法 で

は 50 - 60回 桜 j阜 の ;1引 円 が 可 能。

2.  1111工 性 が 良 い ( 11I 1il l 1 もできる )

現場、 P C い ず れの 場 合 で も 切 断 お よ ひ' 1111げ ))11

〈新建材事Il 介 No. 9

: 仁カぜfi1j l ji にできる。

そ の ほ か に 、 寸 法 キ;l iJ !.t が 良 い こ と . 白 地 の 後 処

理 が ほ と ん ど 不 安 な こ と な ど が 上 げ ら れ ま す が 、

総 合 的 な 〆 リ ッ ト と し て は 、 完 成 後 の ノ ン ク レ

ーム( 辛IJ 務 事 故 の II)jj 上) および 、 コ ス ト ダ ウ ン

( 外 部 工 事 の 工 期 短 縮 な ど ) に つ な が る 点な ど

が 注 目 で き る と 思 わ れ ま す。

なお現状では、タイノレの寸法誤差による材料ロ

ス ホ のrμ 、こと、縦回 I也 ー横 目 I也 の 寸 法 的 統一

化 な ど が 、 今 後 の 改 良 研 究 課 題 と 思 わ れ ま す。

寸 法 例 ( 小 口 平 )

中弓7 7 2 7 f X116 6 = 6 9 9 6一寸イ112. 6

@  

的

‘。

施工例
PC版 打 込 施 工 例

下塗りモルタル接着混和材 「セキスイテイエスサンド』

積 水 化 成 品 工 業 株 式 会 社

ｾｱｬ＠ 〒530 大 阪"i 北区制i笠間r2  ( 日[:刈l弘1¥正ピル) T E  L  06 - 365 - 3044 

東 京 〒 Ｑ ＶＰ 点，［ＨｲＮＡ ｬｦｈＮｩ 区内新ｾｩＧｩ ＲＭ Ｑ ーｬＨ新計 ｩ '.) 1・ピノレ ) T E  L  03- 347 - 9640 

コンクリート盛岡にモルタノレ仕上げをする場合、

金 属 型 枠 や 合 板 型 枠 を 用 い た も の は ぽ ffli が エI'i 叶

で、モルタノレのイサ活性がｼ担当ーされ浮きの日［ｾ凶と

なりがちである 。 毛 見 二 ｾｅ その対策として行われて

いる方法には、 1=1荒 し、 ノロ 引 き、桜新斉IJilln'li

な ど が あ る 。 これら平正玉!と二仁法のうち、ノロ引き

・接着斉IJ 塗 布 は 一 定 H寺I:l J 内 に 追 い か け て ード主主り

モ ル タ ル を 訟 り 付 け ね ば な ら ず 、 そ の タ イ ミ ン

グ を 誤 る と 逆 効 来 と な る 欠 山 が あ っ た。

断 水 化成 品工 業 株 式 会 社 か ら 発 売 さ れ た 華!}r しぃ

接活性t干Il H rセ キ ス イ テ イ エ ス サ ン ド 』 は 上 記

夜 来 工 法 を 布Ii う も の と し て 開 発 さ れ 、 セ メ ン ト

ペ ー ス ト の ド ラ イ ア ウ ト 防 止を Xt 図 し た 下 塗 り

芹 ｪ モノレタノレの人工 ｾ ｬ Ｇ 材である 。 こ の ilぴ[ J 材 を 使

用 し た テ イ エ スサンドモルタノレの特徴 は 、 添 加l

された按精斉IJに よ っ て 初 期 抜 精 力 が 附 力11 し、発

泡 ス チ ロ ーノレ付 材 の 保 水 性 の 良 さ で セ メ ン ト ペ

ス卜手子のドライアウトを ｉ ｗ ｊｬ ニ して、桜 ラ ｮ ｾ Ａｬ ｬｊ ｦＮｴ

を雌笑に発王l!. させる点にある。

材 料 組 成

・ 干 ｾＮ材 ，粉砕発地スチローノレ

・継 ぎ 材 ， 合 成 繊 維 ・接 着 剤l

施 工 要 領

・ コンク リー ト 壁 面 消州 、 水 し め し 。

・テ イ エ ス サ ン ド 1 袋 に セ メ ン ト 1 袋 を 1111 ;之、

Ｑ 分 間 ｊ ｾ 練り。

14 挫築と社会/ 1976年 8 月号

. 7]<20 - 22 t を ))11 え 1 ぅ8'-f:J J 在日凍。

・己主 imの水が号 1. 、た tfi 、テイエスサンドモノレタ

J レ主主りやl け ( J写さ 3 - 5  mm)  

・在住 り十l け笠日 i放 水 養 生 し 、 中 主主りまで 1 illll¥J 

益 生 JVJ I:¥J をおく 。

• r! -I主主 りnij に 水 し め し を 行 う 。

特 長

l 彼 稲 荷IJ の 塗 ;( 11不 安

テ イ エ ス サ ン ド モ ル タ ノ レ 自 体 に 桜 着 剤 が il 同 l

されているため、 I J';rjij の 桜 清 浄l主主布{ ま不要。

2 .櫛目 を 入 れ る 必 要 が な い

l :i'!: 而に喰りやl け られたテイエスサンドモノレタノレの

表 而 は 、 セ メ ン ト ペ ー ス 卜 で 被覆 さ れ た 発 泡

スチローノレfi 材 でよ丘町I となり、r . J l i 化後に塗り

付 け る 中主主 1) モノレタ J レのくいイサきが艮〈、櫛

回 引 き と 同 等 以 上 の 接 着 効 果 を JtJ H寺できる 。

3  Ｎ ｾｬ￬ｩ プ ｊ 性があり、 亀 裂がおこりにくい

テイエスサンドモルタノレは普通モノレタ J レに 比

べ て ヤ ン グ 率 が小 さ く 、 コ ン ク リ ー ト 下 地 面

にかかるプJ を 絞 合 的 に 分 散 I吸収し、 亀裂 の 発

生 を lりJ 止 す る 。

使 用 上 の 注 意

- 下地コンク リートの il '; . t . 川、水洗いを卜分にする 。

・ テイエスサンドの 保管 は ｩＱ Ｍ ｾ 気を ｩｾ ける 。

・泌 総 後 1 時/ 1 : 1 ] 以上経過したものは使用しなし、。

・日! ! 目、通風による急速乾燥を避ける 。 外 壁 の

上場令は .JHj有 の 水 し め し を 特 に 入 念 に す る 。

• rl' ! fe. リi ) ij に 必 ず 水 し め し を ー| 分 に す る 。

H召利46}1o: ヒ: f i より U比l 京 地 } j で 試 験 的 に 使mさ れ 始

め その後改良を重ねつつ尖紋を延ばい ｉｾ Ｇ 年秋

全国( j ( ) に発売されたもので、王lLギ「約450 } i m' の

地 工 尖 紛 が あ る 。 |品H品i.l 也} j で の 笑 納 は II (何1147fJ

削より 一 部 で 使 附 さ れ て い た が 、 松 j丘採用する

:染者が念、激に1 > ; ' :))11 し て い る よ う で あ る 。

セ キ ス イ テ イ エ ス サ ン ド の 物 性

( 社i材 ". 1 : 験センタ- 5 46.11 Ｎｌｴ験成制 Ｎｉ ｾ よＧ ｊＩ

l  比 重 0 . 75 

2  接 活 力 ( kg/clI l) 

3  .  i呆7]<. '1全

4  作 業 性 ( ワーカピリティ )

日本佐官公団組柿

165以七

75以上

建 材 委 員/ 場 内 成 樹( 附松村組工務者11日f'究室)



ホ時 代 の意 志 F を. イノ

ー 比ザ: 会に寄せ て ー

長 i度 光 二 郎

l lt 々はアーノノレド ト イ ン ビ ー 芥 r ｭｾｾ との教訓 』

の 小 に、 ＤＱ Ｇｩ 綜としたその ＱＱ 判ｾその時代の く ｉ ｉＮ ｈ に

のr r : 志〉 た る も の を 継 if<. し発 l必させるという、

J主 々 本 米 の 姿 を 比TlI す こ と が で き る の だ が 、 今

1111 、、 [Ji iJ 山 : i i 倣の比' 手会" に参力11 して、 ，[;1.の '1'

の ｉｪ￭ｊ 悦としての く 教訓 Ｑ ＾ は ｩ ｈｾ イ ｊ 十 ＱＧ Ｑ Ｚ を Ｎ ｭＺ びて、

た ｴ ｊｲたに ｲ［ ｾＧ ｉ Ｚ Ｎ しようとしている 。

1  .  柄 迎 来 ｾ Ｇ￩ と変化Ｂ

，{ ーナード ・リーチ ( イギリスの陶工J 家 ) が い こ

れ こ そ ま じ り け の な い 本 む の の 美 し い 11 --1>: の委仰

と柄、した ｩ 刊及川坑 ｴ ｰＱｾ は、その ｩｲ 江戸 ｦ［ｾｉＨｦ の Ｑ Ｈ｛ 事 ［ ｉ ｾ

J 也で ( U( の 相手jl.i ) 後〈、また、 くか つ ては rｾ＠ • ，;j t淀

川 の 支 流 を な し た 〉 州 ;IIIJ リL 大 阪 の 泌 へ 米 を 送

り ｮｾ すＮｦ｛裂な交 ｪ 凶緋 ｬ て“あ っ た そ の た め 米 向 た

ち は こ こ に mリ <1111 づくり 〉 を行い、れ可 決 川 j い

に 独 特 な Hl i リlT. の 米 f1' 1作が了「花したのである 。

そ ん な "1' に あ っ て、アイピースクウェアは亦煉瓦

の 引 っ - fo[¥のやさしさで、 f i " ) } j ( のその < 1'1
1
:わ と

<  1!l i  1) 瓦 〉の '1' ( f，YIIJ)(: Ｑ ＧＮ の ｉｊ ， ｾ ¥との M 跡 ) に 、 辿れ1 と

変 化 を n っ て昭和史にじ11 さ れ た の で あ る 。

2 .  <線 式 の な い 〉 係 式

それは、岡山県下、 ＱＱｾ ｢ 1乏し、近代怖 で あ る j/，i 析

をI1立っ た と こ ろ に 'ft:. IJ)(: し よ う と し て い た 。 しか

し、右、の け Ｑ の く 教訓 Ｑ ＾ と 〈 先人観 〉 は凡 ・ ｊｾ に災

切 ら れ た 。 私 は 以 liiJ < 前物 1'1: によ っ て の み 支 え

. れ て い る の か " 一一一日 l協 凶 氏 の 弁〉 という ね

の新興4宗 教 の lbi: た る も の を 比 た こ と が あ る が 、

今 1111の そ れ も 巡 っ て は い な か っ た。 j 十l' 久 J Mt:

't n ら、、保ょにの H昔、l された L の は 天Jlg教 の 場 合

にはイ可もない。 だ か ら ii j( てよ三々砂ということて“

あ っ た。 だ が.IIP し 進 め れ ば 、そ れ は (.i、統ある 11

本 の 隊 式 を た だ1j1に断裂するのではなく、 AJL代

Ｈｉｾｊ な ｬ 形態 ・ ｾｉ ｉ｜ｊｦ昨 日比とい っ たむのの ＧＱＧ に く 昭 Ｑ ｔ［ｩ

なc 仰 の 粁〉 は f mi5 さ れ て も よ か っ た の で は な

い か 、 と 附 し ま れ る 。 そしてなおも、このう〉教

会カサ見となり、子となり ー と、そのJ - J ，) そのl I ;f

で J'( な る で あ ろ う <. f i : ! i パのなし、様式 〉 の +命 カ勺L

が る こ と だ け は 繰 り返 し て も ら い た く な い 、 と

即ifi うのである 。

3  表現 Ｈｉ ｾｊ 主 体何 ｌｾ Ｇｌへ ｉ ＧｩＩ っ て

ｉｾｈＧ ＧＧｪＺ の初 ｩ ー紡 ｊ［ ｩＡ ｕ 俗、 ｕ｟ ｩ 兆子 ｬ を つく っ た ｊ ｪ 代 ｉ 争

側、 ｌｉ 木に社 会 Ｑａｾ 仰の， ｉＴＱ Ｚ 氾Ａ を持ち込んだれ ＩＱ ト

次 、 と 古 来 医 者 に 紋 深 い 土 地 柄 の な か ホ 林 立 す

る日 j汗建築の半数[ 立病院である砂といわれる医

療 王 同 「岡山 」 に あ っ て 、: i r 敷 "1.'央 病 院 は 、 過

去の 泣 ｉ ｾ￬ｦ の ｼ 二 にま Ｑｲ しし υ 主き Ｑ［ < 病院らしくない

病 院〉 で恨 づ い て い く で あ ろ う こ と と 、 ま た 、

今 を <11' ms 市 化 革 命〉 の JJ 古!fi)J と 目される く111 ielt  

山 街 道 の 宿 場H汀〉 狙n'i III Il Hf.l i度 地 区 に お け る ゼ ン

セン 中 央 教 育 セ ンタ' ーの存在む 、 先 に 述べ た

く1I .¥'feのな: 志〉のなせる技ではなかったろうか。

ｾｩＡｩ 訴としてそれは、この世紀末 ￚｾｊ 現象 の 時代に

おける我々の表現Ｈｉ ｾｊ 主体雌立の袈付けになるに

述 い な L 、。 ( ) L 川建築 設 J I" J'; 務所 )

読者の頁

自 然 と 建 物 と の 調 和

「友愛の 任」ゼンセン 中央教1 ' 1 センター を 比三r して

柏 木 雄

岡山 の !;:j J 踏 を泊 1) 抜 け て 約 1 11 .  .'1' II¥J 、 J[ I l 川に沿 っ

た llil 巡 回 り一線は新紘一 色 で あ っ た。 行11会 と は 災

な っ た 環 境 に 心 を は ず ま せ な が ら 、 ]J，)::fJ J めよ止学

先である教T i センターについて，目、いをめぐらせ

て い た 。 カヘ i金'1 'l i乍u 場があり、J ' )i' ｦￍｪ の ｉ ｾ ｉ

然 を 似 つ け て い る 悩 去 に 心 な し か 建 築 に 悦 わ る

す; として必 Ij;長を t正えた 。

「友 愛 の 斤J ゼ ン セ ン '1' 央 教 育 セ ン タ ー は 、 こ の

ようなドIY;' ，に lι まi . L. た UJI J¥J i'i llにあり、 Mlイト i-iの

人IJ¥I'I 'I :I" ) 1ーをめざし、また、 前布l:doi : l J ) : として粁l

イ干 ｩＭＺＩ グ ＩＱ Ｚ処 ｮｾ により， ￬ｨ ｈｩ ｪ さｩＮ ｬ たＨ，＼ＷＩで ν ある 。 ンン

クな，ji ; レンガタイノレ H，!i リの本官1'; 1立、 fil f修 宅 ・講

"主 食'・3・ J Q:i5' i ，などから l求 1) 、 そ の ほ か に 』育

i ( 制 I Iえ び 体 行 総 設 な ど が あ っ て 、 周 リ の 環 境 に

よくなじむよう， Ｑ Ｑ ・ｪＱ Ｑ 可さｉＮｬ、また。 ｊＧ［ Ｚｫよく ｉｾ ｉ y;" に

砕 け こ ん で い た と 思 う 。 弁 往 物 にはその内百11の

いたる附所に融j j J ) ' I ' 1 を 持 た せ て あ り 、 不 特 定 人

起 伏 の 多 い 倣 f也に、作 々 の U血Zi t を 分散円己fli: し 、

主寄託のヨl;:fi' 11と街i ( l械 は 地 下 道 で 結 び 、 現J兄I也昔話

に そ っ て l当然 に 配世 されている 。 .E;:1境 破 壊 を 最

少 限 に "こめる脊' l . . 、の f去が 凡 られた 。 本 館 は if( ぃ

感 じめ 外 装 だ が 、 周 問 の 樹 木 に i収閉まれ て 、 n

然 と の 融 合 を 考 1&し て い る よ う だ。 街 r白線l立件

ブ ロ ソ ク に 分 散 配ht し、 n然 と 密 新 し た 感 じ で

利 ｭ 者 を ｾし ませることができるだろう 。 その

他 にグランド 、 キャンプ刻、応 ｉ ｾ 司、 来問、くじ

ゃく l司などノぐラエティに 白 ん だ桝 r).，j /j 塩設があ っ

て 、 こ の純 の施設としては、 放 も 充実 し た も の

とな っ て い る 。

地設五II 営 に は III Tの人々の、 j司IIWf あ る 協 力 な く し

て は で き な い だ ろ う 。 しかし、 H汀L 地設を平IJ m

す る こ と L 可能だから、 相l立 の 協 力 によ っ て 地

設 が 機 能 を 充 分 に 発H して i弘常され、 I也万| 日合

H汀の発展に大いに役立. つことと思う 。

( 桜 木 仁1) 5/ ; ' ; 介悦支 J，11 )

以 上 3 点の投稿は、去る 5 月14 日・ 15日の両日行っ

た「岡山 ・倉敷の新建築を見る J の見学会参加者に

ご投稿いただい たも の で す 。 < 投 稿欄小委員会〉

警 視 庁 庁 舎

柴 田 正 己

数の( i J f (1芸名ーにも卜分対応できるよう細かい配慮 似 Ｑ ｛ｬ ｉＢｊ の行 ｉｃｊｾ ｬ ｊＧ￮から、機式￈Ｎｾ宝の屯Ａ亨な ｩｬｬＪ が

が な さ れ て い た よ う だ。 ま た ひ と つ 消 え てゆく 。 作 視1]"1]" 合が米王手取り

教育センターといえば、 一 弘、行きI l の学校生 こ わ さ れ る こ と が 決 ま っ た。 この怨物はl I (j 布12

活 で 終 験 し た よ う な iI l 脊しさを氾! わせるが、当 午に 泊二仁、1If ' {初 6 i l三 に 峻 て し た む の で 、 設 J I' I立

焔 rt止 で は そ の よ う な イ メ ー ジ は ぜ ん ぜ ん な く 、 大必ず ￎＧＺ Ｍ寸 約百 ＱＱ Ｇｕ Ｇｊ Ａｾ Ｇ ＯＢｊ 、 地仁は ｨ Ｇ ￭Ｇ 水紅 ｬ である 。

むしろリクレーンヨン Ｈ ｉｾｊ なやすらぎすら感じた 。 Ｑ 別米大 μ 災で多くの ｮｊ Ｇ ｝Ｂ 合が焼夫したあと、そ

また、主Il介 がIi ト1II'j し た も の で あ る と IJHけば、 M れらの復興が色、がれ、大正14 年 5 )J に大蔵' t I の

かしら ｉｕｉ び戸 ・ 闘 争とい っ た激しい Ａｦ ｩ ＩｪＨ ｉｾｊ なもの ＧＱＧ にＧＺｾ

をf感法じがちてでe あ る が 、 さ差当L台1教 fη? セ ン 夕 一 の '1' に{はま を 統事北判料J押I}することに主な- つ fた」 。 こ 1れLは、 明「治f白， 1凶9千司1 の

1府撚寄採、林. クグ，ランド - キヤンフプ.上易場L必〉- 来来;r悶羽 . < じ や < 1閑羽 ドイ‘ ツy 人往 築 家エンテデ，ヘ.べ y ク7 ン志な. とど4 に よ る I刊l' 火

労 1働肋2辺巡l五Hi動bの 光l駆』躯巨手字者さf守f i迷主の記念地設などがあ 1) 、お Ｇ￭ＱＧ ｊ
ｏ
ｲ 街ｾＧＱ ＧｾｉＧ ｪｉｬ￯ｪ以米、念願の大 ＧｊＧ［ ［ＡｉＧｦであ っ た 。

ちついた雰開会、を感じさせた 。 この主主物は、 j r;:初の 欽-j'}白Jl i L工 'J'; が 終 っ たl I 'f に

施 設 の '1' を知 II. ¥'IIIJ で! 駆け ず り担 っ た 後 、 休 恕 昨 日 ｉ 谷にＩｌＩｩＺＮｦｬｾがあ っ たが、 桜ｊｬ｝門付近 の Ｗ Ｑ 飢に

に食' 祉の窓から 比 る 景 観 は ← 1::祭 す ば ら し く 、 新 ;lJ弘詐那/，Jf

予芽ｆ の＿ 香号り があたリに ｊげ ｩ［ ｾｾ れ ｌ 、向然の ｴ柄Ｚ舌 号カ がみなきぎ， つ わ き 、 日 応 の 卜'j;部守引叩|巳i 約 3初0尺( ki約) 9 川) が 切 り と ら れ

て い た 。 そして、それはあたカか、も 主当L口1教 γ脊Tセ ン 夕 たとのことてでv ある 。 t村椛iYj庇IYj. ).造i2立kよ: S  R  C 6ド附符，建怨。総主延正j U'平F  

の 未 米 を 象 徴 し て い る か の よ う に 思 え た 。 こ 26 ，265坪 。 外 装 J託行 7 号 5 ，J'f1J タ イノレ。

の ド ｉ ｲＮｾ に ｪ どまれ、 円然 と融令した当教育センタ こ の よ う に 各 地 で 原 史 的 な 池 泣物 が 取 り こ わ さ

で 、の び の び と 研 修 す る こ と に よ り 、 明日 の 組 れ て い る が 、 た だ 新 し い だ け で な く 歴 史 的 な 似

合活! l i1J への人ーさな脈動力が百1: ，、て く る の が 伺に み 市。ねのある街づく りを 、 真 剣 に 考 える 必 嬰 が

み え る よ う だ っ た。 (i j 草木 r..f)5 J，'; 大阪本1，li J)l ，;I.m; )

地 域 社 会 と の 相 互 協 力

「友 愛 の 托J ゼ ンセ ン中 央教 育 セ ンタ ー の 巡 営

佐 渡 朝一

岡 山 市 と 津山 i I l を結 . h 国 道 の 小 1m地 点 に 、 人 口

が 9000人 程の 挫 mllllTが あ る 。 III Tの け' -)1( : を国 ifl に

沿 って 、 fi 'fi 令さは 日本 で 有 数 の 旭川 |が 流 れ 、 同

(I!IJはノJ"ｾＧｾｪ＠ t，.、 山 並が す ぐ 迫 っ て い る 。 そ の 山 nrJ の

丘 の上に、 $Ir緑 の 樹 海 に 包 ま れ た 50 ，000坪 の 敷

地が、 「友 愛の 』王J セF ンセ ン 中 央 教 育 セ ン タ ー で

あった。幾多の似宇lIi.t也の "1'1か ら 、 地 元 の積 極 的

な 誘 致 に よ り 、 当 地 が 選 ば れ 、 一 点 . の 公 害 の な

い 自 然 環 境 を 守 って 、 敷 地ili 成 ・ 建 築 が 進 め ら

れ 、 地元 の 人 唱 の 協 力 で 運 営 す る と の 説 明 があ

っ た。

あるのではないだろうか 。 Ｈ Ｑ 阿 ｾｦ ￬ 処 築研究会 Ｉ

dJ A」♂也，ー- ' 、
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ニュース ｉ ｾＨｦ尚 をお ｺ 与 リ く ださ ｌ 、 Ｎ

第 17 回 B C S賞 決 定 消水建設、 1974年 2 月) ・東京都 美術 館 ( 東 京

者11、出l 川 国 男 建 築 設 計 事務 所 ・ 横 山 建 築 構 造設

計 事 務 所 、 大 林組、 1975年 3 月) ・ 日 本 橋 東 海

建設業協会 Ｈ 野地紀 一 型事長 Ｉに よる、自 ｾ Ｑ Ｗ 回 ピノレ( 東海 銀 行 、 日 建設計、 竹 中 工 務 庖 ・ 大 林

r建 設 業 協会賞 J ( B C S 1:t ) の 入n作 品 16点 組 戸 田 建設 、1975年 2 月) ・西 山 記 念 館 ( 川

( 応 募 作 品 は 67点 ) が 決 定 し た 。 I崎 製 鉄、村里子 森 建 築 事 務 所 、 清 水 建 設 1975  

受 賞 作 品 ( 建 築主 、 設 計 者 、 施 工 者 、 竣 工 年 月 ) 年 3 月) ・ 目立百岩井大阪本社ピノレ( 日商岩井、

・ 秋田県 立博物 館 Ｈ 秋田県、 安井建築設計 ｚ ｊ ｾ 務所、 来 畑 建 築 事 務 所 、 清 水 建 設 ・ 大 林 組 ・ 鹿 島 建 設

三 井 建設、 1974年 11 月) ・北 九 州 市立 中 央 図性 1975年 2 月) ・ ホテルニューオータニタワー( ホ

館 ( 北 九J+ J 市、環境計画+ 磯崎新 ア トリ エ、 奥 テノレニューォータニ、大成建 設 、1974年 8 月)

村組、 1975年 3 月) ・ K D D ピノレ( 国際通信' i:[L ・u 士 銀 行 司3 目 黒 セ ン タ ー (五I 士 銀 行 、 松 田 平

話 、 日 本 総 合 建 築 事 務 所 ・J. L の 内建 築 事 務 所 凹坂本 設計 ｺ ｴ ｾ 務所、 竹中 工務腐、 Ｑ Ｙ ＷＴ 年 Ｔ 月 Ｉ

武 藤 構 造 力 学研 究 所 、 鹿 島 建設 ・大 林 組 消 水 ・B円 こ銅 山 記 念 館 ( 住友金属鉱山、日建設計、

建設、 1974年 6 月 ) ・ サントリ 一白 J+J ディステ 住友建設、 1975年 4 月)

イラ リー ( サ ント リー、安井建築設計事務所、

東海興業、 1974年 11 月) ・新 宿三井ビノレディン

グＨ 三 井不動産、 三 井不動産・日本設計 ｺ ｊ ｾ 務所・

武 藤 構 造 力 学 研 究 所 、 鹿 島 建 設 三井建設、 19

74年 10 月) ・住 友 検 見川 ハ ウ ス ( 住 友 不動産、

消水建設、 1975年 2 月) ・ヂ ー ゼ ル機 器江 南 工

場流通センタ ー( ヂーセソレ機持、レ ーモンド建築設計

事務所、フジタ工業、 1974年 11 月) ・東 海大 学 医

学 部付 属 病 院 ( 小 川健 比子 建 築 設 計 研 究 所 、 大

成建設・ 戸 田建設、 1974年 10 月) ・東 京海 上 ピ

ノレディング本館( 束京海上火災保険、 rm川 国男

建 築 設 計 事 務 所 ・ 横 山建 築 構 造 設 計 事 務 所 東

京 建 築 研 究 所 、 竹 中 工 務 庖 ・ 大 林 組 ・鹿 島 建 設 ・

太 陽 熱 利 用 に よ る 温 水 プ ー ル

佼 近 、 民 間 ス イ ミ ン グ ク ラ ブ な どが全国 的 に拡

が り、そ の 施 設 と し て 室 内 rι 水プーノレが明 えて

い る が 、 そ の 運 営 に は か な り の 費 用 が か か る の

が 実情 の よ う で あ る 。

こ の よ う な な か 、 日 本 銅 セ ン タ ー ( 会 長 ・ 藤 崎

主主 ) は 、 友 好 団 体 で あ る ア メ リ カ 銅 セ ン タ ー か

ら、極めて 簡単 志 方 法 で 経 済的 に運 営 で きる太

陽 熱 利 用 に よ る 出 水 プーノレシステムの詳細 な手

引 舎 を 入 手 し 、 こ の シ ス テ ム に 関 心 のある 関 係

者 に 資料 を提供 している。

こ の シ ス テ ム は 、 室 内 プー ノレの屋 根 を銅日きに

して 、 銅屋 恨 の 一 昔11も し く は 全 体 を 太 陽 熱 の 収

熱 器 と し て 温 水 を 採 る も ので、 温 水 は プーノレの

規 模 に よ っ て 太 陽 熱 の利 用だけで設計する方法、

ガ ス ボ イ ラ ー を 併 用 す る 方 法 な ど が あ る 。

資 料 の主な 内容 は 次 の と おり 。

① 温 水 プー ル シ ス テ ム 手引 TIl- の 使 い 方

② 太 陽 熱 に よ る プーノレ加 熱 の 経 済 性

③ 収 熱 器 の 物 理 学 、 そ の 作 用 を 示 す 方 程 式

④ 装 置の椛 迭と主な宣宣言十法

⑤ 運 転 と 保 守 、 そ の 他

問 合 せ 先 . 東京 都 中 央 区 築 地 1 - 12- 22 コン

ワピノレ ( 社 ) 日本銅セ ンター T E L  03- 542 - 6631  

工 場 騒音 公 害 防 止事 前 評 価 シ ス テ ム

『サ イ レ ン ス」開 発 ・・ ・・・・ 大 林 組

環 境 保 全 に 対 す る 社 会 的 関 心 が ま す ま す 高 ま る

に つ れ 、 各 位 の 騒 音 に すj す る 規iltl/ も厳 しくな り、

工 場 騒音 に つ い て も 、 騒音 の 程 度 を あ ら か じ め

予 測 し 、 防 止 対 策 を た て る 必 要 が 生 じ て い る 中 、

側 大 林 組 は 、 か ね て よ り 工 場 の騒 音 防 止 対 策 に

取 り 組 み 、 こ の ほ ど 、 工 場 騒 音 公 筈 防 止 事 前 評

{面 シ ス テ ム 「 サ イレ ンス J を|井l 発 し た 。

こ の シ ス テ ム は 、 建 設 予 定 の 工 場 あ る い は 現 在

騒 音 公 害 が 発 生 し て い る 工 場 を 対 象 に 、 騒 音源、

の あ る 建 物 の 伝搬 対 策 に よ る も の で 、 あ ら か じ

め 工 場 建 家 の 屋 被 ・ 壁 ・出 入 口 ・ 窓 な ど の遮 音

設計笑をいく 例 か: t t1定 し 、 次 に こ れ ら の デ ー タ

に も と づ き グ ラ フ イ ， 7 ・デ ィ ス プ レ イ 装 置 を

利 用 し 、 工 場 の 敷 地 お よ び そ の 周 辺 に お け る 麟

音 レベノレを求め、 当 該地 域の 基 準騒 音レベノレと

比 較 検 討 し て 、 周 聞 の 環 境保 全 も 考慮 に 入 れ た

的 確 な 設 計 案 を 見 い 出 し て ゆ く も の。

ａｾ 正￥￥￥￥￥￥￥￥Ｇ￠ＱＺ､ｩｬｩ￥ｾ企正￥込企企企企ｦＺ￠ｊＺ￠企企企 樹の話シリーズ・ ＲＴ ｾｾ 合 ｟ｄ｟ｌ ￥ ｨ

シ ナ サ ワ グ ル ミ

都会で育 っ た者にと っ ていくるみ砂はｾ， ｪｩｾＧ に殺に

入 っ た 姿 で し か お 目 に か か れ な L 、。 夏 の 信 州 で

まだ熟していない背くてヨL" 、くるみの突をみつ

けた H寺は、協しくてポケ ントに詰っ込んでおい

た ら 、 果 肉 が つぶ れ て ち ょ う ど ヨードチ ンキの

よ う な 臭 い が こ び り つ い て 困 ったことがある 。

こ れ は お に ぐ る み で 、 材 が 丈夫 で 銃 床に適して

お り、戦時中 は植 栽 奨 励がされたらしし、。 来 初

にするものはこれを改良したもので、 一 般 に 西

洋グノレミという 。 JI 旨分を含んだあの旨い 笑は範

子 の 仁 で あ り、 そ の ま わ り の 堅 い 皮 が 核 と な る 。

これをお1/ るために例のくるみ: 削1/ ') 人 形 が登場 す

る。 また、 中 風の 人 が こ の 種 子 を 握 る と よ い と

い う の は ど う し て で し ょ う か。

ところで、さ わ ぐ る み は く る み の f'I' Il IJ で春長い

花 穂 を 垂 ら す ま で は 同 じ な の だ が 、 や が て 梅 雨

頃 に で き る 来線 は長〈霊・れて、プロペラをも っ

た 笑 を 沢山つけ、 ヨL し、 笑に な ら な い。 Pt er oca-

r ya は 認の あ る く る み と い う 意 味 で あ る 。 小 1

の声を 間 しために 戸 隠 へ 行 つ た H時寺、せせらぎの

聞 こ え る 谷 聞 を 歩 い て い て 、 ふ と 見 上 げ る と 陽

光 を 透 か し て き わ ぐ る み P t erocar yar hoi for ia  

の 業 が き ら き ら と そ よ い で い た。 r hoif ori  a は

ウ ル シ 属 の よ う な 繋 の あ る と い う 意 味 で 、 羽 状

絞 業の 柔 ら か い 新 築 は 、 さ わ や か さ そ の も の で

である 。
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〈 る み 科

日 本 の さ わ ぐ る み は 谷間に 生 え る や さ し い 木 で

あ る が 、 街路 樹や 公 園 で み う け ら れ る の は シ ナ

サワグノレ ミの方 て ¥ 丈 夫 で 業 先 が 少 し 丸 味 が か

‘司2

り、 主主とま告の附1の興 業 が 少 し 大 き い。 靭公 閣 の

散 策 路 は こ の 木 が トンネノレをつくっている 。 生

長 力 が旺 盛で 、 ひ こ I; l : " えをすぐ 出し て 図 る 程 で

ある 。 新 植 し て 3 年 程 の街 路 樹 が 下 水 道 工 事 の

た め 、 そ の根 元を E買わに して い た が 、 随 分 深 く

ま で 根 を お ろ し て い た 。 成 長 の 早 い樹 が筈 虫に

や ら れ る の は 'l:j;" て ¥ ポプ ラ や プ ラ タ ナ ス と 同 じ

く 、 初 夏 に ア メ リカシロヒト リにま廷をくわれる 。

しかし、 虫に く わ れ で も な お 校 築 を 拡 げ る 元気

さ を こ の 木 は も っ て い る 。

この l喧11史の都 会 で 生 息 す る 野鳥 は 、 そ れ 程 多 く

は な い が 、 堺 の メ イ ン ス ト リ ー ト の シ ナ サ ワ グ

ル ミ の枚 ま曜の 中て¥ 卵 を 産 み ヒ ナ を 育 て た キ ジ

ノ〈 卜がし、た 。 街 路 樹 と は い え ど こ か野 性 l床のあ

る 木 で あ る こ と は 確 か だ。 知り 合 いの 建 築 家 で

こ の シ ナ サ ワ グ ル ミ を よ く 使 う 人 が い る 。 建物

ま わ り に 緑 を も ち 込 む の に 安 く て 生 長 が 早 く て

聖子趣 の あ る 縁 陰 が で き る こ と を 知 っ ている 。 ス

マートな現代建築とも溶け合うのがおもしろし、。

ど ん な 所 で も 生 長 するが 、どちらかと いえ ば 少 し

湿 気 の あ る 方 が い い よ う だ。 移 植 し て よ く 枯 ら

す こ と が あ る の で 、 な る べ く 小 さ な の を 槌 え て

現地で大きくするのがいし、。 ( 関 根 記)

-
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多 進武月

大 阪 市 立 大 学 工 学 部 ・ 講 師

建 築 計 画 及 建 築 史 教 室

金 弁 j青 良日

日 本 住 宅 公 団 関 西 支 社 建 築 部 長

指 宿 真 智 雄

建 築 デ ザ イ ン一 級 建 築 士 事 務 所 所 長

久 f恵
:A  

，ロ敏

竹 中 工 務 底 5宣言十 部 部 長 補 佐

Ｊ Ｗ ｲｊ号から ＱＲ ｲｊサまで 」 ニ ｊｾ 4 氏 が 担 当

コ ミ ュ ニ テ ィ 施 設

大規模住宅団地の計画でコミュニティ地設の実現 ＧＱ 企が管 Ｑ Ａ Ａｾ にｩｬｩＺか っ た頃とくらべると、昨今は機キ ｬｉ ｩｊ＼大

分 変 っ た。 児i I i 館、老人いこいの家、老人橋祉センタ一等の小施設が一 般 化 し た 。 集会所、公民館苦手も殖え

て 務 め ら れ つ つ あ る 。 ょ う や く 図)"! :: 館分館が定着する方向に動かんとしている 。 か と 思 う と 、 コ ミ ュ ニ テ

イ セ ン タ 一 、 近 隣 セ ン タ 一 、 小 地 域 を 対 象 と し た 文 化 ス ポ ー ツ の セ ン タ ー と い っ た複合地設が実現し、

なかには先の単体施設の複合計画も多し、。 さ ら に は 、 鋭 桜 の 遊 具 は み ら れ る が 、 従 来 よ り も 少 な い 対 象 人

口をだ! 定した区民センタ一、勤労市民センタ一、市民センタ 一 、 従 来 の よ う に 単 目 的 利 用 で は な い 市 民 ス

ポ ー ツ セ ン タ 一 等 々 が 箔E設 さ れ る 。 一 方 で 学 校 開 放 の 笑 験 も 多 い。

多 彩 な コ ミ ュ ニ テ ィ 施 設 の 建 設 は 、 日 |固 め 個 性 、 住 民 ニ ー ド の 多 機 性 の 表 現 と み え る が 、 と こ ろ が 実 際

に 使 わ れ だ す と 利 用 而 か ら の 問 題 が 、 計 画 の あ り 方 に 投 げ か け ら れ る の で あ る 。 た い て い は 、 従 来 の 併!別

建 築 の 経 験 に 頼 って つ く ら れ た 場 令 、 ひ と り よ が り の 観 念 的 な コ ミ ュ ニ テ ィ 論 の ふ り ま わ し の 場 作 、 I)，J き

直 っ た過去への回帰の場合のいずれかである 。 現代コミュニティの実体ないしは ｾｩ Ｇｬｴ［立が、 ｦ 巴射されていな

い か ら で あ る 。 ( T )

住 宅 と 文 化

衣 食 に 比 べ て 住 の レ ベ ル が 低 い こ と は 、 し ば し ば い わ れ る 通 り 、 わ が 国 の 当 閉 す る 大 き な 社 会 的 問題 で

あろう 。 その原因の 一 つは、 地 ｦｩｬｬ￭ や建築資に庶民の ふところが追いつかず、 機能の而でも ｩｾ 耐久性 の而で‘も

'1' 途 半 端 な 住 宅 が 生 み 出 さ れ 、 社会 資 本 と し て の 帯 秘 性 に 欠 け 、 結 局 、 不 経 済 な 投 資 の 繰 返 し と な っ て い

るたゲ〉て" あろう 。

しかし 問 題 の 般 は も っ と 深 い 所 に も あ る と 思 う 。 そ れ は 明 治 以 米 、特 に 戦 後 に お け る 経 済 の 発 達 と 急 激

な者 ＱＱ 市化、これに伴う生活の多様化と流動性とが、いわばスト ン ク 価値 の ｴｾ ｴＮＮ 、住宅のイメージを形成する

余 裕 を 与 え な か っ た の で は な い か。 仮 設 的 な 住 宅 の 多 い 現 今 の 状 況 は 、 日 本 経 済 の 流 動 性 を 示 す と 同 H寺に 、

問 民 の 生 活 文 化 が 仮 設 的 で あ る こ と の 反 映 で は な い だ ろ う か。

しかし 一 方 、 住 宅 を 作 る こ と は 単 な る ね ぐ ら と し て の 物 的 な 意 味 に 留 ら ず 、 生 活 態 度 、 生 産 や 文 化 に つ

い て の 考 え J i をも左有する 問 題 であろう 。 その意味で、 H寺 の 屯 み に 耐 え る 住 宅 、 変 る 部 分 と 変 ら な いms分

とを持つ住宅のあり方が 問 われねばＮならないと思う 。 日本の本絡 白 ｾｊ な木造建築の考え方は本米そのような

も の で あ っ た。こ の 伝 統 的 な ヨ号え } j を こ そ 、 現 代 の 生 活 文 化 と 生 産 形 態 の上 に華Jj- し い 形 で 生 み 出 す べ き で は

な い だ ろ う か。 住 宅 を 作 る こ と は 文 化 を 怠IJ る こ と で あ る と 思 う 。 ( K )

あ る 訴 訟 ( そ の ー )

今、 一 つ の 建 築 訴 訟 が 、 大 阪 地 裁 第20民 事 部 に お い て 、 的 か に 務 理 さ れ て い る 。

昭 和47年 5 月 に 発 生 し た 、 千 日 デ バ ー ト ・ピ ル の 火 災 'J川文は、その被害の規模 . ti: 理 の 笑tl! • :111改 築の 経

緯 等 々 繁 華 街 に !j 戎 前 か ら 主 主 つ 、 雑 居 ビ ル 災 害 の 典 型 例 と し て 、 私 達 建 築 関 係 者 に 与 え た シ ョ ッ ク は 、 記 憶

に生なましい。

こ の 訴 訟 は 、 そ の 結 果 起っ た も の の一 つ で あ るが、岱証や証言 を通じて、研究室 ・官 公 庁 ・設 計 事 務 所 ・

地 工会 社 等 々 の 建 築 専 門家 が 、 そ れ ぞ れ の 立 場 で 萱 場 す る 点 、 私i主にと っ て 無 関 心 で お ら れ な い 問 題 を 含

ん で い る 。 内容 は 、裁 判 の 常 と し て 複雑 多 11皮であるが、 一 口に 言 って、 「建物 は 既 に 経 済 的 に 滅 失 し た 。

従 って t'i・借権も消滅した。 」 と し て 火 災 を 機 会 に 解 体 ・新 築 を 進 め よ う と す る ビ ル 所 有 者 の 主 娠 と 、 火 災

に よ る 損 害 賠 償 を 請 求 し 「 新 築 後 も 、 貸 借 権 は 存 続 す る 。」 と す る テ ナ ン ト の 小 売 府 主 途 の 主 張 と が 、 基

本 的 な 争 点 と い え よ う 。

この問題は、環境強制，f と ビ ル 防 災 を 現 実化 す る 為 の 技 術 論 的 見 地 の み か ら 判 断 す れ ば 、 ビ ル 所 有 者 の 解

体 ・新 築 を 前 従 と す る 経 済 的 可 能 性 を 指 向 す る 事 が 当 然 の 帰 結 と な ろ う 。 だ か ら と 言 っ て 、 昭 和 3 3 年 以

円 れ ん

来 、 ひ た す ら 汗 と 涙 で も っ て 守 り 育 て て 来 た 、 小 売 府 主 連 の さ さ や か な 生 存 権 を 、 い と も あ っ さ り と 奪 う

ｾ ｊ ＺＮ が、公益の名の 下 に許されると、若し社会が認識するならば、それが果して其笑と言えるであろうか＿

こ の.IJ'; は 、 専門家 が そ の 技 術 論 を 自 負 す る 余 り 、 却 っ て 予断 に 囚 わ れ 、 無 意 識 の 内 に 、 社 会 を 誤 認 に 導

行 ぞ れ

<  I友 の あ る 事 を l暗示している 。そして、 私 達 建 築 人 は 、 技 術職 務 上の 立 場 の他 に 、 真 実 を 解 明 す る 為 の 専

門家 と し て 、 社 会 の 信頼 に 応 え な け れ ば な ら な い職 能 上の 立 場 を 、 併 せ 持 っ て い る 事 を 示唆 し て い る の で

は な か ろ う か 。 ( 1  )  

構 造 設 計 に 柔 軟 性 を

わ れ わ れ は 近 代化 の 過 程 に お い て 、 策 く べ き す ば や さ で 、 合 理 的 な も の の 考 え 方 や 実 用 的 な 技 術 を l吸 収

した 。 こ れ は 、 自 己 に 執 着 し な い 東 洋 的 思 想 に 根 づ い て い る と こ ろ が 大 き い。 し か し 半 面 、 物 事 を 本 質 的

に つ か み と ろ う と す る 自 主 的 な 精神 活 動 に は 不 慣 れ で あ っ た と い え る 。 それゆえ、 他 律 に 依 存 し よ う と す

る 習 仰 を さ ら に 強 め る に い た り、 こ の 傾 向 は 建 築 技 術 に つ い て も 例 外 で な い。

と こ ろ で 、 建 築 設 計 と り わ け 桃 造 設 計 の 分 野 で は 、 法 的 規ili lJ や 技 術 指 導 と い う 拘束が多く み ら れ る 。 も

っ と も 、 安 全 性 が 第一 義 で あ る こ と か ら 、 由 な き こ と で は な く 、 そ の 成 果 に つ い て も 評 価 さ れ て よ し 、。 し

か し 、 過 度 の 規制 は 設計者の自主It能 力 の 停滞 と 責 任 意 識 の 低 下 を 招 き 、 ひ い て は 安 全 性 に 対 す る 適 切 な 判

断 を 誤 ら せ る こ と に な ら な い で あ ろ う か 。 明 治 以来 1 0  0 年 以 上 経 過 し た 今 日 、 未 だ 自 力 の 不 足 を 痛 感 す

る に し て も 、 悪 循 環 に な り か ね な い 規制 の 緩和 を 望 み た い。 法 的 規制 は 基 本 的 な も の に と ど め 、 内 容 は 設

計者の白玉的判断と責任に期待するという ｾｬ ｩ ｴ 力的な配慮を、設計者においては、設計行為とはという自 問

から 出 発 し 、 自 己 を 信 頼 し て 設 計 し 仰 る 実力 の 滋i養 に 一 層 の脊 起 をうながしたい。 ( H )

建築と社会/ 日76年 8 月号 1 7  
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和気藷々

お 客 様 を も て な す 応 接 室一 一 い わ ば 、 そ の 家

の 顔 と も い え る 大 事 な 部 屋 。 容 貌 の 良 さ も さ

る こ と な が ら 、 お 客 様 の く つ ろ ぎ を 誘 い 出 す

雰 囲 気 づ く り も 大 切 な 要 素 。

華 麗 さ の 中 に 、 自 然 と 心 や す ら ぐ . . . . . トータ

ノレイ ン テ リア 「 松 山 」 は 、 そ の よ う な 空 間 づ

く り を 押 し 進 め て い ま す 。
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( a) ブラ ケ ッ ト形式

( b) スプリ ッ トティ形式

( c ) 現場溶接形式

図 1 柱 . ( まり接合1部の例

22 也 築 と社会 / 1976
J
I' 811 甘

鉄 骨 構 造 の ジ ョ イ ン ト

一 主としてラーメン架構の仕口について

金 昔 弘

1  . は じ め に

い主夫骨精進のジョインド' というテーマを与えられて、はじめに到に浮かんだのは、技

術的には異質な 2 つの問題である 。その 1 つは、近年高層建物の柱 ・はり接合部に常用さ

れている現場溶接による仕ロの構成であり、他は中低層建物に多いと指摘されている粗悪

な設計 ・施工による欠陥建物 1 )である。

鉄骨構造に限らず、組立て工法による構造物の接合部が力学的な面だけでなく、工費の

点からも重大な関心をひくところであることは言うまでもない。したがって、鉄骨構造の

情合理化" ヵ、高度な技術を背景にした( あるいは背景とすべき) 接合部の簡素化を目指す

か、または低い工 j ' i を背景とした粗雑な加工業者への発注に向かうことはごく自然なこと

であり、鉄骨造建物の普及に伴って l両者が発生するのは当然と言える。

もちろん、筆者には、この 2 つの問題それぞれについて詳細に論じる知識はなく、また

本稿に与えられた役割でもなし、 。ただ、接合部設計の問題には力学的性能だけでなく多く

の要素が集約されていること、ときには 、力 学的な性能についての配慮が忘れられる場合

があることの例として 引用 した。

図 1 はラーメン架構の柱 ・はり接合部の代表的な例である 。(a)図は 従来から '慣用されて

いるブラケ ッ ト形式で、はり端部を工場で柱に溶接して、比較的応力の小な部分で高カボ

ルトによる現場接合をするものである 。 この形式は、ラーメ ン節点における連続性をほぼ

満足し、施工上の検にげかも多〈、建方が容易である 。反面、接合個所が 1 本のはりに 4

ヵ所あるので工数 、鋼材id; とも増し、さらにブラケ ッ トを溶接したのち運搬するため、は

りを直接柱と現場接合する 他 の 2 形式に 比べて工費が常む。

(b)図は圧延 H型鋼はりの最も端的な 利用法とし てアメ リカから輸入された構法で、 1960

年代前半にわが国でも盛んに研究開発が行われた 。高カボルト引張接合法のもつ高い問。性

と柱フランジをボルトで締め付けることにより板厚方向への開裂を避け得ること、および

加工工数の減少を利点とする 。一方、比較的軽微なはりを除いて、スプリ ッ トティのフラ

ンジ板厚を著しく大きくする必要があり、また 、板厚方向の性質の劣化が問題になる程度

の厚板を用いる接合音1¥では設計が困難になること、あるいは部材表面に突出するボルト群

のために 仕上げ材 の納 ま りが悪くなるなどの難点がある 。

(c) 図の現場溶接形式は上述の難点を解消する手段として 60年代末頃に輸入された 。図で

明らかなように、 (a)あるいは (b) の形式に比べて格段に簡素化され、耐火被覆あるいは仕上

げ材の納まりの面からも望ましい形状になっている 。反面、溶接作業を現場で、それもし

ばしば高所で行うことに伴う品質と安全管理の問題および建方精度がルート間隔の許容値

内になければならないことなど、高度な施工技術が要求される 。

この一例でも知られるように 、鉄骨構造のジョ イント設計上の問題点はディテールが変

化す るとともにそこに含まれる要素が変わるので、個々の設計に際しては設計者が各種の

性能を検討して総合的に 判断する以 外にはない 。 しかしながら、構造骨組の性能はその耐

荷能力を最優先にして判断されなければならないことは 言つまでもない ことである 。角を

矯めて牛を殺す患を犯すことは避けなければならない 。



本稿では、鉄骨構造のジョイントのうちラーメン架構の溶接を利用した仕口に関する問

題点を二、三列挙して、ご参考に供したい。

2  . 箱 形 柱 の 補 剛 に つ い て

鋼管あるいは箱形柱のような閉鎖形断面はいずれの方向にも 曲げ剛性が大きく、ねじれ

岡IJ 性も高いので、 X ，y 両方向ともラーメン架檎として設計する建物の柱として優れた性

質をもっている 。 その反面、閉鎖形であるために、はりフランジの接合面における局部変

形に対する補剛方法が開断面材のように簡単でなくなる 。 2 - 3 階分を単材の柱とする場

合には、 図 2 (a )に示すような外周スチフナー形式が接合部構成上は最も簡単で、その突出

ｉ￞ｾ ｨ ｳ が柱幅の Ｑ ＰＭ Ｑ ＵＥ 程度あれば、通常の場合はりの全強度を伝えることができる 。 しか

しながら、この突出部分およびはりフランジの傾斜部を作るためには溶接組立てを必要と

し、また耐火被覆の納まりも悪い。

そこで、鋼板を溶接接合して作る箱形柱の場合には、柱の組立て時に、 図 2 (b)のような

タイアフラムを内部に溶接して補剛する形式が多〈採用される。また 、はり材を賞通させ

た上下に柱を溶接し 、パネルゾーンには柱断面を 4 分割したものを接合する、いわゆるは

り貫通形式もしばしば用いられる 。 これらの補剛方法は、柱の局部変形の防止 という面で

は外周スチフナー形式より効果的で、剛性も高い 。かつ柱外部も単純で・納まりのよい形状

になる 。 ただし、この程の補剛方法には靭性の面で疑問が残る 。

外周スチフナー形式の場合、はりフランジの応力はその外端部に集中し、スチフナーお

よび柱ウェブに伝達されるので、圧縮側では隅角音11の局部座屈、引張側ではその部分の溶

接継自の亀裂によって接合部耐力が決まることが多い。 しかし、その場合でも最大荷重に

達したのちの荷重低下は緩やかで、十分な靭性が期待できる 。

一方、ダイアフラム形式では、はりフランジ応カヵ、柱フランジ→ダイアフラム→柱ウェ

ブの順に伝達されるので、引張側フランジで破壊する場合、柱フランジとはりフランジあ

るいはスチフナーとの溶接継自の亀裂が原因となる 。 しかも、応力分布が比較的均等化さ

れているので、最大荷重に達したのちの荷重低下が急激である 。 この部分の柱は両面に溶

接継目があり、かつ拘束 j支も高いので、板厚の大きい柱材でフランジが引張応力をうける

ときには脆性的な破壊の可能性も予想される 。 したがって、タイアフラム形式の補剛方法

を採用する際には、はり降伏型の崩壊が期待でき、かつ圧縮側フランジの座屈が引張側溶

接継目の亀裂発生に先行するような部材のプロポーション選定と溶接施工に留意すべきで

あろう 。

なお、箱形柱ではその断面効率が高いために、はりフランジ板厚よりかなり薄い材で計

算上安全になることがある 。 T 形の溶接部では脚に当たる部分の板厚のほうが小であるこ

とが望ましいので、フランジ部分が脚部より著しく板厚が小になるときは、全体のプロポ

ーションの再検討を含めて、バランスのよい断面選定を行うべきであろう 。

3  . パ ネ ル ゾ ー ン の 剛 性 に つ い て

ラーメン架構が水平力をうけるときには、柱とはりの交叉部、いわゆるパネルゾーンに

大きなせん断力を生じるが、鉄骨構造のジョイントの場合、数多くの実験を含む研究の結 ヒ

5  

4  

'8 

果から、その弾塑性挙動はほぼ明らかにされている 。すなわち、( イ) ノ マネルゾーンの弾性域 数 3

2  

( a) 外周スチフテー形式

ダイ アフラム

( b) ダイアフラム形式

図 2 箱形柱の補剛の例

一一 E I  Cent ro N S  

一一ー Tokyo 101 N S  

( αmax = 20句al)

h  = 0.  02 J  

ーーー 降伏せん断力

基準法震度に

よるせん断力

o  200 400 T ON 

層せん断力

の水平剛性は、はりの曲げ応力の効果をフランジ面に加わる集中外力に置き換えて得られ

るパネルゾーンのせん断力から求め得ること、( ロ) 降伏荷重は上記せん断力と柱軸方向力を

組み合わせて、 Mi ses の降伏条件を 利用すれば推定できること、り局部座屈が生じなけれ

ば、最大荷重は降伏荷重の 2 倍程度が期待できること、および伺降伏荷重後の水平剛性の

低下の割合は曲げ降伏する部材ほど著しくないこと、等が知られている。ただし、以上は

図 3 パネルゾーンの変形を考慮した応答

の例
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いずれもはりフランジレベルでの柱の断面変形がスチフナ一等で十分拘束されていること

が必要で、、それが十分でないとき、つまり局部変形が大きいときには剛性 ・耐力ともに低

下するので注意しなければならない 。

靭性は軸方向カの割合が大きければ低下するのは当然であるとしても、パネルの幅厚比

が「鋼構造塑性設計指針J 2 ) に示されるウェブプレートの幅厚出制限の範囲 内にあれば十

分な塑性安形が期待でき、塑性変形能力の限界はむしろスチフナーをはじめとするパネル

3. 0  

U

桜

山

町

}

門

h

道

、

〈

和

↑

ゾーン周辺の各部の変形能力で決定される 。3.0  1. 0  

パ ネルゾーンの剛性が架構全体の剛性に及ぼす影響についてもいくつかの研究が発表さ
一 周 期 T(sec. l

それらを利用すれば接合部の変形を考慮した架構の復元カ特性を推定することれており、

ができる 。

脚注 )

図 3 は仮想、の 5 階建事務所建築 を現行法規に準拠して断面 を決定し、そのスパン方

向ラーメンについて、パネルゾーンのせん断変形を考慮した場合としない場合について 地

- 印がしな民応答を求めた結果の一例である 。図中× 印がせん断変形を考慮したときで、

この例では、パネルゾーンのせん断変形を考慮した効果は 2 つの入いときの結果である 。

力地震波に対して全〈逆にな っている 。

( a)  T oky o 101  N S  

3. 0  

2.0  

h
v

剣

山

町

}

門

h

逼

J

ー

が
1.0 

これは 図 4 の応答スペクトルと図中に記入した設計建物の 1 次固有周期の関係から明ら

3.0  1.0  
。

かなように、 T okyo 101 N S 波形に対してはせん断変形を考慮しないときのれがスペクト

E l  Cent ro N S波形に対しては考慮した場合の T1がピークル図のピークに接近しており、

ーー 周 期 T( sec. }

( b)  EI  C ent ro  N S  

図 4 1 質点系の線形応答スペクトル

(  I建築雑誌J :  ｬＮ￟築物 的 自 ｬ ｩＩ，ｻ ［ ｾｪ Ｍ十 資料 Ｗ より ＱＱＮ＼ ＢＱＭＧ Ｉ

値と一致したためである 。

この設計例では、パネルゾーンのせん断変形を考慮、した場合、各層のばね常数が考慮、し

ないときの70%弱とい うやや極端な例題であるので、図の応答結果が一般的な傾向を示す

ものではないが、建物固有周期の変化が動的応答に鋭敏に彬響することに注目する必要が

ある 。

したが って、接合部の弾塑性挙動のより正確な解明が望まれるのは言うまでもないが、

むしろ接合部設計に対してはその剛性の変動による応答の増大に十分耐え得るだけの塑性

変形能力を要求するべ きではないかと考える 。

ス カ ー ラ ッ プ に つ い て4  

フランジとウェブの溶接線の交叉を避けるとともに、はりを柱に溶接接合する際には、

( 図 1 a ) 。フランジ の裏溶接あるいは裏あて金を可能にするためにスカーラ ップを設ける

スカーラ ップによる断面欠損が時にこの部分はラーメ ン架構では最大応力をうける ので、

と くに、近年溶接法の自動化に伴って作業性の向上の目は重要な問題になること がある 。

的で、かなり大 きいスカーラ ップがとられるようである 。通常はフランジ板がひずみ硬化

域に十分入 つてのちに破壊が生じるので 、はり端の全塑性モーメン卜の値に達しているの

ウェブ端の切欠部の溶接継目の亀裂により耐力が決まる場合ときには、が普通であるが、

脚 注

設計で;I!.¥定したl . s 物はス パン 万I{ 'J 9  m X  2 スパン

けた行 ) j I{' I  6  m X  3  A ハ ンの正万形 、ド1Mをしち、 t岳

民は 中央部の i スハ ン のみである . 階日は l 附のみ

3. 5 mで. 他は 3 .3 m. 住、はりとむに H 形鋼を使

用している .

がある 。文献 3 ) によると比較的板厚の薄い材にもかかわらずこの部分で腕性的な破壊の

生じたことが報告されている 。

このような事実を考えると 、溶接部のごく細部の設計についても 、架構全体の設計方針

を十分考慮して行わねばならないことが痛感される 。

お わ り に5  • 

この稿を 作成す以上 、思いつくままに鉄骨造ラーメンの仕 口に関する私見を述べたが、

しかし、それらを筆

者が独善的に解釈した点も多いと考えて、あえて参考文献として挙げることは避けました 。

ご寛容をお願いする次第です。

神戸大学教奴 )υ ろし( かなたに

るに際して諸先輩の多くの研究成果を参考にさせていただきました 。

文 献

1  )  日本建築学会昭和 50年 度秋季大会、 情泣 部門 、

鉄ff 系パネルデイスカ ッショ ン、 r鉄1't相 造物

の不良施工の実態 とその背最 J 、話; 築雑t春、昭

和50年 3 月号

2  )  日本主II 築学会「鋼 構造盟十世設計指 針 J ai3桐150

年 11 月刊

3  )  藤原勝義 、厳問努事 「異種の鋼材を用いた H

形鋼の柱はり 接合 部に附する研究( その 5 )J 、

日本建築学会近鍛支部昭和50年度研究報告件
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鉄 骨構 造の ジョ イ ン ト 各論 1

設 計 者 の 立 場 か ら- 総合へのアフ。口ーチ

前 川 陽 一

1. はじめに

構造設計 の芝 ｾ恕像は、設計された桃造断而 の 中を力が淀みな く ｉｾ

由に流れ、予定されたもろも ろの安全性を 常に保有していることに

つきる。言葉をかえれば、 「力の ij k れのiill*";e性 の確 保」 と も 表現 で

きょう。

建築構造音11村 は大きく分けると柱と梁に分類され、これらを接合し

てはじめて骨組が梢成される。したがってそこには最低限度でも位

と梁のジョイント( 仕口) が起こリ 、 さらに加工上、梁と梁、柱と柱

の 同一種類の昔11材聞のジョイント( 継手) が必要となってくる。

図・ 1 のよう立平面骨組を巧えてみると、柱および梁の継手では

カの流れが比較的単純であるが、仕口昔11では、図からも分かるよ う

にカのi ) f [ れが直角方向に転換される。このため、柱と梁の交叉する

部分( ノ マネルポ イン卜 ) には 、力学的な表現をすると 、来ーからねへ力

が伝達される過桜で a ) 梁のせん断 力 は 柱の取h圧に変換され、 b )

梁の曲げモーメントは柱の曲げモーメントに伝達されるとともに、

ノマネルポ イントにせん断力を誘発させる、とい った 複雑な応力状態

が出現する。

写真 ・1 は、梁 ・柱接合音11に地震力が作用したときに相当する力

の流れを、エポキシ樹脂のテストピースを利用して表現した光州性

試験の結果である 。Ｈ 光 Ｇ［ｾｬ 性劃験では さ 寺［色縦 の ＪＢＱ，ＺＩは応力の大きいとこ

ろでは創! I かく分布する) この写真から、梁 ・柱 のフランジ交叉部 の

継手( 梁)

図・ 1

入リ即時では 、応力 の集中が起こ って いることがよく理解される 。

力 の釣り合いを 保つためにはブJ の ifi UL の不i A 統は許されない 。 、

の ため、 ジョイン卜 書11の設計は、 n . 梁の停Ui 而設計以上に '/n重志向U

ｾｾＺが要求される 。

鉄 骨 椛 造 物 の 長 所 l立、

a  ) 単位断而積当たり の14l 度 が大きし、 。

b )  'J lji 性範囲がきわめて広〈 、';lji 性範囲内では 、カと変形との 11¥J に

1 次的な比例関係が成立する ので 、力学的な処理が明快となる 。

c  ) 応力皮が 11ji 性範囲を超えて il?! 性 城 ( 力と 変形と の比例| 品l係 が 成

立しなくなるＩに入っても、似性Ｈ料 ｩ リ Ｇ［ｾ￬ '  ， Ｇｉｾｅ＠ '11f )に富むので 、復 元

力の特性がよく、この性質が外市しによる歪みエネルギーを l吸収 ・消

費して、椛ii Ji物を破壊から救うことになる 。

といった点があげられ、これらが鉄骨桃造物の利点として活用さ

れている 。 と こ ろ が 短所としては、

a  ) 断而が小さすぎると 、振れ、挫 IDI、過 j支の変形を誘発しやすい 。

b  Ｉ 低温では脆性破様、高 ｩｬｬｬｾ では Ｗ リ ープ 変形が発生する 。

c  ) すりへ 1) 、 きず、書IJ れ等によって、局者11応力の増大が鋭敏にな

り、局部破峻が構造物全体の破壊につながることがある 。

などが考えられる 。 r カの流れの : i i l i 続性」の観点に立てば、ジョ

イン卜部分にこそ、 111司構造物のメリットを所用し、デメリッ卜を防

止するキメの納l かい配慮が欠かせなく、この基本姿勢がジョイン卜

部設計の要諦ということができょう 。

写真 ・1
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2 . ジ ョ イ ン 卜 設 計 法 の 変遷 と そ の 背 景

戦前から戦後20年くらいまでは、鉄骨構造物のジョイント接合法

はリベ ッ ト接合が主流て¥ボルト接合はごく小規模建築または仮設

物に限られ、溶接接合はごく局音I1的に使用されるに過ぎなか った。

その ような技術の流れ の背景には、 7 ーケ ッ トの事情があ ったこと

を見逃せない 。 かつて鋼構造物の形鋼はほとんどが山形鋼 ( アング

ル) であり、みぞ形鋼( チャンネル ) 、 I 形鋼( ジョイスト) がそれに

続いていた 。事実 、昭和34年度 の形鋼総生産量の うち山形鋼は 75%

を占めていた 。

当時欽骨工事費に占める材料 費 と加工授 の比率は材料費が高 〈、

加工費 は低 か ったので、設計方針も鋼材 hl を節約し、 加工には 入手

を惜 しまず投入するのが合理的 と考え られていた 。 したが って鉄骨

形状もフランジには山形鋼を ウエ ツブには 山形鋼またはプレート

ヴチスを綴り材として使用し、今か ら考えるとずい分芸の 細かい工

作 をしていた 。 当時 の鉄骨 の代表的なディテールは 図・ 2 の ようで

ある 。

昭和34年にわが国でも H 形鋼の生産が開始され、時あたかも経済

高度成長の波に のっ て、昭和48年には H 形鋼の生産量は全形鋼の 55

% を占めるようになり、逆に 山形鋼等の生産量は衰微してい った。

その消長をグラフに示したも のが図・ 3 である 。

図・ 4 は最近 10年間 ( 昭和40年と 50年 ) の鉄骨工事費 の推移分析

結果を示す図表である 。昭和40年にはト ン当たり約10万円でできた

鉄骨製品 ( 材工共 ) が、昭和50年には約20万円と 2 倍にな っている

が、材料費と加工費を分けて検討してみると、材料費に つ いては、

図 . 4
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上段は昭和40年頃の工事費を示す〔ただし (7)は昭和的年〕

下段は昭和 ＵＰｾ を示す ＱＰＰ 200 

12. 12 

勺.，..，守、

103. 26 

78，430円/48，560円: ; 0 1. 6倍、加工授については 、101，310円/42，580円

キ2. 4倍と加工裂の上昇率が高い 。ところが 、鉄骨工 の労務 賃金は昭

和40年で1，500円であ ったものが、昭和50年では 6，700円 と急上昇し

ているので、労務賃金だけの 上昇率を考えると、 6，700円/ 1，500円

キ4.5倍となり、加工費上昇率 の約2.4倍を大幅に超えている 。 この

理由は何によるものであろうか?

いま 、推論を単純 にするため 、鉄骨工の労務賃 金の 4 倍を 1 工 数

( 鉄骨製 品 1 トン生産するに必要な労務者数の基本単位) と仮定する

と、昭和40年では l 工数単価が1，500円 X 4  = 6，000円、 50年度では

6，700円 X 4  = 26，000円となる 。

図・ 4 か ら昭和40年と 50年 の加工工数は、 ( 昭和40年 ) 42 ，500円

/ 6，000円キ 7. 1工数、 ( 昭和50年 ) 101 ，310同/ 26，800円と3.8工 数

となり、 10年間で工数が54% にへ ってきていることが分かる 。

つ まり、この 10年間に新技術の導入による省力化が進んで、人件

費上昇の圧迫をはねのけ 、製品価格への はね返りを極力食い止めよ

うとした企業努力の成果がうかがえる 。

リベ ッ ト接合が高力ボルト、溶接接合に切りかえられてきた背景

には 、こ のような時代的な適合姿勢があ ったことを無視できない 。

3 . 各 種 接 合 法 の 力 学 的 特 徴 と 問 題 点

(1) リベ ッ ト接合

リベ y 卜接合の原理は 図・ 5 の ように 、ヘ ッ ドつきの丸鍋を焼い

て半溶融状態に し、カンヌキ状に 孔 ぐりした接合部材 にさしこんで

リベ ソターで反対側のヘ ッ ドを成型しなが ら固定し、主として丸鋼

のせん断および曲げ抵抗 力を 利用 して、ジョイン卜部に起こる応力

( %)  

日i'l 34  35 36 37 38 39 40 41 42  43  44 45  46  47 48 

和 ( 年度 )

図 . 3

50年 /40年工事費倍率 11奇数値は各工事費の全工事比にたいする比率を示す

1 o  2. 0 11 昭 和40年 昭 和50年
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図 . 6

を伝達させるものである。

ここで、接合 されるプレート類の 孔 がま っすぐ 通 っておれば、 力

学的に問題は起こらないが、工作上の誤差のために、出来上がった

りベ ッ トの断面は ふつう 図・ 6 のような 複雑な形状 とな りがちであ

る。孔のくい違いが大きくなると、胴長さ音[1分を埋めるのに多くの

鉄量が消費されるので、後から成型されたヘッドが小さくなったり、

時には図に見 られるようなス キ7 が生 じ、力 を伝達するときに滑り

を起こしやす くなる。し たがって 、リ ベット接合の最 大の焦点は 、

この穫の欠陥を避けることにつきる 。

リベット工作 はコークスでリベッ トを焼成 するため、経験を 積 ん

だ熟練工 3 人 1 組のチーム編成を必要とし、かつ危険作業であるた

め、近年ついに労務事情や騒音公害問題とめからみで姿を消してい

きつつある。

(  2  )  高カボルト接合

高カボルト接合の原理! は、 図 ・7 に示すように 、焼入れした高カ

ボルトをナ y トで強〈締めつけ、接合部材聞の接触面摩擦カで応力

伝達を計る ものである。 外観上の形状は、さ きのリベットや普通ボ

ルトの接合によく似ているが、カの伝達機構は全〈自1) 種のものとな

る。この場合、リベットのときのように胴部分での密苅を必要とし

ないから、プレート間の孔のくい違いはあまり問題にならない 。

伝達機構の生命は所要の摩擦カを確保することにつきるので、

a ) ボルト 製作上の厳密な 品質管理

b ) ボルトへの 導入軸力 ( 締 めつけ力) の管理

c ) 接触面の所要摩擦係 数の確保

が絶対的な条件である 。a ) については J I S 認定工場で厳重な品質管

理がなされ ており 、製品出荷時に規格証明書 と試験結果表が提 出 さ

れる ので信頼度は高い と考えてよい。 b ) については締めつけ力が不

足すると、応力伝達に必要な摩擦カ が足りず耐力 不 足 を起こし、一

方、締めつけ力の過大もボルトの引張破断に至らないまでも、ボルト

の降伏点応力超過によ っ て ( 通常ボルトに導入 される 軸力 は降伏点

応力 の85% - 90%程度に管理されている) 、クリープ現象で長年の 間

に締めつけ力が低下して、やはり耐力低下につながることになる。 c )

については、ミルスケール( 黒皮) の除去( プラストやサンダー仕上) 、

軽い赤さびの発生が必要で、この際、接触面に泊分やペイン卜類の

附着など のような異物が入ることを避けねばな らぬ。現場でしばし

ば見うけられる欠陥としては、工場から現場に送りこまれる製品の

p  

p  

図 . 7

サービス ・ボルトが油洗い の ままでとりつけられていることが多〈、

このため折角の摩擦面処理が台なしになっている例が多い 。

同カボルトは、もともと人的資源や騒音公害問題からリベ ッ トに

代 わ って登場したむのと考えられるが、さ きにのべた b)の導入 軸力

を厳密に管理する 上 て¥ トルクレンチ等で締めつけ力をチェ ックせ

ねばならぬため、管理人件費の嶋z大が避けられず、また能率的に締

めつけるにはかなり騒音度の高いインパクトレンチ類を用いるので

改良を必要とするいくつかの問題をかかえている 。 そこで、たとえ

ばハ ックボルトや T C ポルトに 代表される現場管理が容易で音の少

ない、特殊ポルトの採用に移行しつつあることは注目すべきであろ

つ。

(  3  )  溶接接合

すでにのぺたリベ y 卜や高カボルト接合は、ともにスプライス ・

プレート ( 継手板 ) 類を介夜させて応力伝達を計 っているのに対し、

漆接接合法は部材同士の金属をとかして直接つないでしまう の で 、

材 料の節約 になるばか りでなく 、力 学的にも 簡潔 で、見た目 にもい

かにもスマートな接合法である 。

溶接法は融接( f us ion wel di ng ) 、圧接 ( pr essur e wel di ng ) および

ろう桜 (br azi ng )の 3 種に大別されるが、ここではも っともよ く利用

される 融 桜のうちメタル ・アーク博被に限定して問題点を巧えてみ

る。

そこで、まず溶接によ って起こる 2 つの大きい変化、 すなわち 、

溶接熱の彬特による材質変化と歪みを巧えねばならない 。

a  ) 溶岩i金属は金属の溶融制度約1550.C 以上 に達して後凝固するの

で、い ったん膨張して急激に収縮するが、周囲の金属がそれを拒も

うとするので、 1容着金属には tl'J 束応力が生じ割れ ( cr acking ) を生じ

やすくなる 。( 高弘主1) れ)

b  ) 裕着金属にごく接近した母村部分は溶融{ まされないが、きわめ

て苅似にさらされ急冷されることになる の で ( この部分を熱杉科部

と呼_ ; ; ) 、たとえてみると焼入れをしたような硬い組織( マルテンサ

イト ) ができる 。 このため、熱影響苦[1周辺には軟らかい母材と の 聞

に、硬度やイlt びなど の性 質 の異なる不辿続部分が生成され、' ，1(1) れ が

生じやすく主る 。( 低 i11ぽ1) れ)

その代表的な割れを 図・ 8 に示す 。

クレータ割れ( (((( ((((((( (り ピード割れ
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これとは別に浴接作業中に起こりやすい欠陥とし て、アンダーカ

ソト、スラ グ巻 きこみ、オーバ ー ラ y フ、治核不足などがある の で、

作業条件 の選定が非常に大切 である 。( 図 ・9 )  

近年決接の高 能 率 化 と省力化の ために溶接の機 械 化 がii 主み、サ プ

マージド 溶接、炭問責ガ スまたは / ン ガス内助 ・半自動溶接、エレ ク

トロ スラ グ溶接法が定ずi化し、工法も多様化し て きているが、いず

れ の ｽ ｪ 法によるにせよ 、Ｉ， ｾＫｲｬＨｊ には上に の べた ｪ 作核上 の 問題点 をか

かえている の で 、，fi ，'fl 也理上レントゲ ン試験、足i音波探{お試験等に

よって 肉11民で発 比 しにくい欠陥 の チェ γ 7 はゆるがせにできなし、 。

4 . 設 計 者 が 考 慮 す べ き 基 本 条 件

(  1  ) 力学的条件の充足

柿i立計算! ; ! : い くつ かの仮定した条件の むとに進められ、終局的に

は設計断而中を力が淀みな く述続性を保つ ように仕上げるも の であ

る。 とこ ろが計$'):f l} は fFI し分ないが設計図に示されたデ ィーテール

が、 ［｜ｩ ・ ｴｾＺ ｪ ， ｬ ｬＧ の ｼ 人 ｬ 容を再現していない ｗ ｉ ｊ がみかけ ら れる 。 たとえば、

2 次的応力として無税した偏心による応力が、 ディ テールの上では

到底無税できない位皮 の もの にな っていることも決して珍しくなし、 。

設計図を作るときに、こ のディ テー ルが来たして計算した姿を再

現し うるか どう か、ひとりよがり の デ ィテールにな っ ていないかど

うか、と くに位 、梁 の交叉する仕口部分では、まだまだ学問的に不

分明な分野が数多く減 っていること を念頭において、工学の限界を

心得る謙虚さを忘れではならない 。

現行の設計法は ｾｾｩ 性設計法であるが、 ｦ ， ｙ［ ｩＱ物が実際に破壊するの

は明性城に入 ってからである 。工 学的 にはこの |見l係を「安全率」と

いう概念を 利用して理論解析を単純化し ていたが、外力の評価 をは

じめとしていろいろと矛盾が多 u、。近 年 引 性 設 計 法へ移行するため

の研究が進み、交番繰り返し の復元力特性に| 期する数多くの笑験が

f l ' l み屯ね られているが、それ らを参巧にして、とくにジョイント部

には十分なダクテ ィリテ ィー( 粘り )を 与えるよ うに心がけ、 5単性設

計法による不備 を争ili 足するよう心がけることが肝要である 。重ねて

いえば、情iJ2計$' ) : は実用 上仮定の上に成り立つもので、数字の辻つ

ま令わせという狭い範囲にとじこ L って安易な経済設計XY: 識からギ

リギリ の設討をすることは、決して正しい 村si ll 設計の姿ではないこ

とに留意したい 。

(  2  ) 工作上の難易性

実に立派な設計図で一点 の非 の打ちどころがないように見えるが、

2 8  

よく剥べてみると工作が不 可 能 であ ったり、施工欠陥をひき起こし

やすいデ ィテールや、工作重みが起これば補正のしようのむい手法

がとられている例がある 。 とくにジョイン卜部分の工作は絞雑だか

ら、設計図を作製するときに工作の順序、方法等をよく頭に入れてお

かなければなら> ; . . . ，、 。 これ くら いの ことはフ ァブリケーターがイ可と

かしてくれるだろうとい った安易な態度は避けるべきである 。 自信

のないときは ＷＷ ブに 相 談するようにしたし、 。 局部破壊が大きな ｾ ｐ［

欣につなが った例は決して少むくなし、 。

(  3  ) 現場工作 、輸 送上 の配慮

近 年，建設機械 の 多様化と発達は目覚ましく、かつてはできなか っ

た挫て方や工作法の道が大き く聞けてきた 。 ところが現場周辺 の 条

件や規制 の ため、特定の工法に限定すると実際施工不能になる事態

に遭遇することがある 。

また交通事情の悪化にと L な って、輸送上製品 の寸法制限に直商

することがある 。 このあたリのことを頭に入れて計画しておかない

と、たとえば継手位置を変更すると設計応力 が変わるので 、設 計断

I([I にまでさかのぼ って変更を余儀な くされるようになり 、材料手配

や工位に支障を来たすことになる 。

(  4  ) フ ァブリ ケーターの能力とディテール

現 代の ところファブの技術格差はきわめて大きし、 。技術レベル の

{l1; ，、 7 7 ブにデリケートなディテールを要求しても 、形だけは何と

かできてむ内容的に設計内容を保障しきれないケースが起こる 。 想

定されるセ' ネコンのレベルや予算規校等からおおよそフアプの技術

レベルの 推 iWI がつくので、その技能に見合 った従l支のティテールの

選定が必要である 。何 らかの型 由 で高度な 技術を要する場合に は、

それをこなしうる 何 社 かの指定フ ァブをあげて 、 その 中 からゼネコ

ンに選定させることが必要である 。

(  5  ) 経済性への考慮

すでに のべたように工数削減へ の 7 7 プの努力はみななみならぬ

もの がある 。設計ディテール の選定は力学的な充足が第一義である

が 、 ちょ っ とした気の配りようで工数に 大 きな差が出てくることが

多い 。経済設計とは製 IR1トン数を下げることだけで達成 されるもの

ではなし、 。鉄骨 工 作の過半以上 は仕 口部の工作にか か っているので 、

少々材料がふえても工数低下につながる規格化を計るとか、単純化

することによ って経済設計につながることが多い 。 このためには力

学的な研鎖はもちろんであるが、工作方法についての理解度を深め

ておくことがきわめて重要な婆素となる 。

(  6  ) 総合的判断

すぐれた設計とは上述の (1)- (5)の諸条件がバランスよ く必さま っ

ていることである 。 設計者にと っても っ とも 必 要 なことは 、高し、総

合 的 な目で必要条件の優先すべき序列を適確 に判断し 、行動 に移す

ことであろう 。 このため、 小 さな技術の殻にとじこもらないで 、l隔

の広い知識を 身 につけることが必 要 である 。設計者はスペシャリス

トであると同時にゼネラリストであることが要求され、専門分化 し

た技術領域の境界領域に適切な調和を与える使命を背負わされてい

るものといえよう 。
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鉄 骨 構 造 の ジ ョ イ ン ト 各 論 2

ファブリケーターからーその方法と問題点

林 盈 男

鉄骨格造のジョイン卜部ということであるが、ここでは単なる継

手とは考えないで、広〈部材の接合昔日全体の問題として捉えてみた

いと思う 。

鉄骨製作とは極論すれば、その作業過程はすべて音I1材接合のため

のものであり、音11材接合こそがすべてであるとの感が深い。その接

合の主役をなすものが洛接である。したがって今回は部材接合の方

法を整理し 、溶接接合に対する留意点を考えてみることにする 。

(  1  ) 部 材 接 合 の 方 法

1.  溶 接 に よ る も の

鉄骨部材の工場における接合は 100ノマ一セント溶接が使用されて

いる 。 この方法では、リベ ッ トやボルトによる接合法に較べると余

分な材料を使わずに部材どうしを直接接合するので、一般には力の

流れが明解である 。 また大きな力がはたらき、音I1材の厚さが増すと、

ボルト接合にした場合には ボルトの穴による断面欠損もその影響が

大きくなると同時に摩擦接合としての添接板のなじみも問題になる 。

したがって極厚の部材を使うような鉄骨では、工場での接合だけで

なく 、現場における 接合にもこの溶接工法が用いられている 。現在

鉄骨工事で使われる溶接の方法としては、つぎのものがある 。

1  )  アーク手溶接 一般に「手溶接」といわれるのがこの方法で

最も古くからイ変われており、溶接ホルダーの先に溶接棒をはさんで、

この棒と溶接される鉄骨材の両方を電極としてアークを飛ばし、ア

ークの熱によ り溶接棒と母材が溶接される方法である 。溶接部がア

ークによってどんどん溶融するときには、その音11分は大気と遮断し

ておく必要があり、この遮断用のガスを発生するような材料で溶接

棒は被夜されている 。

2  )  ガスシールドアーク半自動溶接 鉄骨ファフ リケーター各社

で相 当な遠いがあるが 、ある程度の規模以上の会社て、は、最近この

半自動溶接の採用比率が非常に高ま ってい る。

この方法は、溶接株 ( 溶接ワイヤーと呼ばれている ) が送り装置で

連続的にホルダーの方に送られてくるので、手 j容按のようにいちい

ち溶接俸をと り答える必要がなく、溶接量の多い部分の作業に使え

ば非常に能率的である 。 また手溶接俸の被覆材のかわりにホルダー

の周囲から、主として炭酸ガス ( C 0 2 GA S ) を吹き出してガスの

壁で囲んで熔接中の溶けた金属を大気と遮断している 。 この方法が

「炭酸7 J ス半自動」とよばれているものである。

しかし、この方法では風は苦手である 。風速が大体 2 m/ 秒を超え

ると7 J スの流れを乱すといわれており、したがって工場での溶接の

場合はあまり 問題はないが、現場で、しかも高いところでは必ず風

防の設備が要る 。

3  )  ノンガスシールドアーク半自動溶接 この方法はガスの吹

き出 しによるシールドをやめて、それが溶けたときにカースが発生し

てシールドしなくても良い結果が得られるようにしてある 。 この方

法だと 2) での方法よりは風の影響を受けにくく、風速カ、およそ 15 m

/ 秒くらいまでならあま り問題はないので、現場での半自動溶接に、

よ り適した方法と言える。これカ、いわゆる「ノンガス半自動 j と呼

ばれているものである 。

4  )  ザブマージアーク自動溶接 この方法は 、溶接ワイヤーが連

続的に送られる装置が、小さいレールの上 を走りながら溶接してゆ

くもので、溶接部をシールドするために、フラ ックスと呼ばれる特

殊な砂状の材料を溶接する部分の上からかぶせながら進んでし、〈 。

したがって溶接のアークは外からは見えないので潜弧溶接主もいわ

れている。この方法は工場で溶接線の長い部分に使われ、非常に能

率が良い。

5  )  消耗ノズル式エレクトロスラグ溶接 この方法は溶融スラグ

と溶融金属が溶接部から流れ出ないように囲み、溶融したスラグ浴

の中に消耗ノズルを用いて溶接ワイヤーを連続的に供給し、主とし

て溶融スラグの抵抗熱によって溶接用ワイヤと母材を溶融して行う

上進浴接で、極厚部材等に用いて非常に高能率であるが、一般的に

あまり使われているとはいえなし、。 どちらかといえば特殊な方法だ

と考えても差し支えない 。

以上述べた各種の溶接法のうち現場でも f変われる方法は上記の 1)  

- 3) である。

上記各種の方法を使 って おこなわれる溶接の種類は、大きく分け

てつぎの三つのタイプに分けられる。

且E世監査量一 関先をと ってい ない部材開の入隅部分に浴者金属を置

く溶接

(2) 完全溶込み溶接 接合する部材がその材厚全部が溶け込んだ溶接

(3) 部分溶込み漆接 接合する昔I1材の材厚の一部につい て溶け込んだ

溶接

以上の各タイプをそれぞれ接合される場所に応じて、また設計上

必要な大きさで組み合わされて使われるのである 。

2 . 高カボルトによる方法

鉄骨音I1材のうち主体構造の現場での接合は、前述の極 JI;i :古I1材の接

合や施工上困難な部分を 1
1
わ、 ては、この高力' ボルトによる摩擦接合

工法が主流である 。 この方法による力の流れ方は 、Fi g- l のごと

く、高 カボルトによりき っく 押 さえつけら れた主材 と添按板の間の

摩擦商に生ずる摩擦力によって、主材に生じている力が添按阪に流

れる 。 同じように反対側の主材からも摩擦力によ って力が流れてき

て、その継手そのものは添按板の強さでもつことになる 。 だから添

接板の部材の大きさはもちろんのこ と、高力ボ ル トの数も力が卜分

伝わるように設計されるのである 。

このようにボルトの締め付ける力により音11材 どうしを 2智治させ 、

その密着面に生ずる摩擦カを利用しようというのであるから鷲苅而

がすべりにくいようにしておく必要があるのと同時に、使用するボ、

添f妾板

Fi g- l  

住築と社会/ 1976年 8 J1 サ 2 9  



ルトも、その引張力が強力なものでなければならない。そのために高

張カボルト (高カボルトと呼ばれている ) が使われるのである 。

また一方ではそのような高カボルトを使っても必要なカで締めつ

けておかないと摩擦カも弱〈設計で期待した継手強さが得られなく

なる 。

以上のことから高カボル トについては、その締付方法も含めた 開

発が多く行われて今 日に至っている 。

以下に現在主として使われている高カボルトのタイプを紹介して

おく 。

1)  J  15型高カボルト このタイプは最も基本的なタイプて¥六

角頭をもっボルトに六角ナ ッ トと 2 枚の丸ワ ッシャ ーのセ ッ トて¥

J I S B  1186に規定されている形のものである( F ig- 2 、a 参照 )。

このタイプはボルトの締付力を得るために、予めボルトメーカー

により準備されたデーターをもとに、ナ ッ トを廻して締め付けると

きに必要なトルク( 捻力 ) をあたえるものである 。 このトルクを与

えるためには、締付機械は 何 らかの反カをとらないと機械が逆に廻

ってしまうので種々の機械が開発されている。

2  )  特殊型高カボルト

( 1)  ボルトセ y トの一部をねじ切るタイプ このタイプは上記のト

ルクをあたえるときの反力をボルト自体にとることができるように

考案されたものである ( F i g - 2 、b参照 )。 そのうちの一つは ボル

トの軸の先端に六角または菊型のつまみ ( チ γ プと 称している ) が

⑨

 

母。。
( a)  ( c )  ( b)  

Fi g - 2  

ついており、締付機にはこれを姻む装世があり、これが反力をとり

ながらナ ッ トを廻し、所定のトルクに迷すると、このチ y プがねじ

切れるようにしてある 。

つぎにチップでなくナットが二重になっていて、所定のトルクにな

ると外側のナ ッ トと内側のナ ットとの 中間部分がねじ切れるよ うに

なっているものもある 。

また同じようにナットに工夫をこらしたものとして 、ナ ッ トに二つ

の突起を出し、これが所定のトルクになると炎起がとれてしまうよ

うになっているものもある。

(2) グリップ系高カボルト このタイプは上記のタイプとは板本的

にj Q っていて、ボルトの先端を締付機の一宮11てす箇み引媛って所定の

引張力を得たときにカラーと称するものをボルト軸のまわりに H食い

込ませてボルトを固定する方法である ( F i g - 2 、c 参照 )。 外観上も

他のタイプと全〈違っており、したが って締め付け f去の検査も特殊

なゲージが用いられている 。

以上の各タイプのボルトを締めつけるにはそれぞれのタイプのた

めに開発された機械があるのでそれを使うことが必要である 。

・摩擦面について

鋼材どうし接触しているので、いくらきつく 押 さえつけられてい

ても、その表面が黒皮のついたままのものと 、赤さびが出た状態の

ものとでは、すべり始めの力には大分差が出る 。し たが って通常、

摩擦面となる部分にはペンキを塗らないで赤さびを出させるように

30  

している。これがいわゆる摩擦面処理である。

鉄骨製作工場では鉄骨音[1材に現場で高カ ボル ト締め付けるための

穴をあけた後は穴あけ時の穴局のまくれをとり除く こともおこなう

が、摩擦面の処理として、穴径の幅ぐらいで穴の周囲をとり囲む部

分の黒皮をグラインダーで軽〈荒らしておくと、製品が屋外にス ト

ックされたり 、現場で架設中に赤さびが発生し 、接合されたときに

は大きな摩擦力が出るようになる。

( II )  溶 接 接 合 の 留 意 点

1. 何 が 要 求 さ れ て い る の か

溶接によ って部材を接合する場合、その接合部に要求される仕様

は明確に示されている必要がある。まず設計上、接合されるその部

分にどのような種類の溶接が要求されるのか。

(1) 隅肉溶接 ; 隅肉の場合はそのサイズ( 脚長) はいくらか。

(2) 部分洛込み溶接 ; その場合は必要溶け込み深さはし 、くらか。

(3) 完全溶け込み溶接

といったことが一番重要である。一般には 各設計者の方では図面

の中に、いちいちその記号や大きさを示さずに 、溶接や現場継手の

基準図が作られており、これを見れば詳細図に表示されていなくて

もはっきりするようにはなっている。しかし通常 この穫の図面は、

標準的な部分を示しており 、どのような工事でも 何 らかの特殊な部

分でその者11度解決しなければならないものや、構造的に基準通 りの

ものが必要でない場合にはその旨を図面上でこまめに指示しておい

て欲しいものである。一例としては鋼板による組立梁でウエブ板の

j写い場合のウエブとフランジの溶接や、鋼板で組み立てる箱型断聞

の附音11分の溶接、あるいは柱脚部分の柱主材とベース板との溶接等

その部分の溶接種類によ っては 必要以上に熱を加え、残留応力を生

じさせ、また同時に鉄骨の製作コストにも大きく影響しているので

ある。

つぎに溶接音11の検査についてもその要求は 何か。

(1)  地主1fl1J の費用でするのか、または施工者側の費用 でするのか 。

(2) 製作会社の社内検査部門か第三者がするのか。

(3) どこの( 工場溶接部と現場溶接音11の区別 ) 、どの種類の溶接部

分を検査するのか。

(4) その溶接部分について、どれだけの検査をするのか。( 抜取率)

(5) 検査はどの方法によるのか。 ( 超音波探傷法や X 線透過法など )

(6) 検査の結果の判定基準は何によるのか、その合否等級は 。

といった事がらを必ず明記しておく必要がある。

溶接昔日は結果を外部から見ただけでは内部については全くわから

ない。また鋼構造物そのものをよく見ると、その鋼構造物の安全性

は百ノ f 一セント溶接に頼っていることが半IJ る。 この溶接部分が悪か

ったら この構造物の強さは全くあてにできないから、大きな地誌や

台Ｉｾがきたらひとたまりもなし、。まったくもって溶接さまさまであ

る。この溶接部分に安心を与えてくれる人、それは溶接管理技術者

であり、溶接技能者で、ある。したがって俗に「溶接は人格である j

とよくいわれるゆえんもここにある。元来、溶接するには相 当の熟

練も必要であるが、作業するときの条件やその環境によって、溶接

部分にいろいろと影響がある 。 そのために溶接についてよく訓練を

受けた技能者でJ I S による技能の検定を' 受けてライセンス( 免許証)

を取った者が溶接作業に従事しており、溶接の 内音11に少しの欠陥も

残さないようにと懸命の努力をかさねているのである 。 それでもな

お欠陥は絶対に出ませんとはいえないので、これを外部から検査す

る方法が考えられている 。一般に鉄骨格造によく使われている 検査



の方法としてはっさのようなものがある 。

1) X 線透過検査 これは板どうしを同じ面内で平面的に継いだ場

合等、その溶接線の下側にフィルムを遣いて、溶接苦1I の上から X 線

をあてると、これが溶接苦1I を透過してフィルムに感光する 。 もし空

前lや宮11れがあるとフィルムにあらわれる 。 これを J I S の判定基準に

よって判定する 。 この方法だと記録 ( フィルム ) が残るのでよいが、

どこでも、いつでもというわけにはいかなし、 。 また建築鉄骨では、

平面的に板を継くこと以外に、柱ー梁の仕口部分のように T 型に接

合しているものが多 L 、。 このような部分には X 線は笑質上適用でき

なし、。

2) 超音波探傷検査 建築鉄骨の検査で利用されているのは、超音

波斜角探Ｈｾｾ法である 。 これは検査をしようとする溶接線上が一般に

は凹凸がはげしく、超音波を発信する探尉! 子を直接接触させること

ができないので、溶接線の手前の平狙な部分から超音波を斜めに発

信する 。 これにより内部の欠陥の大きさや位置を探りあてようとし

ているのである 。 ただこの方法は球具も携帯干に便利にできており重

宝であるが、非常に熟練を要するのと、結果はオシロクラフにあら

われるエコーを見て判断することになり記録性がなし、。 しかし現在

記録のできる自動探傷器も開発されて、これから笑用化されるとこ

ろである 。 このように、この方法であれば比較的複雑な部分にも適

用しやすく建築鉄骨の洛按に対する非破壊検査の主流をなすに李 つ

ている 。

3) 磁粉探傷検査 これは溶接線内にマグネ ッ トにより磁場を作り、

その上に欽粉を j散布するときに生ずる磁粉の並び方で欠陥を見つけ

ようとする方法であるが、建築鉄骨の溶接部の検査の方法としては

一般的ではない。

4) カラー・チェック タイチェ ックあるいはレ ッ ドチェ ックとも

呼ばれる方法で、表面欠陥や表面にまで達しているような欠陥に対

して有効な方法である 。 この方法は溶接部そのものをワイヤブラシ

等でよく清掃して赤の浸透液をスプレーする 。 その後洗浄液で表面

をよく洗い、そのあとへ現像液をスプレーする 。 この現像液は乾燥

すると真白になるが、もしその溶接音1I の表商に、または表面にまで

達するような欠陥があった場合には先に浸透していた赤い液がこの

表面に現像されて欠陥を検出する方法である 。非常に手軽であるが、

肉 11艮で見えない表面欠陥に効果がある 。

以上主な検査法を列記したが、最近ではとくに 2 )の超音波探傷検

査法が中心である 。なおこの 1)- 3)の各検査法については日本非破

壊検査協会( 田/ H{ r ; N. D. I ) がそれぞれの検査技術者の検定試験を実

施し、それぞれのライセンスを持 った者が検査に従事している 。鉄

骨のファブリケーターでも技術面でレベルの高いところでは自社内

に検査技術者を置き 、各種の検査機器も持って常に自主検査を実施

している 。 したカ、って発注者側I j もそのようなファブリケーターが受

注した工事については、その会社の検査組織を活用して、その実を

挙げ、ているところもある 。

いずれにしても、このような各種の検査法を 利用して溶接部の安

全性を確保しようとつとめているわけであるが、先に述べた溶接音fl

の検査に関する 6 項目については当初から、その建物の性格や構造

的重要度に応、じて、製作者の具備すべき資質にまで思いをいたし、

明記しておくべきもので、施工者や監理者の個人差でR左右されるべ

き筋合いのものではないはずである 。このようなことが明穫であれ

ば当然この工事の見積時点でそれがコストにも反映されているだろ

うし、また施工するゼネコン、サブコン側でもこの要求を型解した

上でこれに対応することになり、設計者の要求が的確に満たされる

方向に進むわけである 。

2  . 接 合 部 施 工 の 問 題 点

鉄骨の強さは接合音fl により決まることは今までにも述べてきた 。

接合の方法は笑に多様である 。非破壊検査の方法も発達してきた。

しかし根本的に留意すべき点を考えてみたい。

1  )  検査は単なる手段である

溶接音1I を施工するに際して最も重要なことは前処理である 。良い

溶接カ、できるかどうかは溶接される部分の溶接直前の状態いかんに

かか っているともいえる 。 もちろん溶接技能者の腕に負うところも

大きいが、ライセンスを持ち常 H寺その作業に従事しているものなら

問題はないはずである 。検査をすることは結果をチェ ックしてみる

とい う意味では芯義があるが、検査をすれば良い溶接部が得られる

のだとい う巧ーえ方は問題がある 。 まず溶接に対する製作者の理解な

リ取り組み方が大切であり、それができていない者が溶接をして検

査で多くの欠陥を発見して、これをなおさせても決して良くはなら

ないのが一般である 。

2) 変形に対する注意

一般に建築屋は変形に対しては比較的関心ヵ、薄い場合が多い。 し

かし溶接による接合部が中心にな った今日では、部材の曲音1I 的な変

形についてはとくに留意する必要ヵ、ある 。たとえはークレーン ・ラン

ウェイカーダーがクレーン走行H寺に生ずるたわみに対し、パ ックカ、

一夕、ーが鉛直方向に拘束されていて、その変形に追ずいできない場

合、変形の節点になる部分に漆按音1I があれは¥その母材の熱;jf3- 響部

附近で; 切れが発生するケースがある ( F i g - 3 参照 )。 これは、構造

材全体としての変形でなく、ガセ ッ ト板等におこる I出部的な変形の

ためである 。 とくに鋼板の場合、溶接線の近辺で板の商外方向に繰

/ 曲 部 変 形

a 部

F ig-- 3  

り返して変形を受けることは何としても避ける必要がある 。

3) 設計時の仮定と実物の相違に対する配慮について

一般に応力の角ヰ析をする場合に様々の仮定をしている 。 あるいは

計算にのらない部分に音1I 材を入れたりする場合がある 。 たとえば構

造計算上、応力がゼロだからとい って小さな部材を入れておくこと

がよくある 。 ところが実際に荷重が作用して、部材のたわみや横移

動ヵ、おこり、二次的にその部材に大きな力が働くことがある 。 この

ようなときに、もし引張力が作用する場合には、最初にやられるの

は端部の溶接部である 。 これはその溶接部が悪いからでなく、構造

計算上の仮定と実際に生ずる力の聞に相違があるからである 。昔の

リベ ッ トの接合であれば、このような場合、ガ夕方タにな っても破

かいすることは少なかったと考えられる 。 その点、溶接接合は剛で

あり逃げ場がないという面をも っている 。

以上の事がらは逆にいえば溶接接合なるがゆえのこわさでもある 。

したがって設計、監理、施工の各分野において、それぞれの技術者

は溶接接合の重要性と同時に、その責任の重大さを認識する必要が

ある 。 (はやし みつお ( 附片山鉄工所 )
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行 政 の 立 場 か ら - 接 合 部 の 問 題 点

田 中 重 彦

1  は じ め に

行政にたずさわって、確認申請舎の構造審査および確認申請書に

もとづく構造検査をしていることを通して、ここでは鉄骨構造の接

合部の問題点について述べることにする 。確認申請書のなかには問

題点のないものも少なくないことをおことわりしておら行政庁に

よる構造の中間検査は通常、鉄骨の建方が完了したときに届出を受

けて実施しているため、届出のない場合は検査をしていないことも

合わせておことわりしておきたい 。

鉄骨の接合部と言えば、仕口、継手、柱脚が考えられる。仕口、

継手は溶接と高カボルトについて述べることにする。とくに溶接に

ついて欠陥が多いという調査報告が発表され全国的にも問題となっ

ていることから、私達は今まで以上に注意、を払わなければならない。

2 . 溶 接 に つ い て

鉄骨造を鋼材の種類でみると、 S S 41 が使われていることが多い。

注意しなければならないことは、溶接ののど断面に対する許容応力

度が日本建築学会の鋼構造設計規準 ( 以下「学会規準」 という ) と

建築基準法令 ( 以下「法令」 という ) で相逃することである 。 学会

規準では溶接の許容応力度は母材の許容応力度と同じとしてもよい

ことになっているが、法令では学会規準より小さい数値に規定して

いるため、実際上の設計は法令によらなければならない。 また溶接

の許容応力度は、溶接継自の形式によりその値が大きく異なり、突き

合わせの場合はすみ肉の場合より値が大きい。溶接作業の方法によ

っても溶接の許容応力度が異なる。鋼材のなかには S S 50、S S 55の

ように洛接に不適当なものもある 。 S M41や S M50等を使用する場

合は特定行政庁で認定された鉄骨加工業者 ( 大阪府下で府下統 ーの
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取り扱いをしており、 51年 6 月現在50数社) によるときは浴桜の許

容応力度を母材の許容応力度とすることができることとされている 。

この ように溶接の許容応力度は、

- 鋼材の種類 ( S  S 41、 S M41、 S M50等 )

・溶接作業の方法 (常に下向き、その他)

・溶接継自の形式 ( 突合せ、すみ肉 )

により決定しなければならないが、同時に、工事監理方法および地

工業者の技能をも十分考慮しなければならない。 ある意味では監理

方法および施工業者の技能に応じて、上記の 3 点を考えて溶接の許

容応力度を決定する必要がある 。

確認申請書の構造審査をしていると、以上のようなことがとりわ

け気になる問題である 。 しかし行政庁としては許容応力度さえ間違

っていなければ指摘できないのである 。 たとえ監理および施工につ

いて、いささか不安を感じてもそのために指摘できないのである 。

極端な場合、小規模な建物で S M50材使用、仕口は全周突合せ洛桜

になっていてもやむをえないということになるのである 。小規模な

鉄骨造で突合せ溶接にしなければならないのにすみ肉溶接にしてい

る現場があることを考えると、設計のときから全周すみ肉にしてお

いてもいいのではないか。確認申諮替のなかに全局すみ肉浴犠にな

っているのもある 。 このような確認申請書を見るとなぜかほっとし

た気分になるのである 。

また溶接と関連することで、柱梁仕口ディテールの不明石徒なもの

が多い。 たとえば、

・両方向ラーメン構造で H 形鋼柱にカバープレートで補強して閉鎖

柱となっている弱軸梁仕口

・両方向ラーメン構造で両方向の梁せいの異なる場合



- 柱断面をしぼったとき

- 梁帽が柱幅より大きいとき

このような場合はとくに注意して詳細図を書し、てほしいものである 。

(実例 1 )  行政庁の鉄骨建方検査で、 H形鋼の大梁継手について、

確認申請書ではハイテンションボルトになっているにもかかわらず、

現場の都合により勝手に上恨1) フランジを現場の突合せ溶接に変更し

たとのことであった。 溶接はまだされていなか ったが、当初から現

場突合せ溶接の場合は通常溶接部の検査をするよう指導しているの

である 。 溶接部分の検査の予定もなく、スカラ ップも設けていない。

継手を変更した理由は床のデ ッキプレートを施工するときにおさま

りをよくするというだけの理由で勝手に変更したとのことである 。

当然のことながら行政庁の担当者はその場で居合わせた施工業者に

対し溶接前に設計者と対策を相談し、報告するよう指示したのであ

る。 ところが翌日建築主より早速電話があり、行政庁の検査できび

しいことを指摘されたが、そんなきびしいことを言わずに施工業者

の言う通りやらしてほしい。工事が少しでもおくれると困るからと

の内容であった。 そこで現場の大梁フランジを突合せ溶接にするこ

とは構造上安全性に疑問があり、またデ ッキプレートのおさまりの

ことであれば、他にも方法がある旨ていねいに説明したのである 。

建築主は、しろうとだから専門的なことはわからないがとにかく工

事が遅れることは困る、の 一点張りで行政庁さえ O K してくれたら

いいと主張したのであるが私も根気よく説明を続けた結果、ょうや・

〈納得していただいた。早速設計者に事情をただしたところ、設計

者も現場突合せ溶接には反対していたとのことであ った。 その後設

計者と施工者が相談の結果、添板付の現場すみ肉溶接に変更され 一

件落着となった。 これなどは 一部の施工業者の認識の低さを示すと

ともに、工事監理者の置かれている立場と監理に対する責任感また

は自覚のほどを物語っているようである 。

( 実例 2 )  建方検査で大梁イ士口の工場溶接が目視しただけで、不

良箇所があったため、現場員に対してすべての仕口溶接について再

検査をおこなうよう指示するとともに、早速工事盟主理者に事情をた

だしたところ、確認申請上は工事監理者となっているが、実際には全

然タッチしていないとのことであった 。行政庁から問題点を指摘さ

れてはじめて工事監理者が行政庁と施工者の聞に入 って、問題の収

拾をはかることがその仕事だとも思っているのだろうか。

この 二 つの笑例については、結果的には指摘したことについて処

置されたのであるが、なかには指摘した箇所が直っているかとうか

わからないままになることもある 。 こうしたことから工事監理の現

状を眺めてみると工事監理者とは名目だけのもので、建築主との問

で工事監理についての正式な契約を結んでいない場合が相当にあり、

つまびらかでないが、行政庁の現場検査により何らかの指摘を受け

た場合のみ行政庁へ来て、指摘箇所の解決に当たっていることが多

いようである 。建築主の多くは鉄骨であれば安全であると錯覚し、

溶接の良否など考えてもいないのが普通である 。 しかし ;建築物を新

築することは、その人にとって 一生に 一度の大事業であることがほ

とんどであろう 。施工業者まかせて熔接部の検査もされずに建物を

建築主に引き渡されている事例を見るにつけて感じることであるが、

事故がなければ幸いである 。 地震などの衝撃が加われば、事故災害

に結びついてはじめて問題となるのである 。建築行政に携わる者と

しての責任の重大きを覚えるのである 。建築主に対して溶接の恐ろ

しさを十分認識させるとともに、工事監理者の必要性についても啓

蒙しなければならない。

3 . 高カボルト

鉄骨接合部のうち高カボルトについて、現在使われている許容耐

力は昭和45年 8 月に規定されたも の である 。 従前の規定では許容耐

力の大きい F ll T の使用を認めていなか った。 また摩擦係数につい

て0.35 と0.46の 2 種類が設けられていたため、 0 .46 を採用するとき

など、施工する| 療に摩擦商の状態についてずい分慎重に考えたもの

である 。 引張接合についても認められていなかったのである 。新し

し、規定では F ll T も使用できることになり、引張接合に つ いても認

め られることとな った。 摩擦係数は新しく 0. 45の 1 種類のみとな っ

た。許容耐力が 1 種類ですべて設計されるため、とくに摩擦面の状 態

については十分な監理が要求される 。 高カボルトは普通のボルトと

区別して考えなければならな L 、。 すなわち法令上はリベ ッ トや溶接

と同じ扱いであるから建物規模による使用制限を受けない の である 。

高カボルト の等級は F 7 T から F ll T まで数種類あるが、ボルト頭

に J 1  S により等級が記されている の で等級をまちがうことはない。

高カボルトの許容耐力について、建設省告示 ( 以下 「告 示」という )

と学会規準は算定式が異なるところもあるが、高カボルトの等級別

に、径ごとに対比するとその差はほとんど問題とはならないので、

学会規準に記載されている許容耐力表によって設計してもよかろう 。

告示には許容耐力表は記載されていない。

桜合部に高カボルトを使用する場合、存在応力によ って設計して

もよいことになっているが その場合はその位置の応力を正確に計

算しなければならない。 できるだけ部材断面の全耐力に耐えるだけ

の高カボルトで設計しておく のがよし、。

施工にあたってはとくに摩探面の状態に注意すること 。 摩擦商の

状態によっては許容耐力決定の条件である摩燦係数0 .45が硲保され

ないことになる 。 たとえば摩擦係数が半分になったとすればボルト

本数は 2 倍必要となる 。 摩擦面に ペン キが塗 ってあ ったり、油 がつ

いていると摩擦係数は何分の l にも低下するため、ペンキや油を除

去しなければならない。 またボルト穴の周囲がまくれている場合は

グラインダーがけを怠ってはならない。高カボルトのうちで摩擦核

合に使用しでもいいが引張接合に使用することが不適当な場合もあ

るためよく確かめなければならない。 締め付けについても適正な締

め付け管理に注意しなければならない。締めすぎても、締め付け不

足もいけない。 このような締め付け管理をできるだけ単純化するた

め、 J 1  S 系の高力ボルトとは別に特殊型およびグリ ップ系 の もの

を使用するのもいいのではないか。 ボルト長さと板厚についても注

意すること 。 ネジ部が板厚の部分に入りこんでいる場合、ナ ッ トに

十分ネジがかかっていない場合があるので注意すること 。

小規模な鉄骨建物でとくに問題がある 。 プレースの取付音11 を峨人

がスパナで高カボルトを締め付けていた 。小さなスパナでは締め付

け不足は明らかである 。 目視しただけで締め付け不足のわかるもの

もある 。 穴の周囲をグラインダーがけしてないのである 。大梁継手

の添板で 2 面せん断必要であるのに 一面せん断に変更になっている

場合があるが、高カボルトの本数および板厚の検討も行わなければ

ならない場合もある 。

溶接のところでも述べたように 高カボルトの場合も問題点の多

くは監理が不十分なことによるものである 。

4 . 柱脚

( 台直し ) 市街地にあっては、ご承知のように敷地が小さく、当然、

幅もせまい場合が多い。 それにも増して隣人とのトラブルも地加し

ている 。 しかし建物を使ううえで間口をできるだけ広くしたいのが
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人 情 で あ る か ら、 設 計 は で き る だ け 柱 間 隔 を 広 く し て い る 。 工 場 で

加 工 し た 鉄 骨 を 現 場 へ 納 め る と き 、 ア ン カ ー ボ ル ト が 所 定 の 位 置 よ

り 内 側 に 施 工 し て あ る た め 、 位 脚 と ア ン カ ー ボ ル ト が ず れ て い る の

で あ る 。 そ の と き ア ン カ ー ボ ル ト を ガ ス で 急 角 度 に 防 げ て 無 理 に ベ

ー ス プ レ ー ト に 納 め て い る 。 台 直 し と い っ て い る 。 ア ン カ ー ボ ル ト

の み な ら ず 、 根 巻 用 の 鉄 筋 も 同 じ よ う に 台 直 し し て い る 。 ア ン カ ー

ボ ル ト お よ び 根 巻 用 の 鉄 筋 を 台 直 し し た 場 合 、 柱 例lの 固 定j支 は 期 待

できないことになる。

柱 脚 の 設 計 に あ た っ て は 、 敷地 の 調 査 を 確 笑 に お こ な っ て 隣地 境

界 を 確 認 し て お く必 要 が あ る 。 同 時 に 柱 脚 を ピ ン と し て 設 計 し てお

く の も い い の で は な い か。

5 . 建 築 法 令 と 学 会 規 準

建 築 基 準 法 と 学 会 規 準 に つ い て 、 具 体 的 に 説 明 を し て い き た し 、。

建 築 基 準 法 と 学 会 規 準 の 数 値 が 相 違 す る 場 合 、 と く に 建 築 基 準 法 関

係 の 数 値 が き び し い と き は 必 ず 建 築 基 準 法 に よ らなければならない。

こ の 場 合 、 学 会 規 準 の 数 値 に よ る と き は 建 築 基 準 法 に 抵 触 す る こと

に な り 、 建 築 基 準 法 第3 8条 に よ る 建 設 大 臣 の 認 定 を 受 け な け れ ば な

ら な い 。 学 会 規 準 の 方 が 建 築 基 準 法 の 数 値 よ り き び し い と き は 学 会

規 準 に よ る べ き で あ ろ う 。

以 下 に こ れ らの相 違 す る 点 を 列 挙 し 、 設 計 のご参考に供する。

( たなか しげひょ 大阪市主II 築} " j i J l 築指; q. 部存査諜)

1111111111111 資料 ・建築法令と学会規準の相違点 111111111111

(1) 溶 接の 許 容 応力度

学 会規 準 と 建 築 基 準 法 ( 令第9 2条 お よ び 告 示 第 1308号 ) で 相 違 す

るため、令および告示によらなければならなし、。 令 第9 2条 お よ び 告

示 1308号 を 下 表 に示す。

溶接の許容応力度 (t/ om勺

長 WI 

鋼材の純百1 作 業 の 方 法 継自の形式 短期l

圧縮 づ111< 111111 !fl 断

回転ジ 7' ，ポジンヨナ

一等常 lニ下( 1'1きで作業

突令せ 1. 4  1. 4  1. 4  0. 8 

できるような設備をし

て作業する場令

すみ仕l 0. 8 0.8  0. 8 0. 8 

5 5 4 1  

突17せ 1. 2  1. 2  1. 2  0. 7 

上記以外の場合 長JUI

すみ俳l 0.7 0. 7 0. 7 0.7 

X  

笑合せ 1. 6  1. 6  1. 6  0.9  

認定された工場の場合 1. 5  

すみ肉 0. 9 0. 9 0. 9 0. 9 

S M4 1  

突合せ 1.4 1. 4  :  1. 4  0. 8 

上記以外の場合

すみ肉 0.8  0 .8  0. 8 0. 8 

S M5 0  認定された工場の場合 突合せ

2.2  2. 2 2. 2 1. 3  

(2. 0)  ( 2.0)  ( 2.0)  (  1. 2)  

S M5 0 V  

(厚さ4(}oomをこえるむの) すみ肉

1. 3  1. 3  1. 3  1. 3 

( 1. 2)  ( 1. 2)  (  1. 2)  ( 1. 2)  

5  T  K  50 

突合せ 2.0  2. 0 2. 0 1. 2  

5  T  K  R50 上記以外の場合

すみ肉 1. 2  1. 2  1. 2  1. 2  

※ 認定された工場とは告示第 1308号による自動溶接装也を備えた工場等で日皮肉品質を

係保しうると認められたむ町.

京 5 550および 5 5 55はi容扱に使用してはなら主い。

*  5  M53および 5 M58は使mしてはな句な L、

(2)  ボ ル トの使 用 制 限

小 規 模 な 建 築 物 に 限 り 、 戻 り 止 め を し て ボ ル ト を 使 用 で き る こ と

が 令 第67条 に 定 め て あ る 。 学 会 規 準 で は ボ ル ト 穴 の 径 を 軸 径 + 0 .2  

(ミ リ メ ー ト ル ) 以 下 に し た 場 合 、 使 用 制 限 が な い が 、 令 第67条 に

3 4  

よ ら 主 け れ ば な ら な い 。 令 第67条 第 l 項 を 抜 草 し て 下 表 に 示 す。

情j立耐力上主要な部分である鋼材を接合するには、リ ベ γ 卜打又は浴 :  

核によらなければならな L 、。 ただし軒の高きが 9 メートル以下で、かつ、

11，リ聞が13 メートル以下の建築物 ( 延べ関税が 3，000平方メートノレをニ

えるものを除< 0  ) について、ボルトがゆるま立いようにコンク 1) ー卜で :  

思め込む場合ナ y 卜の部分を溶接し、又はナ y トを二塁に使用する場合

その他これらと同等以上の効力を有する戻リ止めをする場合においては、

ボルトを使用して接合する ことが出来る。

ー. . . ーー- ーーーーーーーー・一一 ι... ーィ. . _ - ーー・ーー- ー一一一ー一一一一一一一一一ー一一一一一ー一一ーーー. . . ー ・ーー ・ーー・ーー・- ー一一ー・一一，ー・ーーー ー_.'

(3)  ボ ル トの ピッ チ 及 び ボ ル ト 孔 の径

令 第68条 を 抜 牽 し て下 表 に示す。

I  リベ ァト又はボルトの相互聞の中心距離はそ の径の 2.5倍以上と し

むければならない。

2. ボルト孔の径は、ボルトの径より 1 ミリメートル以上大きくしては

ならない。 ただし、ボルトの径が20 ミリメートルをこえ、かつ精進耐力

上支持7がない場合においては 、ボルト 孔の径をポ J レトの径より 1. 5 ミリ

メートルまで大きくすることが出来る。

(4)  ボ ル トの 許 容応 力度 に つ い て

令 第90条 と 学 会 規 準 に よ り 相 違 し て い る 。 令 第9 0条 の ボ ル ト の み

抜 草 し て 下 表 に示す。

短 期 ( t/ om
2

)

長期 X 1. 5

学 会 規 準 に つ い て 下 表 に示す。

短 期 ( t/
om2

)

長期 X l. 5

そのjfuの中ボルト

ボ ル ト の 許 容 応 力 度 は 引 張 り に つ い て は 令 に よ ら な け れ ば な ら な

い。 せ ん 断 に つ い て は 学 会 規 準 に よ っ て 計 算 し て お け ば 安 全 側IJ とな

る。

(5)  高 カ ボ ル ト の孔 の 径

告 示 第 1309号 と 学 会 規 準 は ボ ル ト 径 が20 ミ リ メ ー ト ル を こ え る 場

合 に 相 違 す る た め 、 告 示 に よ ら な け れ ば な ら な い 。 告 示 第 1309号 を

下 表 に示す。

y 孟 d +  1  

r  ｾ玉 ､ + 1. 5  

この表において、 d および 7 は、それぞれ次の数値を表すもの とする。

d  ボルトの径 (単位 ミリメートル)

7  ボルト 孔の径 (単位 ミリメートル)

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 



川建 ｾｌｯ｣ｫ コロア

超高層をはじめとする、わが国の鉄骨建築は、

近年目覚ましい普及をみせていますが、省資源、

省 力 化 が 従 来 に ま し て 強 〈 要 求 さ れ る 今 日 に あ

っては、より 一 層、建物の軽立化、工期の短縮、

建 築 コ ス ト の 削 減 を 追 求 し た 新 し い 工 法 の 開 発

が 大 き な 課 題 と な って い ま す。

こ の た び 弊 社 で は 、 米 国 に お け る デ y キ プ レ ー

トのトップメーカ一、 H . H . ロ パ ー ト ソ ン 社

と技術提携の上、同社の最新の技術を導入して、 )  11建 Q-L o c kテ・ッキ

わが国で初めての合成床板構造、 }II 建 Q - L ock  QL 4 0 0  

フ ロ ア ー シ ス テ ム を 開 発 し 、 建 設 大 臣 の 認 定 を

受 け ま し た。

特 長

. 建物を軽量量化します 川建 Q - L o c k フロ

アは、特殊なズレ止めによ って 、 デ ッ キ プ レ ー

トとコンクリートを 一 体化した強力な構造材て'

す か ら 、 床 蘭 の 鉄 筋 が 不 要 と な り 、 コ ン クリー

トの厚さも少なくて済みます。 また許容スノマン

が 広 〈 、 許 容 積 載 荷 重 も 大 き い た め 、 小 梁 の 本

数 が 少 な く て 済 み 、 床 面 プ レ ー ス も 省 略 で き ま

す。

. 工 期 を 短縮 します 床 面 の 鉄 筋 用 の 配 筋

作 業 と 電 気 配 線 用 の 配 管 工 事 が 完 全 に 省 け る こ

と や 小 梁 本 数 の 減 少 、 床 面 プ レ ー ス の 省 略 な ど

が 鉄 骨 建 方 を ス ピ ー ド ア ッ プ さ せ ま す。

ま た 施 工 を ス ム ー ス に す る た め の ア ク セ サ リ ー

を 各 種 用 窓 し て い ま す か ら 、 作 業 の 簡 易 化 、 迅

速化がはかれます。

- 建 築 貨 を節減します 床まわりの鋼材と

セ メ ン ト の 使 用 量 が 減 少 す る 上 に 、 建 物 全 体 の

軽 量 化 が 促 進 さ れ ま す か ら 、 資 材 質 の 節 減 と と

も に 基 礎 工 事 費 の 引 下 げ に も 役 立 ち ま す。

ま た 施 工 が 簡 易 化 さ れ 、 ス ピ ー ド ア ップされま

川 建Q・L o c kテ' ッキ

QL 7 5 0  

川I ! l Q- L oc kセ ル ラ -

QC 4 0 0  

す か ら 、 労 務 授 が 大 幅 に 節 約 で き ま す。 )11建 Q ・L o c kセ ル ラ ー

- 電 気 配 線 が 便 利 で す 川 建 Q - L o c k

セ ル ラ ー を 敷 設 し て お け ば 、 従 来 の 床 面 の 電 気

配 管 工 事 は 不 安 と な り ま す。床工事の完成後に、

部 屋 の 用 途 に 合 わ せ て 、電 気 、 電 話 、 信 号 な ど

各 種 の 配 線 を 自 由 に 行 え ま す。

また将来室内を模機替えする場合、従来のよう

な 美 観 を そ こ ね る 追 加 配 線 や 、 困 難 な 変 更 工 事

が一切 不 要 と な り ま す。

QC 7 5 0  

重心位置亙 U 断面係散の敏舗 は 有 効帽 を考慮 したもの

量心位置車び断面係敏の数値 It 有 効 帽 を 考慮 したもの

ぽヰ! 子ヰチヰ? 刊誌;
す すー

. 'U位 置 . 断面ニ> > : モーメント 断面嘉数 はOL 4∞ に 準 じ る

「寸J戸す

ｾｉｾ＠ j  11鉄建材工業株式会社

志 社 縛戸 市 全 国 区 三 宮町 2丁目 181阪 神 帽E 銀行ビル 1〒650 宮 ，078 '321 - 1  1・1

宜 底 東 京 王 庖 f t l 03 1 2川 - 6381 冨 山 主 庖 官 。0764 132-目 白

札 暗 主 瓜 . f ! IOI I 1231- 6944 広 島 王 庖 君 。0822 1叫 ー023 1

仙 台 王 眉 ・ 官 10221 111- 6161 高 松 主 庖 ・ 君 。0818 121 ・SS48

新 揖 主 眉 官 10252 1刊 - 31師 福 岡 宜 庖 . f ! I 092 '4)1 ・1911

名 古屋 支 高 官 1052 目82- 4141 沖 蝿 事 務 所 由 109881日ー目 il
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ナ シ ョ ナ ル ス タ y ド シ ス テ ム |  

・7 ドジベル

4‘  建設工事の安全と省力化を創る

< < > 岡部株式会社

。lゐbe 大 附1 大 阪市 西

特 長

. 施 工 が 簡 単

・ 母材 に す ぐ れ た 性 質 を プ ラ ス

. 溶 接 結 果 は つ ね に 均一

. 溶 接 欠 陥 の な い き れ い な 溶 接

. 溶 接 銃 は 小 形 で 軽 量

・ 異 形 ス タ ッ ド の 溶 接 も O K

自

国

民

持

母

国

内

ヨ

ヨ

司

門

プ ロ ジ ェ ク シ ョ ン ナ γ 卜

J S  
市

川

川

市

川

山

川

高層 ビル建設のリーダー

逼了司神舗の
j享肉 大 径 角 形 鋼 管 柱

芭主3 ヲh
神 鋼 の S コ ラ ム は 、 角 形 閉 鎖 断 面 の た め 、 ね じ

り剛性がすぐれており、柱梁接合法の選定や、

壁 部 材 と の 取 合 せ の 問 題 に 対 し で も 積 極 の 研 究

と 笑 験 を 箆 ね 、 合 理 的 で 経 済 的 な 製 品 で す。

高層ビノレ処置止の紫材として、神鋼は S コラムを

自 信 を も っ て お す す め で き ま す。
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荷重のかからないようコントロールすることが

大切である 。 また、計画された位置に架設する

のではなく 、地上等であらかじめ地組みされる

ことにより、 J也組みの正確さを要求され、 t也組

用架合の設置方法も問題となる 。大スバン椛造

物においては、 I也組みの際の現場接合方法も充

分検討しておく必要がある 。

リフトア ップ中は、とくに構造物のレベ l レの

確保が大切であり、リフトア ップ完了後はいか

に簡便に定着を行うかが問題である 。

工 事 計 画 例 ・ 施 工 概 要

工事概要

関西学院大学総合体育館i ( 1 改築工事

大 量 恨 面 積 約 1500m'

大 屋 根 重 量 約 150 t  ( 仕上材含む )

木工事は、設計上北而採光の考えにより崖似

は、のこぎり形の形状を採用し、椛造的にも 三

角形トラスをなし、スパン方向42m、桁方向34. 5

m の大屋根である。

今回のリフトア ップ工事では、ロ ッド 固定方

式、本設住仮設住併用方式を採用し、 2 F し上

でI也組みされた鉄骨大屋般トラスを躯体上部に

設けた仮設柱より吊り下げられたロッドを尺取

虫式に上井する絞胴式油圧クライミング ジャッ

キで 2 F し+ 8 . 05mのトラス支ゑ音11に梨精する

ものである 。 なお、本工事は、 51年 7 月; ? ] 工し、

52年 3 月末竣工の予定であり、リフトア y プ工

事は本年12月初旬の予定である 。

で上昇A させる 。

b) 反カ方式による分類

1  ) 本設住方式。. . … あらかじめ施工した本設性

( コア ・暗号ーも含む ) に反力をとり 、 リフトア

ップ後にジョイントする。

II ) 仮設住方式ー…・仮設住に反力をとり、リフ

トア y プ後に本設伶を，注て込み、仮設柱を撤去

する 。

111 ) 本設柱 ・仮設住併用方式 ・本設柱を仮設

』主でサIli'Hi して反力をとり、 リフトアップ後に本

設肢を完成して ￮ｩｬ￬ｾｧ￬ の仮設住を撤去する 。

N) 本設住l順次完成方式… ・・未完成の本設柱に

反力をとり、リフトア ップしながら本設柱を完

成させていく 。

い令今ぐ
2 6  

リフトアップ工法について

大井恭二・坂東量幸

リフトアップ工法と従来工法の比較

l  リフトア y プ工法は、椛造物を地上等で地

組みすることによ って従来工法のような高所作

業が少なくなり、危険作業がなくなり安全性が

l i ' l 大する 。

2  地上等で与構造材は I帥且みされ、また仕上も

地工されるのでその村j支向上につながる 。

3.  J也組みされること によ り、従来工法に比較

して、仮設資材を極力おさえることができ、工

JVI の短縮 ・省力化につながる 。

4  地上てす也組み ・仕上されることにより、大

昭偽重機を必嬰としない 。

リフトアップ工法とは

リフトア ップ工法は、わが国に 1963年アメリ

カよリ導入されて以来、万国博お祭り広場の大

屋恨にみる大規悦工事から、小島u免な体育館の

施工 lこし、たるまで今日では広〈手IJJ 刊されている 。

リフトアップ工法とは、仮設住またはノド設住

等に反力をとり、地上等で品11み立てられた椛遺

物を本来計画された定位置まで、 1111圧 ジャッキ

等によ ってリフトア ップし、定前する工法である 。

リフトア ップ工法の分類

a) リフトア ップ装置 による 分類

1  ) ロッ ド悶定方式・ ー柱頂吉11よリロ y ドを吊

1) 下げ柿造物にセ y 卜された ジャ ッキがロ ッ ド

を.H る。

II ) ジャ ッキ固定方式 性別部にジャ ッキを

固定し椛造物にセットされたロ ソドを吊り上げ

る。

リフトア ップ工法の問題点

リフトア y プには、絞数の ils圧ジャ y キ等を

使用するので、そのジャ ッキの能力を ー率に、

また、ジャ ッキにかかる荷重を 一定に保ち、偏

111 ) 本設村;利用方式ー ・ロッド を使用せず、椛

造物にセ y 卜されたジャ y キが本設住を外る 。

N) ワイヤロープ方式・ ・ジャッ キおよびロ y

ドを使用せず、ワイヤーロープによりウインチ

(川い きょ うじ 雌竹中工務 庖 設 計 部 制 問 )
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大屋根 トラス構造図

む

'Ll ムとム •• ' ム Tム! ムケム j

， (i 主) 実棉" 工@ 組立町三角トラスを示す

i  破帽 11現地組立の三角トラス t 示す

置揖トラス 11、体育喝の床上で現地

組立令行い置岨仕上材等をE 付けた

憧 . 2FL + 6. 050f でリフトア y プする .

鶴材一覧妻賢( 掴材SS41. STK41)

トラス上笠材下並材 φ引 6. 3X S. 8

トラス割材 φ IOI .6X 4.2 

トラスたて制 φ76.3X J . 2 

睦梁薗つなぎ材プレース φ76.3X 3. 2 

録I ! f CI 回 X 珂 X 20X I. 6

H.T.B  FI OT M= O. 45 M20 E = 4Q P = SQ 

t I ・司直とする
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煙感知器連動による

自動閉鎖扉について

竹 本 太 三

建 築 物 に お け る 防 火 IJ j ; については下記の 衰 の

ように建築法準法他行令 Ｈ 表 中は建 ｊ ，ｾ令 とする Ｑ

て' 定められている 。

ま た 建 設 省 特 ポ に よ り 向 動 閉 鎖の |リj 火IJj;のm

，ｩＱｴ ｊμ ｉ ｾ を定められ てい るの で 、つ ぎに ぷす 。

1  防 火 戸 自 動 閉 鎖 装 置 に つ い て

建設省告示第 ＲＵＶＳ 号 建築 ｊ ， ｾ ｩ ｬＢ 法 ｊｪ 血行令 Ｈ ＱＱＱＱ 私 ｬ

25年 政 令 第338号〕 第 112条 第 14lTi m3 サ の 脱 定

に 法 づ き 、 火 災 に よ り 姥 が 発 生 し た 場 介 ま た は

火 災 に よ り 出 伎 が 急 激 に 上 川 し た 場 介 に 1'1動 的

に 閉 鎖 す る 111 t-刊:)j 火戸または乙的| 山火戸の締法

の ｊ ，ｾ i_¥I¥をっき' の よ う に 定 め 、 昭和 49if. 1  H  1  B  

か ら 施 行 す る 。

第 1 火災によリ姥が発生した場介にi ' l 9 I 1 J ( I (J に

閉 鎖 す る 11可制幼火 戸 ま た は 乙や[ ( I I)j 火戸〔 以 下 「防

火 戸」という 。 〕の Ｋ 昨 ｩｬｩ の ｊ ， ｾ i¥，! は 、 次 の と お リ と

する 。

l  地感知片品、 ｩ 主 Ａ｝｜Ｑｊ｡ｾ Ｑ￭卸様、ｩＧｉ !]¥1J 1幸l li' i袋 ;i '(J :えぴ

予 備屯 il l;!を {耐 え た も の で あ る こ と 。

2 . 姥! 長長u保 は 次 に 定 め る L の と す る こ と 。

(1) 消 防 法 ( 1昭和23年 法 律 第 186号 ) tl"l 21 粂の2

m l J 'ti の 規 定 に よ る 検 定 に 千付ち し た も の 又 は 往

設 大 臣 が こ れ と |百J ｾ干の刊 能 を 有する と認めるも

の で あ る こ と 。

(2) 次 に仰 げ る 場 所 に 設 け る も の で あ る こ と 。

イ . 1幼火 戸 か ら の 水平日告縦が10 ノートル以内で、

かつ、 ｉｉＩｪ 火戸と慨Ａ必知 ｬ 器との川にＱｩ｜ｊ仕切 ｉＺ ，ｾ匂が

な I，.¥I.品所

ロ. ｉＺ ｾ＠ ( 天 井 か ら50セン チメ ー ト ル 以 上下 )j に

突 ｮｾ した、たｴｌ ｉ Ｚ ，ｾ守］を含む 。〕 から ＶＰ センチメー

トル 以 上 縦 れ た 天 井 等の 宅 内 に I( II す る 部 分 (l T. li

下 等 狭 い 場 所 で あ る た め に 60センチメ ー トル 以

上 雌 す こ とができ な い場 介 に あ っ ては 、 当 該lT. li

下 等 の 天井喝 の 宅 内に而する百11分 の Il' リと の昔11分 〕

ハ . 次 に 仰 げ る 場 所 以 外 の 場 所

(イ) 換気仁 ｉ ｾＧ の空会 ｜Ｑ 吹 ｲ ｈ 日 に ￬ Ａ￭Ｚ彼する場所

(ロ) じん あ い 、 微 粉 又 は 水 深 公 が 多 ht にHliWi す

昭和 lJiJJi令 主llJ，I，令

防火戸

45.12. 2 第333 号 126条 町2の2

防火戸 Ｈ ｬｦｩｩ ＡｊＧＨｾＺＯＮＱ ｉ Ａｊｪ 昭和 挫)，!i令 illJ 島令

の L の) 48. 8 .23  1)1242号 112粂14Jj[ の3

日i}j 火戸 ( JH途区画に 主llJ，I，令

刷、、るもの )

11 11 

112粂14耳i4

ｾｽｪ ，ｽＨド ＢＱ ，市エレバ
ｩｬｬＩ ，ｾｾ＠

ーターの股;;<1免 除 rn 11 11 

129条 13の2
日l)j，}(戸 )

防火戸 ( 木; 1L 池築物

11 

"  

ｩｬｬ ｊ，ｾ令

の防火区間 ITJ) 113条 I lTi 4

防火打 ( 避鰍附J主に

11 11 

illJ 品令

設ける 防火戸) 123粂J l l ' i6

ｾＩｪ ，ｽＨ Ｑ ヨ特別 ｬ 避雌階 ｩｬｬＩ ，ｾ 令
f止 ( ，<，レコニ ー‘ 日f

"  

11 

123条3lTi 9
可f に泣ける防火戸 )

防火戸 ( 地下街に芯

11 11 

主llJJi令

ける防火戸 ) 128条 町3-2-3

3 8  他誌と社 会/ 円76年 8 ＱＱｾｽ＠

る士: J h所

村 腐 食1'1:ガ ス の 発 生 す る お そ れ の あ る 場 所

3  制 御 シ ス テ ム に つ い て

(1) 動 作 シ ー ケ ン ス

(斗 厨 房 等 正 常H寺において俺等が滞留する士会所 [ 運動制御器) 1  ( 現地〕

3 .  ｾ主動 ｡ｾ Ｑ￭卸総は次に定める ｌ のであること 。

(1) 健感知器からも i 号 を 受 け た 場 合 に 向 動 I!f J ｾ ｪＧｩ＠

装 置 に 起 動 指 ポ を 与 え る も の で 、 随 時 、 制 御 の

yi; it見がで き る も の で あ る こ と 。

(2) 火 災 に よる 熱に よ リ 機 能 に 支 障 を き た す お

それがなく、かつ、* " 作nJ'1 l が容易に行える L

の で あ る こ と 。

(3) 迎並 ｩ ｬｊｩｬ， ｬｬ ￭Ｎ卸総にｊｉｬＮ 、る Ｑ 正気配線 ｬ えぴｾｴｌｾは次

に 定 め る も の で あ る こ と 。

イ . 昭 和45年 12H建 設 省f ht 第1829号 の 2 及 び

3 に 定 め る Wi ¥，¥に よ る む の と す る こ と 。

ロ . Ｂｬ ｩｾＧ 周 の 屯似 の ［ ＱＱｾ｜ 配線は、他 のＧ［ ｬｌｾｻ回路 ＨＧ ［｛￨ (2) 動 作 概 要

il . 京に接続する部分及び消防法地行令 〈昭 和36年 イ ) yt:d見切J 作 中 に t望感知HI号が作動すると HJ IJ i 卸総

政 令 都37号 〉 銃 7 粂 m l 号 に 縦 定 す る 向 1{il J 火災 に火災表 Ｗ Ｑ ，されるとと ｌ にｾｾｾｾｉ［，ｦ ｬ ff が 発 せ られる 。

将 ｬｾ￯ｬ 設備の中継線又は受ｩＮ ￬ 機に桜 ｫｾＯ ，しする苦 ＱＱ 分を ロ ) Ｑ キ ｊ ｽ ｪＧｩ 袋 ｩ 白Ｇ へ ｩ 士自 ｊ にな ってお れば、 ｡ ， ｬ ｬ￭ 制 ｉｾｾ よ

除 < . ) に 接 続 しないものとし 、か つ 門C' ，L: 然 又 は リｩＧｬ Ｑ ￭Ｏ ｊ ｉ Ａｦ ｊ ｭ 装 ｩ ｢ ・に ＱＱＱｈ［ ｩＺｩ ｯｬｾ すを送る 。

分 1丘悠の 1; 皆目1] 主 Il f. JI !fH慌の' ，j Lil i，lfl! lj で分 岐 し て い る ハ ) 1子J }j'i!! 主irl へ j主!日J停 止 に な っ ておれば、 ;Il lli 卸

も の で あ る こ と 。 現誌の II)j 火 l刑事HiH'jl q. 11 をi: Af ' 乍するこ とによ リi ' l 1{ilJ

4 . 自 動 閉 鎖 袋 山 は 次 に 定 め る も の で あ る こ と 。 閉鎖装 ｩｩｅ に解錠ｩＮｾ 号を送る 。

(1) 述 動 ;ll l] i.i1J総 か ら起草il J 指ぶ を 受 け た 場 合 に |坊 ニ ) i'l 1i lJ l!fWi 装 山 解 錠 に よ り防火 院 が オ ー ト ヒ

火 戸 を J'I 1f il J 的に閉鎖させるものであること 。 ンジの i¥iJ c1J に よリ 閉 鎖 さ れ る と ;IJIJi.i1J鰍 に1!I 'Jf. j' i

(2) 1' 11到J 閉 鎖 装 i世にJIj. 、る可 欠 配線/ 止ぴ屯 線 Li fi 在;12. {. iサ が 入 る 。 また| 坊火院は、 1;:;11年下動でも

3 の(3) に 定 め る む の で あ る こ と 。 J'Idl にIl f. J聞 できる 。

Ｕ Ｎ 子 Ｑｲｩ ｩｩＧ ， ｬｌ ｩｬｾｬ は、 ＱＱＨＢ 和 ＴＵＧＺｆ Ｎ Ｑ ＲＱ Ｇ ｊ 佳 ｚ ｩ ｴｴ 守合 Ｂ 、ｴＮｩｊ ｬ 、 ホ ) 防火! 手を Il f. 11j l ! : 状態に ii1 JR させ、 a日目前l終に て

ＸＲＹ すの Ｔ にＩￋめる ｊ ， ｈ Ｇ ｜ によるものとすること 。 ｩ ￭Ｑ ｉ ｕ 操作をすると、 ｌ と の正Ｇ ，Ｚ［ｾＮ状態に ｩ｜ｩ 111する。

2 . 防 火戸 の 遮 煙 性 能 に つ い て (3) 監視制御

建 設 省 告 示 第2564号 処 築 J左中法胞行令( 1I i ' : l 千日 li ij ，iC9I1J 作 により I，:::i '悦 総a，lli l'1I する !i パ には 、つぎ

2511三政令罫¥338号 〕 第 112条 第 14項苛¥4 号ー の 規 定 のようなものがある 。

に J，li づ き 、 火 災 に よ り 傾 が 発 生 し た 場 合 に 1' 1動 イ) j也庶民削1;1J 1 ，卸ンステム; ｡ｾ ｊ￭，卸対象となるｼ切火

的に閉鎖し、かつ、 ｩｬｬｩｾ Ｑｴ上およびｼ幼火上支障の 瓜 の ｪ Ａ￭Ｚ辺に ｡ｾ Ｑ￭卸総を設ける ｊ￭ｬ ￬Ｎ である 。 比較的

ない遮姥1 ' 1 : 能をイI する' 1 ' 純| 切火戸または乙村tsIj 小 鋭 校 な 組 物 に 手IJ JIj される 。

火戸の構造の ｊ ，ｾ司 ｉｦ ｾ をつぎのように定め、 ＱｉｩＧＺｬ相 Ｔ Ｙ ロ ) ＧＱＧ央集 ｱｱｾ Ｚｾｲ 見 ｡ｾｊ 御システム ｩ 常時人 のｽ，， ［ Ｎる

＿ｾＱｩｩｩ 京、 ＧｉＧｾ と ｾￎ ・ ｦＧ ｈ 宅 械に ｡ ， ｬ ｊ￭，卸燃 を ｊ 生け Ａｴ Ｇ ＡＢｩ ［ Ｚ ι 悦
年 1 n  1 日 か ら 施 行 す る 。

1  . 火 災 に よ り 灼: が発 生した場介にi ' I 動的に FI' J する t Ui . て' 比較的大/ ; J ! . f 見な往物に手IJ川 される 。

釘lする II' Hl I坊火，-i ) l _ は乙f ; [il l J i 火，=i ( 以 下 rl坊火 会 11̂1所 で 、 全 体 の 状 況 を * ，川|ド11.:山，::;払悦;制III附，1川州リ引l日1御剤卸lが てで“ きる

戸」 という 。. ) の 附 i造it立i の J人必e占L刊司栴{ι t は、 H附白併手和日4特8年年'. 1ロ21片-j ，j控主 手和利lリ1，1，1，1

去
目設没 4芋符ル守;t竹i今7刀爪、 第2お56臼3

J
，ガサj士勾のz第¥1 に 定 め る も の と す る こ (付附4約) 自 動 閉 鎖 装 置楕伽制1リl御方; 法

と。 イ ) 11崎別; I l lli 踊l システム; 1坊火1;( ，IHIJ I !f Jf. W投 山の

Ｒ Ｎ 遮姥性能をイ ｔ するｼ切火戸の的造の ｊ ，ｾ司Ｂは、 1  ilA1づ つ を 制 御 す る シ ス テ ム で 、 I，; J じ 場 所 に あ

建築 ｊ ，ｾ準法地行令 ｭ ｬＱ Ｐ 条の規定によるもの 〔 シ る"hill f.J lJ i ¥、および、 l h の エ ス カ レ ー タ 周 辺 に

ヤ， 7 ー に あ っ ては、 r̂ Jの リ耐 が 5 メ ー ト ル 以 下 有る数炊のシヤ ソ ターを制御する ｦｌ［ イ干 ｌｾ まれ

で 別 記 に 規 定 す る i皇制'i t'l: 能 試 験 に イト十I'i したもの る。 比 較 的 小 脱 悦 な往 物 に 利 用 される 。

又 は シ ャ ッ タ ー に j!i A幸する 1立 山 に 綱 入 リ ガ ラ ス ロ ) プロ ッ クaJlJi同l システム ; 1切 火 瓜 IHI J IUHj'i 装

その他乙柿 ｼ 切火戸 と ｬｩｩ ｊ ＧＺｾ 以上の ＧＱＧＱＺ 能を有するも ;町 を階日IJ 、防火| 止 IIlli)J IJ に 分 け て制 御 す る ンステ

の を 問 定 し て Ol . i l t したも ので、 l人jの り叫が 8 メ ムである 。 Ｑ Ｑ Ｈ｟ｪＧ Ｎｉ ［管当ぷ附 ｡ Ｂ ｬ ｬ 副 ｬ 、当ぷ附ｩＱｊ ｬｉ ｬｾｉ ｊ 、ｼ幼

ー卜 J レ以 下 の も の に |限る 。〕 と す る こ と 。 火 区 間a日11剤l予 が あ る。 比 較 的 大 j山見な主II 物に 手IJ

軒 高 即 』ナンパ Ｍ Ｑ に つ いての級 制胤ｾ

姥感知 Ｇ ｾｩｦ｡ 動 向防火ド Ｇ Ｎｴｰ てゆ ｉｽｪ 火 ｉｋ ｉ ， ｫ ｪ 1- ι 骨 ｉｉｾｾ は. そ

れぞれ別的強築物とみ〈与す.

ｬｦｩｩｦｬｬ 製品 ＱＱ による ｾｽｪ 火区 ｩ ｩｬＡ ￯ にｈＱＭ 、る ｾｽｪ 火戸

1)附f宜. ;1 

すス布る膏的11分部分に ，に立設けける HるVj 防火 J火3 .y s2. ) 耽3)抹川途与I、><:1ダIhj 川ク防ト 3スk ベ，; ー

.1'常則的判降機的設lli 免除を' : i けるために設ける防

火区間的目I}j 火戸

木造専のｬｊｬ築物的ｼリ ｊ 火 ｉＺｉｾ のｉｩ ｦｊ rl持11に設ける防火戸

避雌階段にj I f i ずる n¥入口に設ける防火戸

1)以内か均パルコニ - ) ( は附哨に ;mずる :11入 11 にJ止

ける tる11F入JJ 3uk 戸tニ，1設2け}バる防ル火コ JニE- X  は附引か 均時I立にi Il i ず

地下街の各構えごとに設ける ｾＩｪ 火戸

( 防舗と I布告車、市; 鋭と地下i丘)

姥

姥又

l主 批

俺

時又

1; 1熱

俺又

I H鳥

慨

姥

慨

ｾｆｊ される 。

ハ ) 行i ! J 11i.i1J;.- ステム; 1; 符 段 系 統 別 、 ま た は 令

目立 ← ・斉にｼ切火 ｉ［Ｈ Ｎ ｉＧ ｉ Ａｦ ｩ ｬｊ ｬＮ｜Ｇ Ｎ ｉ ｦＮ ｪＧｩ 装 ［ｾ，Ｇ を 制御する ｹ ステ

ムて' ある 。 比較的' 1 ' 縦校の 雄 物 に 平IIJHされる 。

制御システムの決定には、 ，建 物m校、 H/f. j立花

よ ぴJIl i主によリ 、 火災 11与問1の 拡 散、延焼、| 坊 11:

お よ ひ1出猟 1'..]( 附 な く 安 全 に illill f l ' できるよう充

分 な 験υJ が必 裂 である 。 また|切災. i . 止Wi は 、 火 災

の 際 に 峨 尖 に 作 動 す る も の で なければならず、

そ の た め H 引 の 制 作WJ! I!がm裂 であることは- : 1 '

う ま で L なも、 。

(註)l' ntb閉鎖笈 :11カ人 .J 守旧I i 卸等によリ ffi 絞例数が多〈弘

る場合には、1，;1時に制御すると，正訓tf千九tが大きく、¥u渇!1手: .(.

'jll 圧降下等を検.討する必3裂がある . この場介.fi 二人作動) ; 式

等によリ｜ｵ ｩ 原谷 Ｚ ｬ ｴ ， ｾｬｕ モ降下を少なくさせることができる Ｎ

( たけも とたぞうホ ーチキ u拍 大阪 J什 1: ｲ ＮＧ ｉ ，Ｂｾ肢 体 ｲ ，世，ＺＱ ＧＩ
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アースアンカー工法の

基礎知識

日本建築協会建材委員会( 担当 :金田 宏)

アースアンカー工法とは

アースアンカー工法は、欧州満開で15年はど

前より 1) 日発されたもので、アルビアルアンカ ー

( A L L U V I A L A N C H O R )、 グラウン

ドアンカー ( G R O U N D A N C H O R ) 、タ

イノ{， ' 1 クアンカー ( T I E B A C K A N C H

o  R ) などの名革主で11乎iまれているむのである 。

また、定着する J也悠によリ、岩館の場合を j必'1:;; '

ロックアンカー ( R O C K A N C H O R ) と11乎

ぶのに対し、砂・礁 ・粘土など の1断 i't 土砂中に

定 ＷＱｾｦ の場合、ソイルアンカ ー Ｈ ｓｏ ｉ ｌａ

C  H  0  R ) とH乎んでいる 。古止ifr はソイ/ レアンカ

ーの需要がt ; 1 大し、ア ー スアンカーとし寸訟は、

ソイルアンカーの意味に用い られる場合が多い

よう である 。

この工法は、地中深くに Ｇ［ｾｩ 大な低抗力を発律

するように工夫したアンカ ー をヂTfst し、引リ長材

を介してそれを壁または附i主物に閏定する工法

で、壁 A をささえる場合、干し B をあけて孔中に

P C 鋼紋または P C鋼体主ど の づ| 仮リ材を姉入

し、先端 C を注入したセメント ミル 7 またはセ

メントモノレタ j レ

で充填固化し、

それを反力とし

て段 A をD方向

に締めつけてき

さえるものであ

る。

図 - 1

アースアンカー工法はどんなところに

使用されるか

工法の説明では、分かリやすく目置がアンカー

される場合を取り上げたが、引 ｾｋ ら れる対象物

によリ用途は広範囲にわたる 。 ここで、アース

アンカーを仮設として用いた場合と、永久椛造

物として用いた場合に分け、用途をｾｬＺき出して

みると、つぎのような例がある 。

〔仮 設アンカー〕 山止めアンカー ( タイパ ック

アンカー) 、載荷試験用アンカ一、工事用クレー

ン基礎のアンカ一、各磁鋼紛の懸架用アンカー

など。

〔永久梅造アンカー〕 引対カの生ずるピルの鉛

直方 li' J アンカ一、各種の水平力とくに偏土圧を

受 け る 構 造 物 ( 建 築 物 焔 脚 ・怖台 ・擁 壁 ・山

止め工など ) のアンカ一、各H 鉄塔、護岸、 J也

とり防止工、地下タンクの底版など 。

図 - 2 は、最も多〈利用されている仮設山止

めのタイパソ 7 アンカーの- j;' lj である 。従来の

切梁支保工方式では、何段かの切梁を架けて山

止め壁を支持するため、地下での作業能率が悪

〈、また、山止め壁の変形を許すため、周辺地

盤の沈下・亀裂の発生を防止することが非ｾ［ｾＮに

むずかしいが、ア ー スアンカ ー工法では、山止

めｾをアンカーによ っ て背 Ｑｍ j也絡にタイパ ック

するため、 ｪ よい ｊ 踊 ｩ 削 ｾ ｉｬＺｪ における全 ｬ 百機械雌削

が容易となり、工WI の短縮 と省力化がJYJ 待でき、

山止め笠の変形、ひい ては周辺地悠の沈下も最

小限にとどめるこ とが可能である 。

また、永久構造物のアンカ ーのWIJ として、 図

3 は、熱海市錦 ヶi甫に控設 されたホテルニ ュ

ー アカオの場令である 。 この工事では、地災時

の，建物に )J ff わる水平力にわI し、建物をアンカー

によ って岩絡に定着する )J li' J がとられ、アンカ

1  1  1  ".". 1  7  . 3m 

II.Oml >> _ 一一-11 _.l 

' ! ' 約5. 5m I  

N=  5  

図 - 2

T  

図 - 4

橋梁取付部などの斜面安定

正
橋脚基礎の固定

吊橋ケープルのアンカ -

y 争

図 5

ーはお互いの干渉を避ける意味で、 図 - 4 のよ

うに打設されている 。 い っぽう土木工}J'; の例を

図 - 5 に示してみた 。

アースアンカーにはどんな種類があるか

アースアンカーは、地中に埋設される定着体

の構 ｪ 立と、引 ｉ ｊｬｾ 力を定治体からその周辺地主主に

伝達分布させるメカニズムからつぎのように分

けることカずできる 。

〔周 面摩 擦 型アンカ ー… … 加圧 ・i主入型〕

図 6 のように、定着体問而の明断抵抗を期待す

るもので、ハイ グラウトアンカー ( H C アンカー ) 、

↑  P S アンカ一、パウア

P C 銅線 ー ( U . B .  W ) アン

カーなどがこのタイプ

である 。現夜、日本で

のアースアンカーの 90

% 以上がこれに属して

いる 。

』モ J レタルに より

; 地盤をプレスト

+  レス L 強大な引

+ 抜力を得る

:  (脚 力)

図 - 6

〔支圧型 アンカー ー鉱 孔型 ・メカニカル型〕

この型のアンカ ー には、現場で ↑  

モルタ J レを棋充して造成するも

のと、既製の銅製定着休 ( アン

カーへ y ド) を地中に穿孔ある

いは打ち込みによ って設置する

2 つの方式がある 。 引鋭リ力は、

図 ー 7 に示されるように、その

突出苦11の接する地総の支圧抵抗

に依存している 。

〔複合型アンカー〕

上記の 2 つの型を組み合わせたものである 。

(1)  周而摩擦型+ 拡孔型アンカー

(2) メカニカ/ レ + 周面彫綴型アンカー

その他、特殊な例として、薬液アンカー ( た

とえは¥タ ックスアンカー ) カずある 。

( 支圧力)

図 7

タイパックアンカーの問題点

アースアンカーを計画すると、まず、第三者

所有の敷地および公道下に設置の許可がとれる

かどうかが問題となる 。許可 が得られても、利

用後不用にな ったアンカーの引張鋼材を撤去し

なければならないケースが多〈、アンカー工費

が5 0 %もア y プすることもある 。切梁工法と経

済性を比較すると、切梁長さが長いとき以外は、

アンカーを撤去しなくても、アースアンカー工

法が; 切り高となる 。 また、アンカーの設計には、

個々のアンカーまたはアンカ一群の耐力以外に、

山止め壁~掘削~アンカー全体としての耐力が

問題となる 。 すなわち、全体的な安定性の百十$'):

が必要である 。西独では、土質に応じ幾種類か

の標準的なアンカ一体と l 本当たりの設計耐力

があらかじめ登録されているそうであるが、地

層変化のはげしいわが国では現場、現場での検

討ーがどうしてもいるのである 。

なお、大阪のように被圧水の高い所では、ア

ンカー頭位置との水頭差もチェックしておかな

けれ 1; 1: " ならない 。

( 自主者 かなだ ひろし 大林組本版工務部工務課長 )
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昭和51年度・第 1 固若い会員の集い

なにわのかくれた

散歩道を歩く

一一一ディスカ/ { 一大阪・その 1 一一一

ぐーベキューをしているのを見るとおなかの虫

がさわぎだし 、i ' I 分 だ け か な と 思 い 周 リ を 見 岐

す と 、 思 い は い ず れ も 同 じ で あ る ら し L 、。 公開

がなお ｩｨｩ き、 ｊＧ ｾ Ｚ Ｑ Ｑｉ山公開 て ＢＯ ｊ 、 ｦ ，ｦ｜ Ｑ 上 。 ｲｊ￮ くから あ

る公開であるということで、税制ii され今 H のI也

! > < : 公開になったということである 。 JEf; にあり

比II !'I らしが紫 11 ， Ｇｪ Ｇ らしいが 、公 ｛ｾ｛ｊ ，協 のホテルの 行

似は Mとかならな い L の だ ろ う か 。

レ ポ ー ト
いよいよ，[; の例 公 ガえを 吸 い な が り 近代|司' {・ すぐとなりに大 ｩｬ 争 ｈｉ ーがあリ藤原家険の ｨｾ があ

の 光1Ui 契 ;'1' の 111跡、 I'J F ，牛! 伝にたど リついた 。 る。 タ| 場ヶ li: の I11 ; ! とを記し てる 。 時五1]I;t 5  11年j!I

ここには契ロl' が r，j'l1 を知l る人は. ( ¥のみ 、れ を知l

が のそよ ｉ ｾ｜ にさそわれて ｲ ，:' :j; It の，.，;，; の if 」 か る人 L あまたあらじとぞ忠、ふ」と伏 った、 lCi"l

ら現代にコ! " るま で 、 政 治 ・続出 ・文 化 の '1' 心 と j111毛流と、契 ;'1'の hI ; があ' ) r J j *，代| 任記」はこ

して栄えてきた ｲｾ ， ｈｴ のまち」 大ｼ坂 の 史跡、予を この 'jlQ災liij の 1I 111! t でかかれたという。ここは rpJ

現 代の ピ ル の 谷1/ :1か ら}o!. :l: そうと大| 仮 di がill ぷ 珠山 ｴｬｬ ＡＢ 心院ｩＧｩ ｾｪ が ＱｬｦＮ Ｑ かれ ているので 、機会を作

し つ つ あ る 「 史 跡joJ ! 給品・道の計 I'hi j の '1'の 1'.1111 リ十 ｲｾｾ 志したいも のである 。

子i ｪ 也コ ースに 治 って 、 ゲストに 郷 ｵｴＧｾＨ の ＱＱＱｩ 備 さらに ｩ 川市に「好色 Ｇｦｾ リ ｊ 」 、卒、 ｉｉｉｦ 人文 γ ーを

倣泌氏をお迎えし、必之ｻ ， Ｇ， の ｾ ｉｉ ;"少年会館を :1: Ｑｾ＠ 代表する fl lJ ｮ 告 ｉ ｬｬ ｩＧｻＨｉＧｾ の 泌がある ｦ ｩ 昭 ｩ ｩｩ 与 ーがある 。 こ

した。 の 誌は幸川 ｾＧｍｦ が Ｇ γ ー Ｇ Ｑ ミの ＱＱ 字 、 ＩＡｉＮｾｲ Ｎ ま併 の ｲ｛Ｇ よ り発

わ れ わ れ は 17少 年 会 館 西 fl!l lから ffj に lとlh!:; 凶リ 比したと いう。また ｛， ［ｊ 寺 には怜 ｈ βｬｅ の 中井 ， ｽｪｾ

まで払い、ている&Jt' j {Hl1 ・4J の 1'，を Jj ; ・いた 。 こ の hI; L ある 。

のi笠Jr 辺 は 日 本l定l.:l lの 「 っ た い イ， j をモチーフ ニの近〈に「刊十H附 心 '1' j の 11二折 、 武 IＺｈｾ 身

に し た ら め で と こ ろ ど こ ろ ア ス 7 ヤを思い tHさ の19，IJ作 家 j!I松1"1"': エ門の hI; が 谷間f ii1j の往物の

せるアルコーフの休だ! 所が設けられておリ、制 問 に 人 nをさけるように ill っている 。 こ i l  !.o II.¥， 

陪f と イ本と立 った ，Ｑｉ Ｇｾｬｩ￭ がされ て いる ということ ｦｾ の ｩｩｬＨ れとして、このまま ｪ 凶 ＧＩｪ ＯＡＡｊ ぎて 良 いむの

である 。 ｪ ｛ｊＡｲ｛Ｇこんしり とした 本 ｊｩｾ が ｬｽｩ， 卜 ーから凡 だ ろ う か ?

下 ろさ れ、 こiれL が4校2臣11時l時与代の剥紺制11川 越1中!ド1ド1守な:忠、 l興M叫』の この 辺 ，;川i作?均か、 ら引11汀I となリ 、 J伊F川ド院克がt弁宇;礼1、j派民に

1泌令せfリリ倣汝にあつた 1対|ド- 戸と μ、えら tれL る L のてで、 」犬と人ガ H別|リl れて 1集i長H似f白i している 。 こ1れL は大阪h城虫の|防り坊iパ1術街t紛線』車{と

ラ y ヤの f名1とと L に1戦iド減l虫則iQI 王111年代の '1三き }J が 11 にう な リ、城 ｉＺｉ ｾ としての守一間 ｉ であリ 、 ヨーロソパ、

か ぶ よ う で あ っ た 。 '1'1"1の di l 止をマi ' るための城 I: ，t と大きく区日IJ され

またこの ililmJ 協の公 1.:<1 で は 、 以 がi尚Il Hで 、 思 るむのである 。

って L み な か っ た 花 見 ができ 、 史 跡の 継 ぎ に r 1'1 その途 rl' に，:':j i lt神 社 が あ る 。 ニ こ む 肢 が1，制作l

!/とからの 日本の 似 」と、なんとなく | 刈米; めいた で 、紋日 が Ilf lかれ ていて、 大分少いたことむ あ

らのを! 長じた 。 って 、タコガt 、お でん、!f で )J 担ごしらえをし 、 し

U: 劫1:; 凶リでj些J州立は j金切れ、 どんどろ 大山li を li し休必した 。 尚子; に あ る の で 、 Illj }; の )R "'Il が

絞て、卒 中 ＱＱ 山 公 ｉｾｉ . . ; - j ' ，はまた似がi，:I.iJ)f. 1で化 l吹，; ' J i ll ，'l らしく 、こ んなところがあったのかと 改 め て、

の r[ J を う き う き し て 歩 い て い る と 、 ふ っと JJL:ム l干の 人の J由形の j1l1び }; を' 'j: んだ次 第 である 。

にむどされた 。 lift 々に| 用まれた r[' におびただし この 後 jlI '松["1 Jr: エ門 の r '1=. 1' .心r[' j の i母子; と

L 、数の Jj ｨＧｾ である 。 ｼ裕司 ｉ 墓地と のことであ っ た 。 な っ た 、 生 1EI J *f tH 1: をjlfl リぬ け 、お .... ｉｊ ｾ の紋＼ r[' 

ふと敗戦時の記憶、がよみがえり、 in( されるまま を 、山 天ｊＺ ， Ｇｆ の 別 ｬ 完ｊＩ ｴｦｾ 院 へと ｬ￭ ，川、 っ た 。 愛染

に生きている 1'1 分i ' I 身をはずかしく思い、心の lり11ニをまつるところから愛染立としての :r， がよ

'1' で冥払i をtJ 'rった 。 こ こ の 公 開 は 終 戦 後 地 必 の く主11 られている 。 局内の多' j U 誌は位毘禿 Il; の Il}

強 い 製 法 で阪 の 本が村l えられて今日に 至 っ て い 処 したもので 、 dil 人Jllil
'
i の ill 造物て。ある 。 7 月

るということである 。 化 ｬ 吹 ｬｪ の Ｇ ｉｊ て ぺ家 ｬｩｾｪ ｯｊＡｩｌ で l 日の愛染絞め r IJ，えかご」もまた イi :r，である。

日祐樹給

制 Jや"'A判

。 酔 ｾ ｾ喝
、 ｾＱＹＧ｢ＮＴ ＮＱ。
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くで夕 陽 がみられ た らさぞ美しい t: ろうにと 思

いを伐し、 102j 止 の 石 段 を 除 リ 治 水 寺 へ li'J i J ‘ っ

た。 この jll .，:，1，は急坂が多 〈、i卓ぜがきさ、 .'f

IIIf の '1' にある のと 、 深 い 紋 に つ つ ま れ て 綿 ち つ

いた独特 の雰 ｪｊ ｾＱ ｾ｜をつく ってい て、大阪 では ｩ Ｇ ｩＺ

'1'( 主.rJ)jrJr となっている 。 i，';7Ic'f' は J;': nJ lの 治 水 、'f:

を技し、 VHi'¥'i 式をとっておリ 、凶) ; へ の i卓引

がよくさく 。 上よＺＧ￭ ｬ 付には主 ｮｾ の 沌と ＱＱ 手ばれる ｟ ｾ iJI( 

の 沌 がある 。 今 日 で ら 沌 に う た れ る 人 の 姿 が み

ら れ る そ う で あ る が、こ の 日 は そ の 士必 I(Uにぶつ

からなか った。 隣あって r li":+1ーの 清 水」 が あ る

が、 i干の r ，水の つ む 今 li i! J i L て、f干の 1(lj ，拶は

な L 、。 引い IJ ! .をづ |きずって終点安かHl jI十1:につい

た の が 511，J 少しまわった時刻l で j ' WI ヰ= 付の M: ml

の地 をllil主に解放した 。 大部分争]1めて jlfl ったと

ころで、 4 km くらいか主と 忠、 っていたら、 ) j Jj;、

，1I では 10kmJ r い て い る と い う こ と で あ っ た 。 42

かなほ ￦ の ＧＱＧ て ＢＧ Ｑ 三 ｾｉ￭ ｩ し 、い つでも ｮ けるという

公 安 き が か え ってIJ ! . を述 の か せ て し ま っ て 今 ま

できている 。 これを機会に di l( としての j. '1任 か

らむ、 ｯ ｴ 世Ｚ を似リ ｪｧ ってみる必ＮＡｾーがあるのでは

な い だ ろ う か。

，ｴ［Ｚ ｾｲ ｴ ながら 、おいそ がしい ｲ｛Ｇ を 、 Ｑ 土 Ｂｾｉ 付 し

て下さ つ だ尚焔ｻ，ｪｾ泌氏 に厚くお 札 ＱＱＱ し ｛ Ｇ，げます 。

日 時 昭 和51年 4 月10日( 土)

集 合 13 :  30→解散 17 :  30 

ゲス ト 高橋敬蔵氏( 郷土史家)

参 加 者 21名

Ｈ ｩ 庄司ｩｉ， ｾｶｬ r  ，1己)

行 程 13 :  30→ 14 :  15 越中井戸 真 田 山 公 園 ( 休憩)

14  :  30→ 15  :  30 円 珠 庵 井 原 酉 鶴 の 墓

近松門左工門の墓・高津神社

(休憩)

15  :  40→ 16 :  30 生国魂神社・愛染堂( 休憩)

16  :  40→ 17 :  30 清水寺増井の清水・安居神社

懇談の後、解散



日本建築協会

月間の動き

通

昭和50年 6 月分

件同

吊 車告

L>、

: D< 

29 日 41時半 - 4 時40分於会館! t 会主

出 席 者 塚 本 会 長 ほ か 19:1' ，

正義 Ｇ ｊ ｾ ¥1)昭和50年度予業報侍水認の (' 1'

(2) 昭 和50年 度一般勘定並びに会館特別勘

定収支決算報告承認の件

(3) 昭和51年度一般勘定並びに会館特別勘

定収支子 rl: 承認の ('1ニ

定 時 評 議 員

29 日 4 時 - 4 時 半 於 会 館 集 会 宅

L>‘  

: D< 

n¥1市者 野々村評議只会議長ほか 16，: 手議只

委任状231"， 計40:1' ，

理 事 出 席 者 塚 本 会 長 ほ か 6 1"，

議 事 ( 1)11召相50年度予業報台i f . : 認の件

(2) 昭和50年度一般勘定. J E ぴに会館特別仰J

定収支決算報台 if;:i'a. の1'1二

E里 事

23 日 4  11，¥' - 511寺 於 会 館 集 会 主

!I¥J 市者 塚 本 会 長 ほ か20名

設 が (  1) Il s初50年度事業報侍承認の件

. 6.  

A  

(2) 昭和50年度一般勘定並びに会館特別勘

定収支決算報告i.f;:i'a. の件

(3)r 鉄筋コンクリート 椛造物の耐浜安全

性 」議TPl 会|非H佳の( ' j :

ＨＴＩ 処築工 Ｇｊｾ 実務講習会開催のＨＧｪＺ

ＨＵＩｾＺｪｊｾ 建物周辺の ｊ Ａｬ｜Ｎ の Ｑ ＧＱＺ状議 ｩ Ｚｊ ￭ 会開催の

イT

(ω附6ω) 白事jι L吋す務' U同uH職哉貝上j期9切1，賞凸与支給の( 件牛

(7) 怨 築 4 団体夕、Hi i r特別公IJfl 文化説座」

Ili Jf iJ; Ｇ ｊ ｾ 後承認のＨＧＱＧＮ

(8) 入退会者i f . : 認の ('1

ＨＹＩ 報作。 ｊ ｾ 項

編 集 委 員

9 月号特集第 2 回編集幹事会

1 日 6 時 - 81時 於 会館 ! t 会宅

. 6.  

: D< 

ｮｾ 席者 J¥i f[1 ｾ夫 、紙野住人、多 ｍｬｩｩ 主、片岡呂

之特別幹事、 中村委員長、荒木幹 'J';

ほか 5 1"，

議，)'; 9 月号 r ! t 住{ 本のハードとソフト」特集

の企画

委員会

2 日 4 11キー 6 時 於 会 館 集 会 宅

出席者 中村委只長ほか 6 名

殺 事 (1) 7 月号= 工場建築の設備特集経過報告

(2) 8 月号= 鉄骨・構造のジョイント特集報

LIニ

"  

(3) 9 月号= 築住体のハードとソフト特集

( 仮称) 報告

(4)10月号施工材料特集の件

(5)1 1月号第23回背年技術者特集について

(6) 作品作風小委員会報骨

(7) 投稿欄小委只会報告

ＨＸＩ 日本怨築協会創立 ＶＰ 周年記念 Ｇ ｊｾ ［ｻｦにつ

議 事 (1)上 野陣 ]. j :作成の募集規定案 の検討

(2) 審査委只長の選定、そ の他

講習会小委員会

4 日 511寺ー 7 時 半 於 会 館 3 階会議宅

出席者 佐々木両 Ｑ Ｑ 委只長、 小 林幹 Ｇｊｾ はか Ｒ ｾ 町

議事( l ) r鉄 筋 コ ン 7 1) ート 情造物の耐24安 全

性」 泌科会企画について

ＨＲＩ 怨築工 Ｇ ｊ ｾ 実務講習会企画について

(3) そのほか

「鉄筋コンクリート精造物の耐震 安全性」講

習会打合会

いて I  11 日 511寺ー 7 時 於会館 31港会議宅

広告企画小委員会 I  !l¥席者 山 IJI 捻氏、佐 4 木両IJ 委民民

9 日 4 11与- 6 11寺 於会館集 会己主 |  議 ｊ ｲｾ サプテーマ、趣旨 、講義時 II¥J その 他 打合

.':I j 席者 中村 委μ 長ほか 5 名 |  わせ

殺 事 (1) 6 月号lム骨収支報告 |  第22図工高生デザインコンクール募集規定作

(2) 7 月号「工場往築の設備」特集、|弘Jj主広 |  成の会

十号の <1] tl¥J報 特 I  17 日 311寺 - 711寺 於会館集 会宅

(3)8 月号広管企阿 |  出席者 側山 寝台委只反ほか審査 1P 名

(4) 9 月号広合企画 |  委μ 会斎藤高IJ委只長ほか 5 1"，

施工材料特集編集幹事会 |  談 Ｇｊ ｾ (1)工 I:71生デザインコンクール募 集規定作

11 日 5  11寺- 711寺 半 於 1 1渚制策宅

出席者f ｊｩ長田幹 Ｇ ｊ Ｇ ［ 、Ｑ￯ ｾｌ 1 i 塚両一委r. t

議 事 10バサ地工材料特集の企阿

Ｈテー Ｗ と執 ｾｉￌＺ 者の選定 Ｉ

8 月号「鉄骨構造のジョイント」特集執筆者

共同討織

11 日 4 時 - 611寺 於会館集会己主

出席者 ｾｮｬｾ 斡・ ｊ ｾＮ 前川ｼ場一氏、林盈 Ｙｪ 氏、

旧中 一屯彦氏

議ZJ'; 8  JI ｾ号「鉄 ｦ ｩ 十位造のジョイント」特集に

ついて打令わせ

作品作風小委員会

14 日 4 時 - 61時 於会館 31階会議宅

出席者 大辻/，¥11委只 iミほか 2 1"，

議 事 7 月号作品のf ' I :

計画分科会

17 日 6 時 - 8 時半 於会館 3 ｾ皆会議宅

出席者 荒木幹・ ｉｾ 、多占月 ・ 紙型ｦＧ Ｎ j[i:'[f f' . 杉本;

特別件 ・1'; ほか 6 名

議 Ｇｊｾ 3 月号計画特集に予定の「ニュータウン

のフォロー」についてーその企画の} . t . 体

化一

投稿欄小委員会

22 日 411寺 - 61侍 於会館3 ) l 管会議室

出 席 者 芝 山1.¥11委只長ほか 3 1"，

議 Ｍ Ｇ ｉ ｾ (1) 7  n号投航、新入社μ の版" の ('1二

(2) 9 月号以降サ - 7 ル紹介ンリーズの {午

(3) 委員si : : 1- tの{牛

10月号施工材料特集編集幹事会

23 日 51時半 - 8 時 半 於 会館集会主

!HJ市矛f ｬ ｩ ［長 田 幹 ・ ｉｾ 、赤尾 特別 幹 事 ほか Ｔ :1' ， 

議事( l ) 10) - J 号= 結筏防止対策と断熱材料

(2) 特集の具体化

(3) 特別広作企向

教 育 委 員
. 6.  

: D< 

1 日 511寺- 7 時 於 会館 3 階会議室

出席者 r.i.i藤原11委長長、 上 野 ・組田 幹事ほか

2 名

成について

(2) そのほか

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

D グループ打合会

7 日 4 11寺 - 6 11寺30分 於 会館集会常

出席者 樋 口幹 ι1'; ほか 3 :1' ， 

議 事 (1)No.56号 (11 ! i 発行) の企画決定

(2) そのほか

事 業 委 員
. 6.  

ヨZ

建築家のためのみどり学習会現地調査

11 日 12時半ー 8 時 於 京都 ・上 賀茂がi 密林

出席者 ゲスト伊佐義朗氏、 森下副 委員長

ほか 6 名

第 5 図「みど り」学予司会打合せおよび「樹

の話」シリーズ現地観察

広報小委員会 P R分科会

11 日 6 時 - 911キ 於会館集会主

出席者 ＱＱ［ Ｈ 弘 主宅ｆＮ、佐藤幹 ｽ ｊｾ ほか委以 Ｒ ＱＢ ，

議 事 (l) r 大阪 ' 7 1レビル」の写真展示報管

(2)r 街を紋に (6) J の写 点展示企画について

(3)10 月以降の写点展示について

(4)/民主-f，ショーケースの移動について

歴史的環境保全を考える打合会

14日 正 午 - 2 1侍 於 会館集会室

出席 者 千 葉 主 査 は か 2 名

議 事 ( 1 ) 当日のスケジュー l レ及委貝の分担

(2) その他

都市と水打合せ会

9 日 2 時 - 4 時 於 大阪 府庁別 館

出席者 ゲスト 八木常 美氏、椋本宏氏

他国主査ほか 3 名

議 事 (1) 第 l 聞の企画全般について

(2) そのほか

建築と音楽企画分科会

21 日 6 時 - 101侍 於 会館 3 階会議室

出席者 特別委員 中島氏、大久保主査ほか3名

殺事 (1)スケジューノレ、その他 の立案および続

過報告

(2) その他

住築と社会/ 1976年 8 月号 41 



住 宅 委 員

. 0.  

:z:.. 

委 員 会

14 日 51時50分 - 711寺於会館l R 会計

lH席 者 小 ji Ej '委以 u ほか 12?' ，

殺事( 1 ) 住宅展の 1'1"-

法 規 委 員

. 0.  

:z:.. 

委 員 会

21 日 311寺- 5 時 於 会 館 集 会 宅

，'1'， 1市者 泣 干 ' ，'(;ilj 委 WL t l 1 か13?' ，

泌 が ( 1 ) 本年伐のとりあげるべき球児1 i

(2) 法令コーナーの ('1

建 材 委 員

. 0.  

ヨ玄

委 員 会

25 日 5 時 半 - 8 1時半 }j 千会館集会主

出 席 者 山 111 '安lH と、牧 FEI '  ｊ ｃ 木Ｏ ， Ｇ ［Ｑ Ｑ 委 ｬｾ 以 ＱＱ

か 7 ?" 

議 Ｇｉ ｾ (1) G R  C について( 第 2 凶)

( 2f 新@ 材初介コーナー J 8  J - J 以降j l H在分

について

(3) 41¥築材料協会との懇談会 1，[11ii ι について

(4) そのほか

出 版 委 員

.6、

:z:.. 

委 員 会

30 日 5 1時 半 - 7 11寺半 1i ' : 、会館集会宅

，'1' '/市者 小林委μ i 毛ほか 6 ?" 

i議 '1'; ( 1) 技術 j:i m・アンケートをもとにして、今

Ｑ 去の ｴｬ ｕｾ ，反， ￬ Ｑ 両

(2) そのほか

若 い 会 員 の 集 い

歴史的環 境保全を考える

19 日 l  時 - 4 時 半 於関電大阪南サービスセンタ一

端 nfli 神戸市教行委員会社会教行者1I主 斡

工 学 I専士 坂本11事比古氏

参加者 40?' ，

見 学

4 企h

:z:.. 

京都醍醐寺収蔵庫建設工事と名閣を見る

26 日 211寺 半 - 5 11寺

参 加 者 26?' ， 

ｊＩｴ ｾ Ｍ ｉ＠ 大江宏，建築事務所

地工 的水怨設株式会社

特 別 公 開 文 化 講 座

日本建築協会 ほ か 3 団 体共催

テ_ ，? = r現 代 建 築 大 阪 ・ ニ ュ ー ヨ ー ク 」

出席者 リ千ヤード ・7 イヤ一氏

向 井 正 也 氏 機 崎 新 氏

iilf 辺 聡 氏 中仏 龍 彦 氏

15 日 61時 半 - 8 11寺半 於|剥屯ホー J レ

聴 講 者 約1 ，000名

建 築 6 団 体 会 長 午 さ ん 会

7 日 正 午 - 111寺 半 於 大 阪 ガ ス ビ ル 食 堂

.'H席 者 塚 本 会 長 ほ か 17名

42  

建 築 業 務 基 準 委 員 会

11 日 2 時 - 411寺 於 M本ill 築 学 会

出 席 者 山似正次郎委 ｬｾ ほか

議 ＧＱ｜ Ｚ往築業務 ｊ ，ｾ i¥f¥原 案 作 成 委 W会 報 伴";1;- に対

する質問芯見交侠匂について ( 1日ilnl 継続 )

建 築 フク フ

朝 食 会

8 日 81時- 9 時 半 於大阪グランドホテル

参 加 者 69?' ， 

当日は ｊｃ 大阪大中教授新 ￬ｬｴｾ ， Ｇｩ 氏より ｦｊ 設反と

辺、:t!; lJ ( 彩、の史観 ) についてお活をイ，;J った 。

役 員 会

23 日 211寺 - 3 時 半 於 会 館 集 会 主

出 席 者 塚 本 代 表 八 十 J:/'j )1f ，ＺｾｾＮ委 ｗ 長ほか Ｔ

?" 

清水建設小山所長から説明を受ける

議 Ｍ Ｇ ｉ ｾ (1) 8 月以降の講師について

(2) 講nfl iの 謝礼 について

(3) そのほか

6 月 の 入 会 者 ( 骨崎、目的

〔例人会以 361' ，)

相JJ )j( 険協l イi Lと
平; 安1庁キリj

j)町長 .I{ 日目 1i ｊｾＨ＠ i羊ー 」ニrf' II 

大 附 験 r ffl 木 雌ー ｾｈ ｴＭ J;且犬

Ｑ 百 ｾｴ 博/，)i 粥 l人l 三郎 {主竹 十日夫

』反川 1;，.) ＨＱ 沢 ， ｍｾ 千九i 世l

多田 ｾ ｴｦ＠ ｾＱ＠ 武 川 政 史 竹l勾 lil:，.]

野村 J主人 " 々村和祁 林 他

林 fii 彦 1弘 三次 久光 ，ｉｾ、 ｪｪ ｦＮ

n' i';ノK 敏 9J 藤沢 "三粍l 藤'1' f弘光

fi ，n'l1 1'[，止、 '/;' ;城 '1' 刊日 Ｚ＿，ｾ介

山中 jfi = .ー 楠山国 ｧｾ 'i !f 回 恭 之

波快干1J 1i ' 政m 図博 波i旦敬次郎

〔准会員 l 名 ( 氏名省略 ) )  

111 11 111111111 1111111 1111 1111111 1111 11111111 11 111111 1111 1111 111 11 1111111111 1111 11111111 1111 1111111111111 11111 11 1111111 

建段中の仏像収蔵庫 重文 ・仁王像

. 病院建築に関する研修会

(大 阪) 会! UJ 昭和51 年 9 月 16 日同 ・17 日(剣

会 場 大 阪 科 学 技術 センター

第 1 日目( 9 月 16 日・木)

わが国の病院/ 浦 良一

病 院 建 設 の 企 闘/ 浦 良一

病 院 建 築 の 全 体 計 画/ 背 木 正 夫

病 練/ 池 田 有 隣

外来診療昔日/ 池田 有隣

手 術 部 / 小路 一 正

第 2 日 ( 9 月 17 日・金)

I C U ' C C U/ 小沌 一正

放 射 線 ・核 医 学/ 伊 藤 誠

検 査 部 / 伊 藤 誠

設 備 計 画 / 大 場 ftl J夫

事 例 研 究 / 荻 原 正三 長 沢 泰

〈公開 ・来聴歓迎〉

研 修 会費 ￥5 ，000(会 員 ) ・￥7 ，000( 非会員 )

資 料 集 ￥ 1 ，500

共催 日本病院建築協会 ・日本建築学会近畿支部

後媛 日本病院管理学会 ・日本病院会 ・日本建

築 協 会 ・日本病院設備協会ほか

( お申し込み 日本建築学会近畿支部 1  

Te l. 0 6 - 4 4 3 - 0 5 3 8  /  

国昭和51年度設計監理委託契約参

加資格審査( 第 2 次) の実施につ

いて

11tH日51年 度 の 大 阪 市 建 築 局 に お け る 設 計 院 理

委託契約に参加を希望するものは、所定の審査

I! l ji !i' J: r - および11付属書類等を 9 月 4 日から 9 月13

日までも2出し、審査を受けなければならないこ

とになっています。詳しくは大阪市 4建 築 局 住 宅

苦11M務課調達係 ( 電話0 6 - 2 0 3 - 2 1 51 ) へ お 問

い合わせ下 さい。

( 注) 主な 抜 出 恐 類

rj l市1 3、身分証明書、営業経歴性、納税証明

舎、法人登記簿謄本、定款、決算報告書、登

録証明、印鑑証明書、取i歴書、その他詳細は

111111111 11 11 111 11111 111 11111111 111111 111111 111 11111 111111 11 11 111 11 11 1111111 1111111111 111111 111111 11 1111 111 1111 11 1111 1  

用紙交付の| 療に指示する 。
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新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式曾社

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生悶区北長狭通 4 ー 1 (英和 ビル)

fE話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 l吉 大阪市北区絹笠町50{ 堂ビル 51; 皆 502号室)

fE話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市五介区八幡通 1 - 5  ( 屯話221 2923)  

師 側 1)刀k には 奥 山 式 特許 絶縁工法 を

骨 ＷＱｩＭ 問ｾ帯

本 社

大 阪 出 1*所

名古屋出 ';i i所

札 脱出 Ｑ ｊＺ ｾ 所

ミ) 苧 ヲ q イト

東京都中央区銀座 8 - 4 - 1 1 ;Il Mi  03(571 )2703- 4・2370. 4064. 0264

大阪市部品区都島中通リ 2- 3- 1  屯訴 06(921) 2 4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  Ｇ ，ｉ￪ ｾ Ｑｩ＠ 052(811 )  3  6  6  0 ・3 1  0  4  

札 脱 市 中 央 区 北三 条来問丁目 '，IeJIi 011(231) 7  5  1  1  

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社

本初 : 大 阪 市 東 区 I，Fi j 停 町 1- 12 日生ビ J レ 宮 ( 943) 6571代 表

東京 ・ 相 ｩ 浜 ・ 雌 岡 ・ ｾ ｭ 山 Ｍ 水 戸 ・ 浜松 ・ 岡 Ｑ ＱＱ ［Ｎ ｦ Ｇ 名 ￯ Ｑ ￯ 屋 ・ Ｑｍ 山・ 大山 ・ 京 者 Ｑ Ｑ ・ 場 ｬ ・ 神 戸 ・ 広 ｪ ゐ ・ 福岡 他 全国 主 要 都市

4 3  



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

φ 郡朝日三業社

本 社 東 京 都 港 区 芝 松 町 1 -25- 7  屯 話 ( 434) 6171( 大代)

大阪支社 大阪市淀 川区1m島 1 -58-59  m昔話 ( 302) 227 1( 代)

文 民 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 向 ・ n ¥¥岡

営 業 所 望11 路 ・函 館 ・盛 岡 ・横 浜 . ，ffl 岡 ・ 京 郎 ・ 神 戸

給 排 水 ・衛 生

Hま 冷 房 . f央 公 設 計 胞 工

去 五 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町r - '，!L，;，ri 大 阪 372J 07151( 代)

)j( r.!I， li 点 山 区 大 和 大 路 正 而 b レ' ，[ i ，l，fj 京高11561局4944( 代)

事 " 戸 市 生 四 区 下 山 手 通 六 / - ' ，G: 訴事¥1戸 341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 社 太阪市西成区江戸崎1 . 1- 60 干550 '，!L"f;( 441 )8231代表

支 庖 大阪 ー東京 ー名古昆 ーf111F7 . 金 沢 . JZ}; ，'j '  h'，; 岡

営難所 札幌 ・新潟 ・岡山・高松 ・熊本

出張所 蛾問 ー秋田 ー機浜 ・静岡 ・日山 . t ，i! 1 ・12凹

京都 ・神戸 ・鹿 児J:.'j ' J.郎新

空 気 調 和 設 備

各種送風機 ・風力輸送装置

給排水衛生設備設計施工 設計製作

空調機器類 ・公害防止装置

各種プラント設備

⑪ 締武舎社，，: ' 4J P. シ

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁 目 3 T E L  ( 672) 1281( 大 代 )

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・京 都 ・広 島 ・福 岡 工 場 和 泉 ・名 古 屋

テ レ ッ ク ス : 本 社 No. 562- 7688 和 泉 工 場 No 538- 5898 

園給排水衛生 田冷暖房

・空気調和設備

. そのイ也管工事一切の設計・ 施工

( 111 t首藤久苧・1'; 務所)

⑮ 斎 久 玉 業 株 式 会 社 大 阪 支 定

大 阪 支 広 大 阪 市 北 区 常 安 田J l l 電 信 06- 443- 5041 聞

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 会6- 2( 日 本 ビ J レデング)

電 話 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1附
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営 業 所 札 税 仙 台 ・千築 ・名古屋・金沢 ・7."li松 岡山 ・板間

出 ｾｉ ｾ 所 福井 ・ 倉敷・広島 苫 小 牧

E主気窃司和宣生イftii

給 排 水 .f.1'I 生 水 道

気 設 備

l百 房

三 機 工 業

ム

環 境 術 生 施 設

荷 役 巡 拍 投 機 械

化 学 鉱 山 機 械

22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 nrJ 

取締役支1苫長 藤 田 初 裁

大 阪 rH点 区 北 浜 2 丁 目 2 2 帯 地 1l L新 大 阪 ( 202) 代 表3071

本 所 東 京 日 比 谷 =- 1.1ピル

文 J山 名 古 属 、 制 問 、 札 牧 、 1ム ，: 品、仙台、北脱

出 版 所 呂町浜、高松、的問、目立 UI 、 岡 山 、 金 沢

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

⑮ 三 建 設 備 工 業 ヰ 結 審 社

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 幌 町 6 5 番 地 電 話 ( 352) 11 3 1  ( 代 )

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 蝋 殻 町 2 - 22 屯 話 ( 667) 3431  ( 大代 )

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 脱 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・償 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。樟式会社

.... ー

-

-‘ 

発 空 調

東京本r . t i 東京行11新宿 区内新宿 新宿住友ビル 屯 話 03- 344- 1911

大阪本 l苫 大 阪 市 北 区 日 III 町 16 番地' ; 1 1 : 話 06- 363- 1371

支 l汚 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 } ，-.¥町 11 - 2  "ι 治052- 581- 8571

広 J:h r打 紙 屋 IHT 1 丁 目 2 番 22 号 泣 訴0822- 47- 4535

縞 岡 市 rJ' 央 区 大 名 2 丁目 4 番22
J

'7 屯 活092- 761- 3795

tB Ｇ［ｬ ｩ 所 横浜・偏 ｾ ｮ .京町11 神戸 ・松 江 ・i'j' 縦

一一冷・ 暖房 、衛生、 機器 配 管 、 設 計 施 工 一 一

⑧ 
株会社式

、J三同主

7j く エ 業 所

.-j>: 11: ) ( 阪市大淀区 i軒浜田r3 丁日 14帯地

干 5 3  1  '，lL ，/j 大 阪 (372) 2  8  5  1  ( 代表 )

!lUjO: 支1，1; *点打11中央! 正八丁ぬ¥4 丁 fl ll 得 7

J

}

〒 1 0  4  ( N' 谷ビル )

"正 J 見ｾ J; O: (551)  8 0 4  1  ( 代 表 )

ｈｾ＠ ｾｕ 所鳥取 ・ ｉｮ .'.1!， ' 字仰下. ; . R  Ht 

1:: ， m . I' !o'， Ｑ 司松 ｕｉ ・ ｴＮ ｾｪ 怯

著書新日本空調株式会社

大 阪 支 j市 大 阪 山 北 区 な ):，'j 浜i I. U 1  - 2  5  ( 新 大 ピ J レ)

'，[e，;f; (06)  344 - 6  0  3  1  ( 代 )

本社 * 京支出 点京都，' ，央区日本続本石町4-2( 三井第二別 館 )

'，[e，if; (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 市 凶 ・九 州 ・ 広 J:.'j ・札 帆 ・3紅 海 村 ・北! 培 ・大 分

空 気 調和 衛 生 設 備 / 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1- 1  4  T  E  L  06- 441 - 5  17 1  

支 j吉 東 京 ・大阪・名古屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・横 浜 ・静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑧ 精 研 ; 告m繍 罫 畳 程

ノド tJ 大阪市南区 J U世田T3喬丁68接地( オートセン Pーピル2陥)

郵便番号542 ｾｬｬ 訴大阪 Ｈ ＰＶ Ｉ 768- 5  0  3  1 棒

ＪｊｾＨ 託業所 J在京都千代 111区九段南 2丁目 2番 5 号( 九段ビル 8附)

ｾｱ￭ｦ 山森 ｾｽ ｬＰＲ " 正論東京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 捺



商昂は空気です。

¥f r -
熱 と 空 気 の エンジニァ 一一←

韓 式 全 社m側

主ー し / 大 気 茄 土・宮. 哩自 ーーー・ーーーー

空 気綱相li <a 18，鼻水循金 li <a ｾ終段

0・ 公司E紡止問> 11愛備の 鎗1I 製 作 施 工

本 社 東京支庖 車軍部新宿区西新宿ト6- ' 官03-344- 1 8S'( 大代) 大阪支庖 官。6- Z03- 37Z1 ( 大

代ｽ名古屋宜庖 宮 ｏｓｚ Ｍ ｚＢＭＧｓＳｓＨＨｾＩ 九州主庖 古田 2-431-引 旧 宮 候 所 札 幌 仙 古 惜，兵 ・広

島 押戸 出 張 所 新品・企R 大宮 ・帥岡 ・盟国 ・京 都 岡 山 松 山 間 本 ・鹿 児 島 沖 縄 ハ 〆 コ ク

温・湿度調整装置、 暖房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 地 工

第一工業株式会社大阪支庖

阪 市 北 区 日 田 町 3 0  i包 括 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代1

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3- 3- 1( 新東京ピル)

'¥] l 話 ( 211 ) 8  5  1  1  .  8  5  6  1  ( 代)

仙 台 支 1苫 仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

i : t L 話 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 民 支 庖 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

n L 鰭 ( 971 ) 3  6  2  1  

一 般 空 鯛 段 備 ・恒 i息十j[;，Ii 段 備 ・冷 凍 冷 蔵 設 備

冷 却 乾 燥設 備・ 環 境 改普 段備 そ の 他上記 に 附

，園、ー 帯 す る 衛 生、電気 等 一切 の 工 事 の 設 計 ・施 工

ｉｾ イタ布牢 ｕ アラシト繍ヨ Ｘ ね
芯ち宗子 取 締 役 社 長 北 川 一 郎

本 社 大阪市大淀反 中山本i J ! I I T r l 2 格 I也 ホ ー コ ク ピ ル

干 531 fl1: 1.ri  .k l仮 ( 06) 372- 5171( 代琶を)

支 f苫 東 京 行日中央 区 n 本 締 本 町 3 の 1 ;Jも l百l ピ ル

干 103 電 話 点 点 ( 03 )242- 5521  ( 代 表 )

営 難 所 福 岡 ー 名 古 hl .  /:;: /: ，¥ 札 帆 ( ，11 台

空気調 和・ 衛生設備

ガス設備 ・ガス住宅設備

大阪ガス指定工 事会社

設計 ・施工

大阪ガス設備機器特約底

。
大 晃 設 備 株 式 会 社

(  I日三晃空調瓦斯工事部)

本 社 大 阪 市 北 区 木 幡 町 3 4 ー 2 'll!.話 06 - 313- 1846

Z &占 霊 祭 大 阪 市 北 区 木 幡 町 3 4 - 2 電 話 06- 313ー 1846

Z  Z 占 主 祭 枚 方 市 叩 斐 回 東 町 9 番 3 号 電 話0720- 49 - 2128 

設 備 部 大阪市北区木怖町 3 4 - 2 電話 06- 313- 1846

1T mtR 総出 枚方市叩斐出来田J 9 番 3 号 泣 話0720- 49- 2128

H丘 . i令υJ - 空会訂t1J」んν2訓JlJυ1

回 設 言訂| 地 工

高 砂 烈

品主4

-← 

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 芝 田 町 55 番 地 ( 北 阪 急 ピ ル 9 階)

屯 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代 表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

く m堕型里コ 空 気 調 和 設 備
Z 凡計施工

換気 ・除塵設備ロ又

東 洋 空 襲 工 諸 制 儀 式 会 祉 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 京 町 場 4 丁 目 T E L ( 433)  8 0 7 1  

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

支 庖 名 古 屋 ・ 傾 向

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

お 25西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電 路大 阪 ( 458) 3531番

営 業 所 京 都 ・広 島 ・天 理 福 岡

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

桝土及京都支底 京 都 市 南 区 西 九 条 22 回 町 2 0 番 地 の l

'OlL話 (681) 5 1 0 1 - 5  夜 IUn
l

宇用 (691) 1045 

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37( 天満橋北詰 )

mJ 1i ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日市 支 底 凶 日 市 市 浜 田 酋 末 広 町 電 話 ⑧7431- 3  

滋 賀 営 機 所 大 津 市 打 出 浜 13ー 15 電話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

津 営 機 所 津 市 栄 町 2 - 1  1  1 電話 0592 ⑫ 3 6  1  0  

<i"'O> i舎 町 震 屈 割 夢

キー........
Ｍ・・ ｅ ・ ｆ 司 ＺｾＺｈｾＺｉ

③同議場結芸iE

@平山互業株式会社

大阪市西区江戸属通 2 の 2 T E L ( 441)刊 1994・( 443)附 0331

空気調和 ・恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@ 不ニ鰐工業締ま曾紅

本 庖 大阪市南区J i l fi 1まIIIT 2  - 5  0  Ｇ ，ｬＡＮ ｾ 古 ＲＶＱ Ｍ 2436"町

東京支1吉 東京都大田区丙馬込 1 - 2 - 1 Ｇ［ ｬＡＮ話 ＷＷＳ Ｍ Ｑ ＲＳ ＱＨ Ｑｾ

営 業 所 銀 時 ・ 浜 松 ・ fsi: fflS . 事t 戸 . 1;，¥ /:(，j  

空気調和設備・給排 水衛生設備 ・上下 水道施設

環境衛生施設・公害防止施設/ 設計・施工

々 砂 山 田 工 業 株 式 会 社

事社且菅工事事章部大阪市西区京町岨 1 - 62 世話侃(443)8161(大代表)

環境装置 ;/i 車部大阪市淀川区 三津屋市 1 - 1  - 35 世話 06(3{) 8)l 491(代表)

東 京 支 鹿東京都港区北背山3- 6- 18(共同ビル青山) 世話 03(409 )8905 ・8973

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 区 栄 2 - 16  - 13(京極ピル) 電話 052(202)0077(代表)

出 世i 所 神 戸 福 岡 松 山

45  



電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

I7Eヨ 居胃昌 -t: := .J.J.I・ ____b.  

l場 竜 丸 俳 誌

代表取締役 山 本 博 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 仏 3 - 3  朝 日 ピ ル

T E L  大 阪06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

市 垂 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L 大 阪06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

京 都 市 右 京 区 西 京 極 為一 野 町 2 1  

T E L 京 都 075 ( 3  1  1 )  1  1  8  5  ( 代 )

制 岡 市 中 央 区 議 院 1 1  4  - 8  

T E L  福 岡 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 設 備 の 頁

社

A

Q

一
品

朝

電 気・言 十 装 工 事 設 計 施 工

栗 原 工 業 柿 式 会 紅

ー逮

回吹

本

本ヰ土営襲所

京 都 営 難 所

英

大 阪 市 北 区 高 垣 回T I 6 東 阪 急 ビ J レ T E L 0 6- 31 3- 1  101 

支 j苫 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・京 都 ・天 理

大 阪 商 ・神 戸 ・広 島 ・四 国 ・九 州

信原栗取締役社長

福 岡 出 張 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

常務取締役支社長 姉 川 正 男

大阪市東区高麗橋五丁目二八番地 電話大阪 ( 202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 帆 ・ 仙 台 ・ 丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・福 岡

営業所 ・出張所 全国主要都市20ヶ所

電 気 工 事 設 計 施 工

血i
，、

代 表 取 締 役 林 敏夫

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ビル 7 階)

電 話 ( 36 1) 3  6  7  1  (代 )

東 京 部 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 番地

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 稲 山

社一一
一

株 式 会 社

キ土

庖

本

支

出 張 所

設計・施工

司'

気 株

電 気 工 事
工

会

A

三

間

式

i

一

株

机

捌

機

嘉

ゆ

電

問

暖

{

玉

制

気電

S込 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 減 点 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 - 1e 

l正 話 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市減東区野江東之町 3 丁目 11 '.li: 話大阪 (931)7004

奈良県御所市御悶i岨3 6  0  電話御所 ( 2 ) 0 1 2 2

政方m山之上凶町 l の l 屯話枚方 (43)8659 ' (44)9232 

A

G

一

A
式本 電中

本

社

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ビル 3 階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  ( 代)

東京都港区新橋 2 - 1  6  ( ニュー新橋ビル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

堺 ・千 築 ・ 宇 都 宮 ・ 熊 本

キ土

庖

本

支

資 材 倉 庫

奈良営難所

枚方営難所

庖支

神 戸営業所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 耗i 盟 百T 1 丁 目 1 1  0 番 地

'dI 諮 大 l坂 ( 472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東 京 都 品 川 区 西 1i. 反 田 6 丁 目 25番 11号( 福山ビノレ )

' ; : U : 話話東京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 ， 0350 

北 九 州 市 小 合 区 鋳 物 自1; 町 2 3 番 地

電 話 小 合 ( 56 ) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

干 紫 和 歌 山 ー 名 古 屋

電 気 工 事 設 計 施 工

+土

1主

本

支

社

A

S

A

 

事 株 式

自日四林

エ

取締役社長

藤エ太 陽

大 阪 di 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T E L ( 06)  452- 1  1  5  1 ( 代 )

キ土本

営 業 所

大 阪 市 此 花 区 恩 t ' t 南 之 町 7 3  

T  E  L  ( 06)  462- 1  3  0  1  (代)

電力工事本部 ｾｽｆ＠ほ Ｚ ｾ ｾＡ ｾ 内＿

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ 富 士 電 業 株 式 会 社

電気設備設計施工

⑮〉 高千穂亀縦株式会結

中 実

大阪市西区 北 堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代 表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

田取締役社長

杜本

』μ

右

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 一 I 0  

電 話 大 阪 ( 06 ) 358ー I I  7  I 大代表

東 京 ・神戸 ・九州

雄久崎取 締 役 社 長

ヰ土本

営 業 所

営業所

中 央 電 気 工 業 株 式

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 平 木 寛

大 阪 市 北 区 梅 ケ 伎 町 5

' i1.i :話 大 阪 大代表 ( 312 )

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 凶 日 市 ・神 戸

松 山

設計施工電気・計装・空調工事

電 気 工 事 ・ 冒 十 装 工 事 ・ 量生骨十 施 工

t yト 薗 気 工:';=';-:::::，y リ レ ク 雌 式8 耐A  社〈
云

、昼ェ

1旦

大阪市北区西堀川町15 T E L 0 6 - 3 6 4 - 3 0 5 6 ( 代)

東京・神戸 ・広島 ・岡山

名 古 屋 ・岡山・札幌 ・苦 小 牧 ・ 浜 松 ・滋賀

京都 ・高砂・ 三原 ・徳山- 松山・新居浜・福岡 ・沖縄

刀t本山
取締役社長

本 社

支 庖

事業所

6 番 地

8  8  8  1  

ネ土本

支 庖

営業所

4 6  



奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

⑪: :  11) 淳 窯 零 歳 庖

本 社 大 阪 市 西 区 靭 本町 2 丁目 98番 地( 靭 本 町 パ ス 停 前 )

電 話 大 阪 06( 532)代 0461 <<!I> 550  

姫 路営 難 所 姫 路 市 北 条 口 1 2  6 番 地 ( j主友 生 命 保 険 ビ ル 7 F )

電 話 姫 路 0792( 82)  0999 ⑮ 

建設省認定の防火材料

ソリ ジッ トスタイン 基材同等 o  0  0  3号

エ パ ウ オ ー ル 基材同等 o0  0  3 号

エ パ ー サ ン ド 基材同等 o0  0  4 号

本 社 大阪市東住吉区駒 川町 3 - 54 電話 (06) 702ー 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

内外装ホーロー建材及スパンドレル( ヨドウオル・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及 責任施工

⑨ サ ク ラ 建 産 株 式 会 社

大 阪 市都 島 区都 島 中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電 話 大 阪 (922) 代表4421- 3  

⑩ 

Standard 

建 材 ・そ の 他 の 頁

ト弓 1 ・ヒューム宅

ペン手しー9-. ミ〉ホーlレ

検 式 会 社

主 宰 商 曾

大阪市北区与 力町一 ノーO

電話 大阪 ( 358) 4  0  3  1  

Board &'Slate 

フ タ パ 罵 7阪

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支l吉

阪市東区高閥的 Ｒ 丁目 Ｙ 野村ピル Ｕ Ｑ 渚ｾｬＡＺ話大阪 Ｈ Ｒ Ｐ Ｒ Ｉ ＴＹＰ Ｕ

I1性能はBL認定ガ保証/

その上に画期的に簡単な新工法と

おしゃれなデザインをヨドコつが

加えましだ。

ヨド鞠置問問

ヨドてすり Ｘｬ ｾ
ヨド: : J . ニザト

“天11.-l1

E  

. - m= ' " 噌. . . . '民 社 大阪市東区南窓圃T 4 丁目話番地 干日1 官 ( 崎 ) 245- 1111園._.... 東京支社 東京都中央区λ 丁堀 4丁 目 港 地1号( 加同市ビル} 干1制 官 (03) 日1- 1171

ｾ＠ .. ー.・E 回 . 宮 寮 所 札 健 ( 悶 ) 4777 盛岡 ( 38) 8111 ・f崎( お) 沼91 ・斬刈 ( 28) 37割 千 葉 (43) 団5・・E図且盤 盛園 東京[ 田 ) 1171 繍浜( 制 ) 9123 高崎 ( 61) 1281 静岡{ 日} ∞19 富山 ( 32四 割

名古厘{ 叩 ) 2421 大阪(115) 120卜広島{ 唱 ) 2431 高位( ) 4 ) 3611 緬岡( 瑚) 曲35

宮崎{ 日 ) 3161

47 



キ
--

つ

社

ｾ＠
2 玄

j歴柏 原

電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471 )  0  
2  4  

大 阪 市 西 淀 川区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

ヤ

ｾｾマ

3 白 F・

3従

s，ZPヨ・スト-zb

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

( 旭化成ミュ- ) レコート・セット品 )

- カ タ ロ グ お 送 りします

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業

州議

青 株 式

発

売

元

- 全 国 有 名 建 材 底 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大阪市西区南城江通 6 丁目 39番 地 T E L大 阪 (538) 2951 - 5. (541 )5757- 9  

蛍 業 所 東 京 ・ 高 槻 ・明石・姫路 ・四国 ・中国

48  



ι 進式日簡易問イ土切 デイオ

オフィスでは人員の増減やシステムの改善等で，オフィスレイ戸ウトも流動的です。取悶，取はず

しが簡単なデイオは時代の要求にマッチしだ新しい簡易間仕切です。軽くて，岡IJ 性のあるティオ

パネル( イソバンド36) の表面は0.5 %の塩ピ鋼板で構成され，美しい室内感覚を出しています。

CP A T6件〉

奥村重兵衛株式会社 日

大 阪 市 北 区 伊 雲 寺 町 22 番 他

京 都 港 区 新 僑4 - 2 第 29森ピル

福 岡 市i専 多 区 住 吉 2 丁 目16番 27雪

名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 j 自 守 番6 号

広 島 市 舟 入 本 町 19 ｾ昏 ＱＳ 号

仙 台 市 燕 沢 字 西 山 5 の 18

〒530 電 話( 06) 312- 4131( 代 〉

〒105 電 話( 03) 437 - 3361 ( 代〉

干812 ｾ電話 ＨＰＹＲＩＲＹ Ｑ - 0459( 代〉

〒733 電 話C052) 522 - 5436( 代〉

干733 電 話( 0822) 91 - 1533( 代 〉

干983 電 話( 0222) 52 - 2631 ( 代 〉

年中見ていただける 皆様の見本室

名 古 屋

広 島

仙 台

A M 10. 00- P  M.  5. 00 

日曜 ・祝 日 は 休 館

I  ｾ＠ I  

タイル

常設展示場

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

d二コtge m a  

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 銭 工 所

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

営 業 品 目

L A F  リミットロードエヤーホイル7 7ン C A F 直 流 式 静 音 送 風 機

L E F リミァ 卜ロードアード ファン V A F 可 変 式 軸 流 送 風 機

S A F ス トリー ムラ イ ン ファン T A F 軸 流 送 風 機

HA F タ ー ボ 7 7 ン

P A F プ レ ー ト フ ァ ン

ｍａｆ 多ｾ送風機

J OY 可 変 節 軸 流 送 風 機

マ ル チ ウ イ ン グ 軸 ijlE 送 風 機

塩 ヒ 製 耐 敵 送 風 機

本 社 ・ 工 場 〒 536 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 2 T 目 l 番 地

電 話 大 阪 ( 06) 9  3  1 ー 7 8  0  2  ( 代)

東 京 出 張 所 干 113 東 京 都 文 京 区 湯 島 4 丁 目 6 番 1 7 号

電 結 束 京 ( 03) 8  1  4  - 6  6  5  1  ( 代)

九 州 出 張 所 干 81 2 福 岡 市 博 多 区 下 呉 服 町 5 番 2 1号

書舌 福 岡 ( 092) 2  8  1  - 7  3  9  6 番

豊 か な 生 活 環 境 を お 届 け し ま す

I na 

伊 奈9 -r' J I . ，・伊奈衛生閲冨・伊崇ポυパコ

I n白 伊 奈 製 間 練 武 重 吉 本 土

本 社 愛 知 県 常 滑 市 大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 新 町 南 通1- 62 T E L  532- 6081附

4 9  



タ 然 え な い

オフ才L るご、、

傍 ら な い

カ タ ロ グ 御請 求 下 さ い 。

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P . M)

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C . P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

t皮キ反去射台 S 小 波 S 大 波 V 波 ポ y ク ス 波 W ジ ャ ン ボ 波

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

本 社 兵 庫 以 尼崎 市 昭和 南 通 り 3 - 26松 本 ビ ル 電 話 大 阪 ( 412 ) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 鴻 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42 )  3115 - 8  

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  包 括 大 阪 ( 488 ) 1081代 表

九 州 支 庖 及 工 場 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 電路 八幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 支I吉 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江町T l の 24 第 2中 経 ビ J レ 包 括 名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4

モルタ j レ・コンクリート用

ご一 報次第

カタログ illi 呈します

50 

申マ ノ ー ル 防 水 斉IJ は セ メ ン トの 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸化 石 灰 と 化学 的 に 結

合 し 、 硬化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 機 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 q及 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

* A E 効 栄 に よ り i産 量 の 空気 を i単行し、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 枯 培 性 に よ っ て 材 料 分離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

牢セ メ ント と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 7. K や空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も 作 用 せ で ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の 腐蝕・ 腐 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 防 湿 効 力 は 恒 久的 で す 。 J

その他マノール製品

急 結 材 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

:11:2 : 1 - 1 - ( … 起泡淘ト Z F E E &  (22Z22)  

関 東 営 業 所

東 北 支 腐

盛 岡 営 業 所

大 阪 営業 所

セ メ ン 卜 混 和 斉IJ • D11 材 綜 合 メ ー カ 一

株式ｾＢＢｉＺｉｉｾ ，.....ー.・唱r . &

会社. . . . . . . . 唱晶園田. . . 咽ιー・回
東 京 都 品 川 区 二 葉 1 ー 18 - 8  まま 東 京 o 3  ( 787)  1131代 表

茨 城 県 土 浦 市 大 町 1 2  1  3  8  関 東 0298 ( 23) 1 1 3 1代

福 島 県 福 島 市 下 野 寺 字 遠 原 宜主 東 北 0245 ( 91 ) 1 1 3 1代

岩 手 県 盛岡 市 南 大 通 3 一12- 50 まま 銭 岡 0196 ( 45) 1 3 3 1代

大 阪 市 東 成 区 東 中 本 2 - 17 - 26  宮 大 阪 o6  ( 971 )  4  7  6  5  



るウエルドシステム O 特殊絶縁防水工法 ( 特

許ストライプ工法 ) 0 メルタン防水工法など

の技術と、完全責任施工 ・年限保証が私たち

の強力な武器。 全国90カ所にも

およぶ く日アス 〉ネッ トワークの、 7]( もモラ

さぬたたかいぶりに、ぜひご注目くださし、。

水に、スキをみせるな。

0 .01 ミリのスキ! 日lで も、水は遠慮しません。

〈日アス 〉は、防水工中ひとすじに 50余 年。

この小さなスキ聞との、 長 いたたかいを続け

ているのです。 もち ろん、 O シグマートによ
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大池建エ株式会社

重喜防水工業株式会社

辰己防水工業有限会社

中央建材工業株式会社

東京建材工業株式会社

東海物産株式会社

日本建材鋼業株式会社

宮崎建材株式会社

池田渥膏工業株式会社

株式会社神原商庖

清水興業株式会社

日新エ材株式会社

日新建工( 株) 大阪出張所

日本綜合防水( 株) 大阪支盾

フタパ興業株式会社

マサJ レ涯青工業( 株) 大阪営難所

7 ルエス工換株式会社

有限会社丸藤商底

久下商后

東洋建材株式会社

中村; 塵育工業株式会社

棚田建材有限会社
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株式会社三洋技建

三和防水工業株式会社

豊永建材株式会社
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会 社 名

日本防水総業株式会社

日本防水総業( 株 ) 旭川出張所

日本防水総業( 株) 釧路出張所

日新建エ( 株) 札幌出張所

大和工業( 株) 苫小牧出張所

日新建エ(株 ) 仙台支庖

伊藤建材株式会社

いわき建材工業株式会社

春日工業株式会社

金問工業株式会社

北原建材工業株式会社

木下工業株式会社

協立工業株式会社

大東スレート株式会社

東京涯膏株式会社

トーフジ工業株式会社

日新建工株式会社

日本綜合防水株式会社

野 口工材株式会社

携図工業株式会社

富士エ材株式会社

藤 ;1青奥業株式会社

フタパ興業( 株) 東京営業所

北条;1膏工業株式会社

マサ J レ;1青工業株式会社

大和工業株式会社

;1膏建材株式会社

有限会社神守建材社

金港;1青株式会社

不二防水工業株式会社

石田建材工業株式会社

石田建材工業( 株) 大宮支底

石田建材工業( 株) 宇都宮出張所

涯青建材(株 ) 宇都宮 出張所

株式会社奈良屋高庖

同和建業株式会社

同和建築( 株) 長野営業所

株式会社仙嶺

有限会社折橋政次郎商庖

有限会社小島工業所

島屋建設株式会社

石橋建材株式会社

協和建材工業株式会社

三井工業緯式会社
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. 往山"ぷ凶' 立M止M行点札州州，iλ川i刊|

、，.".，圃， 東 京 書 都E 足 立 区 千 f住主東 2 一 2 1 一 2 8  

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 2 8  

中 部 支 部 名 古屋 市 千 種 区 千 種 通 り 2. 19( 舷 阜正 ビ ル )

関 西 支 部 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4 - 3 0 - 2

九 州 支 部 福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 1 - 2 4 - 1 0

f i  ( 882) 2424大 代

f i  ( 882) 2424大 代

f i  ( 741) 6257 代

f i  ( 329)  7737 代

f t  ( 451 ) 1095 代

日新工幾 株 式 会 社 内

日新工業 内

日新ヱ襲 名 古 屋 出張 所 内

日新エ喋 大 阪 支 底 内

日新工業 九 州 出 張 所 内製 造 元 / 日 新 工業 株 式 会 社
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. そ の優 れ た 特 長

口A c ous t l c a l 吸 音 性

口C o mfor t abl e 快 適 性

口Dur abl e 耐 久 性

口S a f e 安 全 性

白 H y g lenl c 衛 生 的

口C h e ml c a l Res l s t ent - 一一 耐 薬 品 性

アコスチフロア/ ターケットジムフロア規格 、組成

I-! "名 門 格 ! 姐可 E
可 主梢( 蹴) ι

アコスチ !宮 崎 1< 1は ピ ニ ル 守弘|

(  般用 ) 3. 5圃 X l84c mX25m 樹 脂 可 叩 削 ， ｾ＠

敵将、安定例.

充噴剤

尭抱刷 ( 20%) 1 1色

地化ビニール I( 川 - ; " ) 1

樹脂可叩剤

価 絡 ア コ え + フ ロ ア 4. 醐 111 rn H  I. R  

タ ヶ，ト j ムフロア 9，2以) I I J IIf H  1.1た

.111妥 3UOPI m'  

スウェーテ' ン 十|会{ 米防が I:':j/主にすすんて'

いる IEI J似品L、'{:十i之、左人ホーム 、|χl ，I;館、

WH脳ぷなどのあらゆる公共胞設が、もっとも

充実し ている いい こ の人H¥I ' 1'心の l.1JJj から

ＧＱ みだ された 、 ｉｬｬｩｩｗｉＨｉＨｊ な ｫＩｾ 味料、ことに

ｬ 以内ＧＱＧ ＱＺ 、断熱刊にすり ｌ たヒュー Ｗ ンなＯ ｾ ｾ料、

こJ . L カ、アコスチフロア、ターケ y トジムフロア

ですアコスチフロア、ターケ y トジムフロアは、

その機 iiEI(li 、施 1'. 1(11 における犯引のノリント

により、北欧はじめ欧米作j "EI の必ず1iJ.:.没β I' .r，

によって Jよ/IJ され、1 [ ( ｾ美佐築物に数多く

i止われていますそしていまや ・i!上界の床材ー

析しい ＱＱ Ｎ｜ＧＱ｜ の ｉｾｈ Ｂ として ｉｾＧ Ｚｊ い評価を叉ーけて

います。そのアコスチフロア 、ターケ y トジム

フロアが 11 -1' に もやってきたのですユ
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